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はじめに

このたびは、AG-A850をお買い求め頂き誠にありがとうございました。
本機は産業用、学校用、スタジオ用、及び、CATV放送用を対象に開発された編集コントローラです。

簡易操作モード・シングルダイヤルモード
複雑な操作や、設定の必要がない簡易操作モードにより、
簡単操作でカット編集ができます。また、高級コントロー
ラのように片側のダイヤルのみの操作も可能です。

５１２イベントのマルチ編集
最大５１２のマルチイベントメモリーにより、カット数
が多い番組制作でも、一気に連続自動編集が可能です。
またデータは約３日間バックアップしますので安心です。

マルチEDL登録
マルチイベントメモリーを２５６イベント×２に分ける
ことができ、２種類の編集を同時期に進行させることが
できます。

Ａ／Ｂロール編集
２つのシーンを合成して編集する（ディゾルブやワイプ）
など映像的効果の高い編集を制御できます。

シンクロール編集
プレーヤー２台の映像をスイッチャーで切り換えながら
編集するシンクロール編集が可能です。

カラーフレーミング編集
ＶＴＲのカラーフレームロック機能を使った、カラーフ
レーミング編集が可能です。また、タイムコード基準を
用いて、正確な同ポジ編集を行うこともできます。

オーディオスプリット編集
映像の編集点と音声の編集点をずらして編集する、オー
ディオスプリット編集に対応しています。設定は IN、
EFFECT、OUT点のうち2ヶ所へ行え、マークキーを
用いた簡易登録も可能です。

スロー編集
プレーヤーＶＴＲがＡＴに対応していれば、２倍速再生
や逆再生といった、スロー編集ができます。

オートタグ機能
連続編集の登録に便利な、オートタグ機能をサポートし
ていますので、操作のスピードアップがはかれます。

リストマネージメント機能
ＥＶＥＮＴの追加、削除、移動、複写、リナンバーなど
マルチイベント編集では不可欠な機能をサポートしてい
ます。

編集機能の特長

５台のＶＴＲを同時制御
５つのＶＴＲ用リモート端子（ＲＳ－４２２）を標準装
備しています。また、最大３台までレコーダーとして同
時に制御できますので、一度に３巻のマスターテープを
作成することもできます。

スイッチャー・ミキサーを制御
ビデオスイッチャーとオーディオミキサー用のリモート
端子（ＲＳ－４２２）を標準装備しています。
スナップショット、デジタルプロセスディレイの補正な
どの機能も備えています。

２個のＧＰＩポート
ＧＰＩ端子（ピンジャック）を２ポート標準装備してい
ます。そのうち１ポートは、１回の編集中に２度の動作
を設定できます。

ディスプレー出力
ＳＥＴＵＰの内容や、ステータスなどをモニターＴＶに
出力できます。また、表示切り換え機能により、ＶＴＲ
の映像とAG-A850のディスプレー出力を切り換えられ
ますので、新たにモニターを用意する必要がありません。

コンピュータとの接続
ＲＳ－２３２Ｃ端子（９ｐｉｎ）を標準装備しています
ので、ＥＤＬデータをコンピューターとの間で転送でき
ます。またＲＳ－２３２Ｃ入力を持つプリンターにも対
応しています。EDLフォーマットは、AG-A850の機能
が活かせるオリジナルフォーマットと、他の編集コントロ
ーラとデータの互換性が高いＣＭＸ３４０フォーマットに
対応しています。
EDLをダンプ、ロードするパソコン用ソフトウェア (フ
リーウェア) も用意しておりますのでお問い合わせくだ
さい。

インターフェイスの特長
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■不安定な場所に置かない！

■水場に設置しない！

安全上のご注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りい
ただくことを、次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説
明しています。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
（下記は、絵表示の一例です。）

この表示の欄は「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」
内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生
する可能性が想定される」内容です。

このような絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

警告
注意

落ちたり、倒れたり
してけがの原因とな
ります。

禁 止

禁 止

■電源コードに重いものを載
せない！

本機の下敷きになら
ないよう注意してく
ださい。コードが傷
ついて、火災・感電
を起こすおそれがあ
ります。

火災・感電の原因と
なります。

水場使用禁止

警告

禁 止

■コードに重いものを載せない！

本機の下敷きになら
ないよう注意してく
ださい。コードが傷
ついて、火災・感電
を起こすおそれがあ
ります。
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安全上のご注意

安
全
上
の
ご
注
意

■本機の上に水の入った容器、
小さな金属物を置かない！

こぼれて、本機内部
にはいると、故障や
事故を起こすおそれ
れがあります。禁 止

■電源コードまたは、コー
ドを
O加工しない！

O傷つけない！

O無理に曲げない！

Oねじらない！

O引っ張らない！

O加熱しない！

■機器の開口部から異物を差
し込んだり、落とし込んだ
りしない！

■本機を改造しない！

火災・感電のおそれ
があります。

火災・感電の原因と
なります。

分 解 禁 止

火災・感電の原因と
なります。

禁 止

強 制

■機器がぬれたり、水が入
らないようにする！

火災・感電のおそれ
があります。雨天・
降雪・海岸・水辺で
の使用は特にご注意
ください。

■水場で使用しない！

火災・感電の原因と
なります。

水場使用禁止

必ずお守りください

■本機の裏ブタ・キャビネッ
ト・カバーなどをはずさ
ない！

感電の原因となりま
す。
O点検・整備・修理

は販売店にご依頼
ください。

分 解 禁 止

■表示された電源電圧以外は
使用しない！

火災・感電のおそれ
があります。

禁 止

禁 止

警告
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安全上のご注意

■電源コードが傷んだ場合
は、 交換を依頼する！

■本機を落としたり、破損し
た場合は電源スイッチを切
り、電源（プラグ）を
抜く！

そのまま使用すると、
火災・感電を起こす
おそれがあります。

電源プラグ
を抜く

■本機の内部に異物が入った
場合は電源スイッチを切り、
電源（プラグ）を抜く！

そのまま使用する
と、 火災・感電を
起こすおそれがあり
ます。電源プラグ

を抜く

そのまま使用すると、
火災・感電を起こす
おそれがあります。
Oお買い上げの販売

店にご相談くださ
い。

■本機の内部に水などが入った
場合は電源スイッチを切り、
電源（プラグ）を抜く！

そのまま使用する
と、 火災・感電を
起こすおそれがあり
ます。電源プラグ

を抜く

■煙が出ている、 変なにお
いや音がするなどの異常状
態の場合は電源スイッチを
切り、電源（プラグ）を
抜く！

電源プラグ
を抜く

■電源コードを熱器具に近づ
けない！

■油煙や湯気の当たる場所に
置かない！

■湿気やほこりの多い場所に
置かない！

コードの被覆が溶け
て、火災・感電の原
因となることがあり
ます。

火災・感電の原因と
なることがあります。

火災・感電の原因と
なることがあります。

禁 止 禁 止 禁 止

必ずお守りください

火災・感電の原因と
なります。
Oお買い上げの販売

店に修理をご依頼
ください。

警告

注意
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安全上のご注意

■ぬれた手でプラグを抜き差
ししない！

感電の原因となるこ
とがあります。

禁 止

■プラグを抜くときは、電源
コードを引っ張らない！

コードが傷つき、火
災・感電の原因とな
ることがあります。
必ずプラグを持って
抜いてください。

禁 止

■本機の通風口をふさが
ない！

通風口をふさぐと内
部に熱がこもり、火
災の原因となること
があります。次のよ
うな使い方はしない
でください。
O本機を風通しの悪い

ところに押し込む。
Oテーブルクロスを

掛けたり、じゅう
たんや布団の上に
置く。

禁 止

■本機の上に重いものを置か
ない！

■本機に乗らない！

倒れたり、壊れたり
してけがの原因にな
ります。

バランスがくずれ
て、落下して、けが
の原因になります。

禁 止

禁 止

■移動させる場合は、電源ス
イッチを切り、プラグを抜
き、外部の接続コードをは
ずす！

コードが傷つき、火
災・感電の原因とな
ることがあります。電源プラグ

を抜く

■長時間使用しない時は、安
全のため電源プラグをコン
セントから抜く！

火災の原因となるこ
とがあります。

電源プラグ
を抜く

■お手入れの際は安全のた
め、スイッチを切り電源
（プラグ）を抜く！

火災・感電の原因と
なることがありま
す。

禁 止

■1 年に 1 度くらいは、販
売店に内部の掃除の相談
を！

本機の内部にほこり
がたまったまま、使
用し続けると、火
災・故障の原因とな
ることがあります。

必ずお守りください

安
全
上
の
ご
注
意

注意
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カウンター部

⑥ＥＶＥＮＴ／ＴＲＡＮＳ／ＰＡＴＴＥＲＮ表示
イベント番号を表示します。トランジション時間や、
パターン番号を表示させることもできます。

⑦ＴＣ／ＣＴＬボタン
ＶＴＲのテープ位置の時間表示を、タイムコード(TC)
または、ＣＴＬに切り換えます。ＶＴＲにタイム
コードの機能がないときは、必ずＣＴＬになりますの
で、押しても切り換わりません。

⑧ＲＥＳＥＴボタン
ＣＴＬのとき、時間表示をリセットします。

⑨ＳＹＮＣ ＧＲＡＤＥボタン／状態表示ランプ
編集時の調相の精度を切り換え、その状態を状態表示
ランプで点灯します。OFF 以外に設定したときは、
REF. VIDEO IN端子に外部基準信号を入力してくださ
い。
ACCURATE：±0フレームの調相を行います。
±1 ：±1フレームの調相を行います。
ROUGH ：調相動作中に１度でも誤差がなくな

れば、それ以降調相をしません。
編集精度は保証されません。

OFF ：調相動作を行いません。
編集精度は保証されません。

①ＰＯＷＥＲ スイッチ
ON側を押すと電源が入り、OFF側を押すと電源が切
れます。

②プレーヤータイム表示
プレーヤーVTRの現在のテープ位置または編集点を
表示します。

③レコーダータイム表示
レコーダーVTRの現在のテープ位置または編集点を
表示します。

④ＴＣ表示
点灯しているときは、②③のタイム表示部はタイム
コードを表示しています。消灯しているときは、ＣＴ
Ｌを表示しています。⑦のＴＣ／CTLボタンを押す
ごとに切り換わります。

⑤ＳＥＲＶＯランプ
テープがサーボロックして走行しているとき、点灯し
ます。

１）カウンター部

POWER
ON

OFF TC/CTL RESET TC/CTL RESET SYNC GRADE

OFF

TC

PLAYER EVENT/TRANS/PATTERN

SERVO

TC

RECORDER

SERVO

ACCURATE

1

ROUGH

A B CFD E G H I
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プレーヤー／レコーダー操作部

各
部
の
名
称

①ＲＥＣボタン（レコーダー操作部のみ）
このボタンを押しながら、レコーダー側のＰＬＡＹボ
タンを押すと録画を始めます。VTRソース選択部で
プレーヤーを選んでいるとき、レコーダーVTRが静
止中に単独で押すと、レコーダー側のモニターへレコー
ダーVTRに入力されている映像・音声を出力します。

②ＰＬＡＹ／ＳＴＢ ＯＦＦボタン
テープの再生を行います。SHIFTボタンを押しながら
操作すると、スタンバイオフの状態にします。

③ＳＴＩＬＬ／ＳＴＯＰボタン
テープを一時停止させます。SHIFTボタンを押しなが
ら操作すると、テープを停止させます。

④ＲＥＷ／ＥＪＥＣＴボタン
テープを巻き戻します。SHIFTボタンを押しながら操
作すると、テープをＶＴＲから取り出します。

⑤ＦＦ ／ ＶＡＲ/ＳＨＴＬボタン
テープを早送りします。SHIFTボタンを押しながらプ
レーヤー操作部のＦＦボタンを押すと、ダイヤルが
SHTLモードのときの動作を、ＶＡＲモードとＳＨＴ
Ｌモードとに切り換えます。（VAR/SHTLはプレー
ヤー操作のみ）

⑥ＭＡＲＫ ＩＮボタン
ＶＴＲのタイムコードまたはCTLを読みとって、編
集の IN点を設定します。
SHIFTボタンを押しながら操作すると、オーディオス
プリットの IN点を設定します。

⑦ＭＡＲＫ ＯＵＴボタン
ＶＴＲのタイムコードまたはCTLを読みとって、編
集のＯＵＴ点を設定します。
SHIFTボタンを押しながら操作すると、オーディオス
プリットのOUT点を設定します。

⑧サーチダイヤル
テープ走行速度を調整しながら、編集点の映像を探す
ときなどで使います。ダイヤルには JOGモードと
SHTL／VARモードがあり、ダイヤルを押すごとに
切り換わります。押し込んだ状態がJOGモード、飛
び出した状態がSHTL／VARモードです。
・ＪＯＧ［ジョグモード］
ダイヤルを回す速度に応じて、テープの再生速度が
変化します。右回転で正方向、左回転で逆方向に再
生します。

・ＳＨＴＬ／ＶＡＲ［シャトル／バリアブルモード］
ダイヤルの回転角度に応じて、テープの再生速度が
変化します。右回転で正方向、左回転で逆方向に再
生します。

2）プレーヤー／レコーダー操作部

PLAY STILL REW FF

STB OFF STOP EJECT VAR/SHTL

PLAY STILL REW FF

STB OFF STOP EJECT

P 1

FROM

TO

IN

OUT

AUX
R FROM TO

AUX

P 2 P 3 P 4

AUX 1 AUX 2 AUX 3 AUX 4

GO TO OUT PROGRAM EDIT REVIEW

FROM TO

LAST X LAST ED TOTAL

A/B SPLIT SPEED GPI

SY-ROLL OUT SPLIT MRK-SPD MRK-GPI

ASMBL V A 1 A 2

TC1st.ED A 3 A 4

GO TO
AUTO EDIT

/END
PRE-
VIEW

REC

R

SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9
F/TC

x

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6
BS

H

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3
FS

G

DISP

0
EXIT

C
ENTER ALL STOPSHIFT

MARK
IN

IN

EVENT TRANS PATTRN

OUT DUR

MARK
OUT

MARK
IN

MARK
OUT

L

Editing Controller AG-

AUDIO SPLIT

RETURN

AUDIO SPLIT

A

BB

CC

D

IHF G J F H G

E

D

E

3）VTRソース選択部
（簡易操作モードでは使用しません）

⑨P1／AUX1、P2／AUX2、P3／AUX3、P4／
AUX4ボタン
編集設定を行ったり、プレーヤー操作部でコントロー
ルするＶＴＲを選択します。SHIFTボタンを押しなが
ら操作すると、編集設定を行う補助ソースが選択され
ます。

⑩Ｒボタン
レコーダーの編集設定を行うとき、選択します。
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PLAY STILL REW FF

STB OFF STOP EJECT VAR/SHTL

PLAY STILL REW FF

STB OFF STOP EJECT

P 1

FROM

TO

IN

OUT

AUX
R FROM TO

AUX

P 2 P 3 P 4

AUX 1 AUX 2 AUX 3 AUX 4

GO TO OUT PROGRAM EDIT REVIEW

FROM TO

LAST X LAST ED TOTAL

A/B SPLIT SPEED GPI

SY-ROLL OUT SPLIT MRK-SPD MRK-GPI

ASMBL V A 1 A 2

TC1st.ED A 3 A 4

GO TO
AUTO EDIT

/END
PRE-
VIEW

REC

R

SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9
F/TC

x

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6
BS

H

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3
FS

G

DISP

0
EXIT

C
ENTER ALL STOPSHIFT

MARK
IN

IN

EVENT TRANS PATTRN

OUT DUR

MARK
OUT

MARK
IN

MARK
OUT

L

Editing Controller AG-

AUDIO SPLIT

RETURN

AUDIO SPLIT

C D E F G H I J

K

L

BA

編集操作部

⑦Ａ/Ｂ／ＳＹＮＣボタン
Ａ／Ｂロール編集を行うとき、押して点灯させます。

⑧ＳＰＬＩＴ／ＯＵＴ ＳＰＬＩＴボタン
スプリット編集をするとき、押して点滅させ、オー
ディオ の IN点を入力します。

⑨ＳＰＥＥＤ／ＭＡＲＫ-ＳＰＤボタン
スロー編集をするとき、押して点滅させ、初期速度を
入力します。

⑩ＧＰＩ／ＭＡＲＫ-ＧＰＩボタン
ＧＰＩを出力するタイミングを設定するとき、押して
点滅させます。ＤＳＫの設定もこのボタンで行います。

⑪ＡＳＭＢＬ／１ｓｔ．ＥＤボタン
アッセンブル編集を行うとき、ボタンを押して点灯さ
せます。もう一度押すと、消灯しアッセンブルが解除
されます。インサート編集を設定しているときは、イ
ンサートを解除してから、ボタンを押してください。

⑫Ｖ／ＴＣ、Ａ１／Ａ３、Ａ２／Ａ４ボタン
インサート編集を行うとき、ボタンを押して点灯させ
ます。ＴＣ以外は、重複して点灯させることができま
す。また、すべて消灯するとインサートが解除されま
す。アッセンブル編集を設定しているときは、アッセ
ンブルを解除してからボタンを押してください。
Ｖ ：ビデオのインサート
Ａ１～４ ：オーディオチャンネル1～4のイン

サート
TC ：タイムコードのインサート

(通常、簡易操作モードでは使用しません。
ＩＮ、ＯＵＴ、ＤＵＲの表示のみできます。）

①ＩＮ／ＬＡＳＴ Ｘボタン
編集 IN点の設定・表示を行います。SHIFTボタンを
押しながら操作すると、一度修正した編集点を元に戻
します。

②ＯＵＴ／ＬＡＳＴ ＥＤボタン
編集ＯＵＴ点の設定・表示を行います。SHIFTボタン
を押しながら操作すると、以前にプレビュー編集した
データに戻します。

③ＤＵＲ／ＴＯＴＡＬボタン
デュレーションの設定・表示を行います。SHIFTボタ
ンを押しながら操作すると、レコーダータイム表示に
編集の合計時間を表示します。
ENTERボタンを押しながら操作すると、ラップ時間
を表示します。

④ＥＶＥＮＴボタン
イベント番号を変更するときに押します。

⑤ＴＲＡＮＳ／ＦＲＯＭボタン
トランジション時間を表示したり、設定するとき押し
ます。カット編集のソースや、Ａ／Ｂロール編集で始
めに使用するソース (FROMソース) を選択するとき
は、SHIFTボタンを押しながら操作します。

⑥ＰＡＴＴＲＮ／ＴＯボタン
パターン番号を表示したり、設定するときに押します。
Ａ／Ｂロール編集で後に使用するソース (TOソース)
を選択するときは、SHIFTボタンを押しながら操作し
ます。

4）編集設定部

５）編集モード設定部



11

編集操作部

各
部
の
名
称

①ＧＯ ＴＯ／ＧＯ ＴＯ ＯＵＴボタン
編集 IN点が設定されているとき、その位置にテープ
を頭出しします。編集ＯＵＴ点や任意点を頭出しする
事もできます。

②ＡＵＴＯＥＤＩＴ/ＥＮＤ／ＰＲＯＧＲＡＭＥＤＩＴボタン
自動編集をするときに押します。SHIFTボタンを押し
ながら操作するとマルチイベント編集を行います。

③ＰＲＥＶＩＥＷ／ＲＥＶＩＥＷボタン
編集のリハーサルを行うときに押します。SHIFTボタ
ンを押しながら操作すると、ＲＥＶＩＥＷ（編集結果
の確認）を行います。

④ＡＬＬ ＳＴＯＰボタン
すべてのＶＴＲを停止させます。編集（PREVIEW,
EDIT, REVIEW）中は、その動作を中止します。

⑤ＳＨＩＦＴボタン
各ボタンの下（数値入力部は中央下）に表示している
機能を使うときは、このボタンを押しながら操作し
ます。

PLAY STILL REW FF

STB OFF STOP EJECT VAR/SHTL

PLAY STILL REW FF

STB OFF STOP EJECT

P 1

FROM

TO

IN

OUT

AUX
R FROM TO

AUX

P 2 P 3 P 4

AUX 1 AUX 2 AUX 3 AUX 4

GO TO OUT PROGRAM EDIT REVIEW

FROM TO

LAST X LAST ED TOTAL

A/B SPLIT SPEED GPI

SY-ROLL OUT SPLIT MRK-SPD MRK-GPI

ASMBL V A 1 A 2

TC1st.ED A 3 A 4

GO TO
AUTO EDIT

/END
PRE-
VIEW

REC

R

SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9
F/TC

x

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6
BS

H

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3
FS

G

DISP

0
EXIT

C
ENTER ALL STOPSHIFT

MARK
IN

IN

EVENT TRANS PATTRN

OUT DUR

MARK
OUT

MARK
IN

MARK
OUT

L

Editing Controller AG-

AUDIO SPLIT

RETURN

AUDIO SPLIT

F G H I J A C EB D

(簡易操作モードでは使用しません。）
ＥＮＴＥＲ以外のボタン（0～9、C、＋、
ー、～）は、そのまま押せば左上に書かれ
た機能になります。
また、SHIFTボタンを押しながらボタン
を押すと中央下に書かれた機能 (DISP、
EXIT、LISTなど）になります。

⑥０, １, ２, ３, ４, ５, ６, ７, ８, ９（数値入力キー）
編集データなどを、数値で入力して設定するときに使
います。

⑦Ｃ
入力した数値や、編集データを取り消すとき
（CLEAR）に使います。

⑧～
編集データ(EDL)の削除や移動などで、開始・終了の
イベント 番号を入力するときに使います。

⑨＋、－
編集データの変更や、SET UPなどで項目を選択する
ときに使います。

⑩ENTER
編集データなどを、数値で入力するときに使います。

各
部
の
名
称

6）自動編集操作部 ７）数値入力部（単独で押したとき）
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SHIFT＋ボタン部

(通常、簡易操作モードでは使用しません。
DISP, SET UP, INFOのみ操作できます。）

①DISP（SHIFT+0）
モニターの画面表示を切り換えます。

②DUMP（SHIFT+1）
パーソナルコンピューターなどの外部機器へ、編集
データ(EDL)を転送するときに押します。

③LOAD（SHIFT+2）
パーソナルコンピューターなどの外部機器から、編集デー
タを内部のＥＤＬメモリーに取り込むときに押します。

④T SET（SHIFT+3）
ＴＣインサート編集などで記録する時間（ＴＣＧ）の
初期値を設定します。

⑤LIST（SHIFT+4）
編集データの削除、移動、コピーなどを行うときに使
用します。

⑥CORCT（SHIFT+5）
ＥＤＬメモリーに登録済の編集データを変更するとき
に押します。

⑦TRACK（SHIFT+6）
タイムトラック処理を行うときに押します。

⑧SET UP（SHIFT+7）
システム全体の設定を行うときに使用します。

⑨CONFIG（SHIFT+8）
各VTRごとの設定を行うときに使用します。

⑩INFO（SHIFT+9）
エラーメッセージなどを表示します。

⑪F/TC（SHIFT+～）
数値を入力するとき、タイムコードで入力するか、フ
レーム単位で入力するかを切り換えます。

⑫FS, BS（SHIFT+“＋”, SHIFT+“－”）
１つ前か、後ろのイベントに変更するとき押します。
SETUPモードのときは、ページを変更します。

⑬EXIT, RETURN（SHIFT+C, SHIFT+ENTER）
編集点などのデータ入力を途中でやめるときに押しま
す。SET UP, CONFIGモードのときは、RETURN
を押すと設定した内容を確定して、EXITを押すと設
定した内容を破棄して終了します。

PLAY STILL REW FF

STB OFF STOP EJECT VAR/SHTL

PLAY STILL REW FF

STB OFF STOP EJECT

P 1

FROM

TO

IN

OUT

AUX
R FROM TO

AUX

P 2 P 3 P 4

AUX 1 AUX 2 AUX 3 AUX 4

GO TO OUT PROGRAM EDIT REVIEW

FROM TO

LAST X LAST ED TOTAL

A/B SPLIT SPEED GPI

SY-ROLL OUT SPLIT MRK-SPD MRK-GPI

ASMBL V A 1 A 2

TC1st.ED A 3 A 4

GO TO
AUTO EDIT

/END
PRE-
VIEW

REC

R

SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9
F/TC

x

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6
BS

H

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3
FS

G

DISP

0
EXIT

C
ENTER ALL STOPSHIFT

MARK
IN

IN

EVENT TRANS PATTRN

OUT DUR

MARK
OUT

MARK
IN

MARK
OUT

L

Editing Controller AG-

AUDIO SPLIT

RETURN

AUDIO SPLIT

MABEH CFI D G JL K

８）数値入力部（SHIFTボタンを押しながら、操作したとき）
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①編集ソース設定表示
選択したソース(P1～P4)を対応するVTR／ソース
選択キーのすぐ上のランプに点灯します。補助ソース
(AUX1～4)を選択したときは、AUXランプも点灯し
ます。
上段(FROM)はカット編集及びＡ／Ｂロール編集での
FROM ソースを表示します。また、下段(TO)は,
Ａ／Ｂロール編集でのTOソースを表示します。

ランプの表示と設定状態

編集データ設定表示部／コネクターパネル部

各
部
の
名
称

FROM

TO

IN

OUT

AUX
R FROM TO

AUX

x

H

G

L

BA

ランプが緑色点灯すれば編集ができます。赤や黄色で
ランプが点滅していたり点灯していても、次のような
ときは編集を行います。
・他の編集点より、設定されていないデータを補えると
き、自動的に編集データを加工し、編集を行います。
・編集OUT点を設定せずに編集を行うとき、編集中
に [MARK OUT] ボタンや、[AUTO EDIT/END]
ボタンを押して、編集OUT点を設定します。
（オープンエンド編集）
・ソースVTRだけを設定し、現在のテープの位置か
ら編集を行うとき。（パークアンドエディット）

②編集点設定表示
レコーダーVTR、FROMソース、TOソース、それ
ぞれの設定された編集点のランプを点灯します。編集
IN点、OUT点のいずれかとデュレーションが設定さ
れているときは、IN、OUT両方のランプが点灯しま
す。

横一列の
赤色点滅
赤色点滅
赤色点灯
黄色点灯
緑色点灯

ソースが未設定

ソースは設定済み、編集点が未設定
ソースの編集点のうち1つが設定済み
ソースのすべての編集点が設定済み
編集データのすべての編集点が設定済み

９）編集データ設定表示部

③ＡＣ電源端子
付属の電源コードを接続して、AC100Vの電源に接
続します。

④ＲＳ－４２２端子
ＶＴＲやビデオスイッチャー・オーディオミキサーを
接続します。

⑤ＲＳ－２３２Ｃ端子
パーソナルコンピューターなどの外部機器を接続しま
す。H (SPARE)端子は、ご使用になれません。

⑥ＧＰＩ端子
外部機器を接続します。トリガー信号を出力します。

⑦ＲＥＦ ＶＩＤＥＯ ＩＮ端子／７５Ω終端スイッチ
編集精度が必要なシステムでは、外部基準信号（ブラッ
クバーストやカラーバー）を入力します。
７５Ω 終端スイッチは、本機で信号を終端するときに
はONに、Ｔ型ＢＮＣコネクターなどを使って信号を
分配するときにはOFFにしてください。

⑧ＭＯＮＩＴＯＲ ＩＮ／ＯＵＴ端子
MONITOR OUTにモニターテレビを接続すると、ス
テータスなどを表示できます。また、MONITOR IN
に入力された映像を、MONITOR OUTに出力するこ
ともできます。（DISP機能）

G (MIXER)

A (R)

H (SPARE) I (EDL) 1 75O
OFF ON

B (P1) C (P2) D (P3) E (P4) F (SWITCHER)

RS-232CRS-422 GPI REF VIDEO IN MONITOR
2 IN OUT AC IN

F G HED C

10）コネクターパネル部
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モニター表示部

⑤付加機能
Ａ ：オーディオスプリット編集時、表示します。
Ｓ ：スロー編集時、表示します。
Ｇ ：ＧＰＩが設定されているとき、表示します。

⑥VTR／ソース選択
J ：プレーヤー操作部で、コントロールでき

るＶＴＲを表示します。
＊ ：編集点の登録やＧＯＴＯさせるＶＴＲ／

ソースを表示します。
Ｒ ：レコーダーVTR
Ｐ1～Ｐ4 ：プレーヤーVTR
Ｒ1～Ｒ4 ：スレーブVTR

通常、VTRの操作や編集を行っているときは、
次のようなステータス表示を行います。

①イベント番号
Ｎｅｗ：ＥＤＬメモリーに未登録のイベント
Ｒ ：編集済みのイベント

②ソース（ＦＲＯＭソース→ＴＯソース）

③編集モード
ＶＡ１２３４ ：インサート編集

Ｖ ：映像
Ａ１～４ ：音声ｃｈ１～４

ＡＳＭＢＬ ：アッセンブル編集
ＴＣ ：ＴＣインサート編集
１ｓｔ．ＥＤ ：ファーストエディット編集

④エフェクト
タイプ
Ｃｕｔ ：カット
Ｄｉｓｓ ：ディゾルブ
Ｗｉｐｅ ：ワイプ

パターン番号
Ｒ ：リバースパターン

トランジション
Ｔｒ ：[秒:フレーム]で表示

通常のステータス表示 AUXを選択しているときの画面

AG-A850にモニターを接続すると、VTRの状態や、編集点の設定状態などを表示させること
ができます。また、［DISP(SHIFT+0)]ボタンを押して、MONITOR INに入力された映像を
表示させることもできます。

11）モニター表示

（1）ステータス表示

A

D

F I

E

G J H

B C A

D

F I

E

G J H

B C

�
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モニター表示部

各
部
の
名
称

⑩入力データ
数値入力キーで入力されたデータを表示します。また、
編集中はラップ時間を表示します。

⑦VTRステータス
VTRの状態を表示します。

⑨DF/NDF、CFモード
テープのDF/NDF状態や編集時のフレームシフト量
を表示します。

＜NTSC方式＞
●CF編集をしないとき
フレームモードにより表示が変わります。

⑧編集データ登録
VTR／ソースごとに、設定されている編集データを
表示します。
ＩＮ ：編集 IN点が設定されているとき表示します。
ＯＵＴ ：編集OUT 点が設定されているとき表示し

ます。
ＤＵＲ ：デュレーションが設定されているとき表示し

ます。
Ｓ ：初期スピードが設定されているとき表示します。

表示

表示なし
D
N

テープとシステムの
フレームモードの状態

一致しています。
テープはドロップフレームです。
テープはノンドロップフレームです。

表示

a
d
n

テープとシステムの
フレームモードの状態

一致しています。
テープはドロップフレームです。
テープはノンドロップフレームです。

表示

表示なし
+
#
-

カラーフレームのシフト量

0フレーム
+1フレーム
+2フレーム
-1フレーム

表示

表示なし
D
N

テープとシステムの
フレームモードの状態

一致しています。
テープはドロップフレームです。
テープはノンドロップフレームです。
一致しています。
テープはドロップフレームです。
テープはノンドロップフレームです。

●CF編集をするとき（ALL VTR/R ONLY基準）
フレームモードにより表示が変わります。

●CF編集をするとき（TIME CODE基準）
フレームモードとカラーフレームモードのシフト量
により表示が変わります。

＜PAL方式＞
●CF編集をしないとき
何も表示しません。

●CF編集をするとき（ALL VTR/R ONLY基準）
“a”を表示します。
●CF編集をするとき（TIME CODE基準）
フレームモードとカラーモードのシフト量により表
示が変わります。

カラーフレーム
のシフト量

0フレーム
0フレーム
0フレーム
+1フレーム
+1フレーム
+1フレーム

VTRの状態

テープの頭出し中（CUE-UP）

編集中

EEモード

カセットの排出中

エディットプレー中

早送り中

ジョグモード

VTRのCONTROLスイッチがLOCAL
になっている

再生中

記録中

巻き戻し中

シャトルモード

スタンバイオフモード

静止画出力中

停止中

調相中

テープが装着されていない

VAR モード（数字は走行スピード。
+100が1倍速）

VTR
ステータス表示

CUE

EDIT

EE

EJECT

EPLAY

FF

JOG

LOCAL

PLAY

REC

REW

SHTL

STBOF

STILL

STOP

SYNC

T. OUT

-100～+300

D
+

N
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モニター表示部

⑥GPIの設定値
基準点
R,P1～P4 ：タイムコード設定したときの基準とな

る　ＶＴＲを表示します。
Fｉｎ ：ＦＲＯＭソースの編集 IN点を基準に

設定されていることを示します。
Fout ：ＦＲＯＭソースの編集ＯＵＴ点を基準

に設定されていることを示します。
Tin ：ＴＯソースの編集 IN点を基準に設定

されていることを示します。
Tout ：ＴＯソースの編集ＯＵＴ点を基準に設

定されていることを示します。
Rin ：レコーダーＶＴＲの編集 IN点を基準

に設定されていることを示します。
Rout ：レコーダーＶＴＲの編集ＯＵＴ点を基

準に設定されていることを示します。
相対設定
A ：基準点より早く設定されているとき、

相対時間とともに表示します。
D ：基準点より遅く設定されているとき、

相対時間とともに表示します。

IN、OUT、DURを入力しているときの画面
＊)②③は各VTRの上段がDUR下段がOUT

SPEEDを入力しているときの画面

SPLITを入力しているときの画面 GPIを入力しているときの画面

編集点を設定するときや、初期スピードの設定時
などでは、次のような表示を行います。

①編集IN点
編集の IN点を表示します。タイムコードの秒とフレ
ームの間の記号で、編集点の状態がわかります。
“：”： 設定された編集点
“ . ” ： 他の編集点から自動的に算出された編集点
“ ’” ： タイムトラックで管理された編集点

②編集OUT点
編集のOUT点を表示します。編集 IN点と同じように、
タイムコードの秒とフレームの間の記号で状態がわか
ります。

③デュレーション
編集のデュレーションを表示します。編集 IN点と同
じように、タイムコードの秒とフレームの間の記号で
状態がわかります。

④初期スピード
スロー編集時の初期スピードを表示します。

⑤SPLITの設定値
SPLIT ： IN点側のスプリット
SPLIT (O) ：OUT点側のスプリット
(Ｒ、Ｐ１～４)
：タイムコード設定したときの基準となるＶＴＲ
を表示します。

Ａ：ビデオの編集点よりオーディオの編集点が前に
あるとき、スプリット値とともに表示します。

Ｄ：ビデオの編集点よりオーディオの編集点が後ろ
にあるとき、スプリット値とともに表示します。

（2）編集設定時の表示

A B
C

D

E
F
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モニター表示部

各
部
の
名
称

簡易操作モードでのステータス表示

簡易操作モードでは、次のようなステータス表示
を行います。

①編集モード
ＶＡ１２３４： インサート編集

Ｖ ： 映像
Ａ１～４ ： 音声ｃｈ１～４

ＡＳＭＢＬ ： アッセンブル編集
ＴＣ ： ＴＣインサート編集
１ｓｔ．ＥＤ： ファーストエディット編集

②VTR選択
J ：GOTOさせるVTRを表示します。

最後に操作(PLAY, STILL, FF, REW)した
VTRが選択されます。

③編集IN点
編集の IN点を表示します。タイムコードの秒とフレ
ームの間の記号で、編集点の状態がわかります。
“：”：設定された編集点
“ . ” ：他の編集点より自動的に算出された編集点
“’” ：タイムトラックで管理された編集点

④編集OUT点
編集のOUT点を表示します。編集 IN点と同じように、
タイムコードの秒とフレームの間の記号で状態がわか
ります。

⑤デュレーション
デュレーションを表示します。編集 IN点と同じよう
に、タイムコードの秒とフレームの間の記号で状態が
わかります。

（3）簡易操作モードでのステータス表示
⑥VTRステータス
VTRの状態を表示します。

VTRの状態

テープの頭出し中（CUE-UP）

編集中

EEモード

カセットの排出中

エディットプレー中

早送り中

ジョグモード

VTRのCONTROLスイッチがLOCAL
になっている

再生中

記録中

巻き戻し中

シャトルモード

スタンバイオフモード

静止画出力中

停止中

調相中

テープが装着されていない

VAR モード（数字は走行スピード。
+100が1倍速）

VTR
ステータス表示

CUE

EDIT

EE

EJECT

EPLAY

FF

JOG

LOCAL

PLAY

REC

REW

SHTL

STBOF

STILL

STOP

SYNC

T. OUT

-100～+300

B

C
E
D

A

F
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75O
OFF ON

システム接続
AG-A850には、9ピンリモートコントロールができるVTRのほか、

ビデオスイッチャーなどを接続して編集を行うことができます。

ここでは、代表的なシステムを3つ例での接続を説明します。

1. プレーヤー、レコーダー各1台を使ったカット編集システム

2. プレーヤー4台と、レコーダー各1台を使ったA/Bロール編集システム

3. プレーヤー2台と、レコーダー各3台を使ったマルチレコーダーA/Bロール編集システム

＊接続できる機種に関しては、巻末の定格をご覧ください。その他の対応機種については、

お買い求めになられました販売店または当社サービス窓口にご相談ください。

プレーヤー、レコーダー各1台を使ったカット編集システム

簡易操作モードでは、必ずレコーダー

VTRのコントロール信号をA（R）に

プレーヤーVTRのコントロール信号

はB（P1）に接続してください。

簡易操作モードでお使いになるときは、SET UPを変更する必要があります。

詳しくは、「システム設定一覧のFUNCTION」および、「お問い合わせにな

る前に」(89ページ) をご覧ください。

ソースモニター メインモニター

V IN V IN

AG-A850

A(R)

B(P1)

V IN

A INA OUT

REMOTEREMOTE

プレーヤー

MONITOR OUT

MONITOR IN

レコーダー
V OUT

A OUT

REF.
VIDEO

REF.
VIDEO
IN

REF.
VIDEO
IN

REF.
VIDEO
IN

MONITOR
OUT

MONITOR
OUT

レコーダーVTRのREF. VIDEOに

入力する信号は、使用するVTRに

よって変わることがあります。詳し

くは、VTRの取扱説明書をご覧くだ

さい。

編集コントローラAG-A850のREF.

VIDEOは必ず接続してください。

REF. VIDEOを接続できないときは、

SYNC GRADEをOFFにして編集して

ください。

コントロール信号（9P）

映像信号

音声信号
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75O
OFF ON

}
}
}
}

}

システム接続

シ
ス
テ
ム
接
続
・
設
定

編集コントローラAG-A850のREF.

VIDEOは必ず接続してください。

REF. VIDEOを接続できないときは、

SYNC GRADEをOFFにして編集し

てください。

プレーヤー4台と、レコーダー各1台を使ったA/Bロール編集システム

REF. VIDEOは終端になるVTRの

75ΩスイッチをONし、その他の

VTRの75ΩスイッチはOFFにし

てください。

SOURCE
1

SOURCE
2

SOURCE
3

SOURCE
4

ソースモニター メインモニター

ステータスモニター
コントロール信号（9P）

映像信号

音声信号

B(P1)

E(P4)

D(P3)
C(P2)

AG-A850

A(R)

V IN

V INV IN

V IN
A IN

B. B.

B. B. A OUTREMOTEREMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

REMOTE

プレーヤー4

プレーヤー3

プレーヤー2

プレーヤー1

MONITOR OUT

REF. VIDEO IN

F(SWITCHER)

レコーダー

V OUT
A OUT

V OUT
A OUT

V OUT
A OUT

V OUT
A OUT

REF. VIDEO

REF. VIDEO

REF. VIDEO

REF. VIDEO

REF.
VIDEO
IN

ビデオスイッチャー/オーディオミキサー

ADV REF

MONITOR
OUT

P
R
O
G
R
A
M

O
U
T

PREVIEW
OUT

レコーダーVTRのREF. VIDEOに入

力する信号は、使用するVTRシステ

ム構成によって変わることがありま

す。詳しくは、VTRや各スイッチャー

の取扱説明書をご覧ください。
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75O
OFF ON

}

}

システム接続

プレーヤー2台と、レコーダー3台を使ったマルチレコーダーA/Bロール編集システム

REF. VIDEOは終端になるVTRの75Ωスイッチを

ONし、その他のVTRの75ΩスイッチはOFFにして

ください。

SOURCE
1

SOURCE
2

SOURCE
3

SOURCE
4

ソースモニター

モニター

ステータスモニター

コントロール信号（9P）

映像信号

音声信号

B(P1)

C(P2)

AG-A850

V IN

V IN

V IN

V IN

V INA IN

B. B.

B. B.

A OUTREMOTE

REMOTE

REMOTE

CDプレーヤー

ビデオカメラ

プレーヤー2

プレーヤー1

MONITOR OUT

F(SWITCHER)

スレーブレコーダー1
モニター

V OUT

A OUT

V OUT

A OUT

V OUT

A OUT

V
 O
U
T

A
 O
U
T

V
 O
U
T

A
 O
U
T

V
 O
U
T

A
 O
U
T

REF. VIDEO

REF.
VIDEO
IN

ビデオスイッチャー／
オーディオミキサー

ビデオ
オーディオ
分配器

ADV. 
REF.

MONITOR OUT

PROGRAM
OUT

P
R
E
V
IE
W

O
U
T

レコーダーVTRのREF. VIDEOに入力する信号は、使用

するVTRシステム構成によって変わることがあります。

詳しくは、VTRや各スイッチャーの取扱説明書をご覧く

ださい。

2台以上のレコーダーを使用するときは、SET

UPを変更する必要があります。詳しくは、

「システム設定一覧のPORT STATUS」およ

び、「お問い合わせになる前に」(89ページ) を

ご覧ください。

マスターレコーダー

モニター

スレーブレコーダー1

R
E
F.
 V
ID
E
O

A IN

R
E
F.
 V
ID
E
OV IN

REMOTE MONITOR OUT
R
E
F.
 V
ID
E
OV IN

REMOTE MONITOR OUT

V IN

A IN

V IN

A IN

E（P4）

D（P3）

A（R）

GEN
LOCK
IN

REMOTE

REF. VIDEO

編集コントローラAG-A850のREF. VIDEOは必ず接続

してください。

REF. VIDEOを接続できないときは、SYNC GRADEを

OFFにして編集してください。
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・テープのトラッキング調整
・再生時の音声レベル調整
・CONTROLスイッチをREMOTE(9P)側に設定してください。
・カラーフレーミング編集を行うときは、CFスイッチをON (4Fまたは8F) 側に設定してください。

［ご参考］
機種固有の設定については、付録DのVTR･スイッチャーの設定をご覧ください。

・テープのトラッキング調整 [通常は、FIXの位置にしてください。]
・記録時の映像・音声レベル調整
・映像・音声の INPUTスイッチの設定 [ 入力信号の端子にあわせてください。 ]
・タイムコードジェネレーターの設定 [ INT,PRESET,FREE RUN ]
・レコーダーVTRが2台以上のシステムでは、スレーブレコーダー側のテープはマスターレコーダー側のテープと同じ
もの（タイムコードの値、DF / NDF)をご用意ください。
・CONTROLスイッチをREMOTE(9P)側に設定してください。
・カラーフレーミング編集を行うときは、CFスイッチをON (4Fまたは8F) 側に設定してください。

［ご参考］
機種固有の設定については、付録DのVTR･スイッチャーの設定をご覧ください。

・ビデオスイッチャーの通信条件の設定 [BAUDRATE=38400 b/s, LENGTH=8 bit, PARITY=ODD, STOP=1 bit]
・オーディオミキサーの通信条件の設定 [BAUDRATE=38400 b/s, LENGTH=8 bit, PARITY=EVEN, STOP=1 bit]
・リモートスイッチがある機種は、リモート可能にしてください。

［ご参考］
機種固有の設定については、付録DのVTR･スイッチャーの設定をご覧ください。

・編集精度の設定を行ってください。[SYNC GRADE]
(AG-A850にREF. VIDEOが入力されていないときはOFFにしてください。）
・表示時間の選択をVTRごとに行ってください。[TC/CTL]
・SET UPモードで、ご使用になるシステムの設定を行ってください。
(詳しくは、付録Aのシステム設定一覧をご覧ください。)
・CONFIGモードで、VTRごとにご使用になるテープの設定を行ってください。
(通常は、LTC/VITCにします。ご使用になるテープのタイムコードがLTCとVITCとで異なっているときは、LTCに
してください。)

より完成度の高い編集を行うために、次の調整を行ってください。
・VTRごとのTBCの調整(VIDEO LEVEL, SYNC LEVEL, BURST LEVEL, CHROMA LEVEL, HUE)

5）システムの調整

4）AG-A850の設定

3）スイッチャー・ミキサーの設定

2）レコーダーVTRの設定

1）プレーヤーVTRの設定

システム設定

シ
ス
テ
ム
接
続
・
設
定

システム接続が終わりましたら、編集を始める前にVTRやスイッチャーなどの設定を行ってくだ
さい。ここでは、一般的な設定項目についてご説明します。
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編集操作の基本的な流れ
編集操作は、基本的に次の操作で行えます。

1. 編集モードの選択

2.VTR（外部機器）の選択

3. 編集点の設定

4. 特殊効果等の設定

5. 編集の実行

アッセンブル編集かインサート編集かを選択します。

A/Bロール編集の場合は最初に[A/B]ボタン
を押します。

マルチイベントの場合は1～4を繰り返す。

編集データ設定表示部でチェックできます。

プレーヤー、レコーダーの編集IN、OUTを設定します。

ディゾルブやワイプ,初期スピードのほかオーディオ
スプリット編集なども。

1イベントの自動編集をします。標準モードのときは
連続自動編集もできます。

テープに記録する前にリハーサルを行って編集内容を
チェックします。

編集終了後に編集区間を再生チェックします。（レビュー）

（ファーストエディット） レコーダー側に編集用のテープを作成します。

簡易操作モード 標準操作モード

P1～P4,AUX1～AUX4,Rのどれについて編集点
を設定するか選択します。

（プレビュー）
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編集モードの種類と図解

編
集
操
作

FROMソース(プレーヤー)

TOソース(プレーヤー)

編集結果(レコーダー)

IN点

再生

再生

■スロー編集
プレーヤーをスロー再生した映像を記録する編集です。

FROMソース(プレーヤー)

TOソース(プレーヤー)

編集結果(レコーダー)

IN

IN

R IN点

P IN点 A/B P OUT

OUT

OUT
再生

再生

■インサート編集モード
記録済みのテープの一部に別のソースを記録します。
Ｖ(映像)、A1(リニア音声CH1)、A2(リニア音声CH2)、
TC(タイムコード)の4種類の信号を別々または合わせて
記録することができます。レコーダー側テープの全編を
通じて信号が記録されている必要があります。

■アッセンブル編集モード
主に新品テープに、(新品でなくてもできます)最初から
次々に続けて記録します。マスターテープ制作には一般
的なモードです。

■オーディオスプリット編集
音声の編集点をずらせるテクニックが使えます。

■A/Bロール編集
2台のプレーヤーを同時に制御して切り換えます。A/B
点で特殊効果を加えることで2つの映像（動画)がワイプ
やディゾルブでなめらかにつながります。

■シンクロール編集（手動TAKE）
A/Bロールモードの中の一つのテクニックです。
FROMソースとTOソースを同時にスタートさせて、画
面を見ながら任意の点でA/B切り換えを行います。

AG-A850で可能な編集モードには次の種類があります。個別のモードについてのくわしい説明はそれ
ぞれのページをご覧ください。

編集前のレコーダー側

プレーヤー側

編集結果

P IN点

R IN点

PIN

IN

P OUT

手動TAKE

A/B

R IN点

AUDIO IN点

P OUT点

R OUT点

R OUT点

記録済み

プレーヤー側

編集結果

P IN点

R IN点

AUTO EDIT
/ END

P OUT点

R OUT点

映像
音声 (CH1/CH2)

編集前のレコーダー側

プレーヤー側

編集結果

P IN点 P OUT点

記録済み 未登録

AUTO EDIT
/ ENDAUTO EDIT

/ END

AUTO EDIT
/ END

AUTO EDIT
/ END

プレーヤー側

編集結果(レコーダー)

P IN点

R IN点 1倍速で記録

スロー再生

P OUT点

R OUT点

AUTO EDIT
/ END

A B C D E F G H

a B B C C D D h

プレーヤー側

編集結果
（レコーダーVTR）

編集結果
（スレーブVTR1）

編集結果
（スレーブVTR2）

再生

■マルチレコーダー編集
一回の編集で同時に複数のマスターテープを作成します。
編集点をプレーヤーとレコーダーで設定すると、スレーブ
設定されたVTRもレコーダーと同じ編集点で記録します。
レコーダーVTRとスレーブVTRのタイムコードの値や
DF/NDFは一致している必要があります。

AUTO EDIT
/ END

R OUT点R IN点

P OUT点P IN点

R OUT点R IN点

記録

記録

R OUT点R IN点

記録
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カット編集の操作方法

インサートモードで編集を行う場合は、テープの
フォーマッティングを行ってテープ全体に正常な映
像信号を記録する必要があります。

①［REC］ボタンを押しながら、レコーダー操作部の
［PLAY］ボタンを押す。
②編集を行う時間分、フォーマッティングできたら
［ALL STOP］ボタンを押す。

（ファーストエディット）レコーダー側編集用のテープを作成します。

モード : アッセンブル編集
ソース : PLAYER1 IN : 00:08:32:09

OUT : 00:08:58:18
RECORDER : IN : 00:00:00:00

OUT : 00:00:26:09(自動計算)

①アッセンブル編集は映像と音声(CH1,CH2)とタイム
コードを同時に記録します。インサート編集を行う場
合は、ここでインサートボタン(V、A1、A2、A3、
A4)を押します。それぞれ映像、音声に対応しており、
編集したい信号はすべて押してください。
＊S-VHS（VHS）方式のVTRの編集では、VTR側のAUDIO CH2
SELECTがTC側になっている場合、ここで押してもノーマル音声
CH２は記録されませんのでご注意ください。

②各モードを取り消したい場合はもう一度同じボタンを
押してください。

次の例をもとに編集の基本であるカット編集について説明します。

アッセンブルモードで編集を行う場合、最初のイベ
ントのレコーダー側 IN点の前に、正常な映像信号を
記録する必要があります。これは正常なプリロール
動作のために必要です。

①［SHIFT］ボタンを押しながら［ASMBL］ボタン
を押す。

②［AUTO EDIT/END］ボタンを押す。
(詳しくは、ファーストエディットをご覧くださ
い。）

手
順

手
順

1. 編集モードの選択 2. VTR（外部機器）の選択
アッセンブル編集のモードを選択します。 操作するVTRを選びます。

（簡易操作モードでは必要ありません）

［P1～P4, AUX1～AUX4, R］のうち、ランプが
点灯しているものをAG-A850で操作できます。

P1

R(編集前)

編集結果

IN

未登録

R IN点

OUT

次の IN点

の編集点設定後

ASMBL
AUTO EDIT

/END
SHIFT PLAYREC

ALL STOP

ASMBL

B

A

P 1

R

1 2 1 2
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カット編集の操作方法

A．サーチダイヤルで編集画面を探し、MARK IN／OUTボタンで設定する。

B．テンキーで編集点のタイムコードをダイレクトに入力する。

C．編集区間の長さを指定して設定する。

①選択されているVTRは一時停止状態になります。
②サーチダイヤルを使い、シャトルまたはジョグサーチ
で編集点を探します。シャトル／ジョグ切換はダイヤ
ルを押さえます。
③編集点で一時停止させた後 [MARK IN/OUT] ボタン
を押すと編集 IN点/OUT点がそれぞれ設定されます。
＊[MARK IN/OUT] は必ずしも一時停止にする必要はあ
りません。PLAYで再生を確認しながら「ここ」と思
うポイントで [MARK IN/OUT] ボタンを押す設定方
法も使いやすく便利です。

①[IN／OUT] ボタンを押します。
②例えばPLAYER1の IN点ならば、83209（8分32
秒09フレーム）と押す。
③一つの編集点を入力するごとに [ENTER] ボタンを押
します。

①[DUR]ボタンを押します。
②例えばPLAYER1ならば、2609(26秒09フレー
ム)を入力します。
③[ENTER] ボタンを押します。

P1の IN点とOUT点、RECORDERの IN点を登録すれば編集点の登録は完了です。
RECORDERのOUT点は編集を実行したとき自動計算されます。(編集データ設定表示部で設定確認ができます。)

3. 編集点の設定

FROM AUX

AUXTO

P1 P2 P3 P4

FROM

IN

TOR

OUT

編
集
操
作

簡易操作モードでは、Aの方法で設定します。

A B C

STILL
MARK

IN
MARK
OUT

ENTERIN OUT

B CA
SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0

BA C
SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0

ENTERDUR

または

または
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カット編集の操作方法

カット編集の場合、初期スピードの設定、GPIの設定、オーディオス
プリットの設定(インサート編集の時)などが行えます。詳しくは、さ
まざまな編集をご覧ください。

1～4で例題の編集に必要な編集点の設定
が終了しました。これで編集を実行すれば、
1イベントの自動編集が行われます。その前
に「プレビュー」機能を使えば、意図どう
りの設定ができているか見ることができま
す。編集を実行した後は「レビュー」で編
集結果を確認することができます。

簡易操作モードでは必要ありません。

①［PREVIEW］ボタンを押すと、今登録したイベン
ト(ディスプレイにイベントNo．が表示されてい
るイベント)についてプレビューを行います。

①ニューイベントでも［REVIEW］
ボタンを押すと、すでに編集され
た前のイベントを再生します。

②編集済みのイベントはどこからで
も呼び出してレビューすることが
できます。

連続自動編集の場合は編集を実行しないで次のイベントの入力を行ってください。

4. 特殊効果等の設定

5. 編集の実行

（プレビュー）

＊編集実行後EVENT No. が追加され、今までの
RECORDERの編集OUT点が編集 IN点として
自動的に計算されます。

＊途中で編集を終了したい場合
[ALL STOP] ボタンを押します。

［AUTO EDIT／END］ボタンを押すと1イベン
トの自動編集を開始します。

プリロール点 編集開始点 編集開始点編集終了点 オーバーラップ点

アッセンブル編集の時

インサート編集の時

編集

再生

プリロール時間

巻き
戻し

再生

再生

編集

ポストロール時間

A
PRE-
VIEW

AUTO EDIT
/END

AUTO EDIT
/END

編集を実行する前にリハーサル再生をし
ます。

（レビュー）編集後、テープに記録された内容を再生して確認できます。

A

B

PRE-
VIEW

ENTER

SHIFT

PRE-
VIEW

SHIFT

EVENT
SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0

一時停止

一時停止

（編集の実行）
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A／Bロール編集の操作方法

編
集
操
作

①A／Bロール編集は ［A／B］ボタンを押します。
シンクロール編集の場合は［SHIFT］ボタンを押し
ながら［A/B］ボタンを押します。

②・③
インサート編集は、記録済みのテープに映像や音声
から必要な信号だけ選んで編集できます。

P1～P4、AUX1～AUX4、Rのうち選択されたボ
タンのランプが点灯しているものをAG-A850で操
作できます。
①最初に選択して編集点を設定したプレーヤーが
FROMソース側になります。TOソース側から先に
選択するには［TO］ボタンを押してからVTRを選
択します。
②2番目に選択して編集点を設定したプレーヤーがTO
ソースになります。
③レコーダーVTRを選択します。

1. 編集モードの選択

2. VTR（外部機器）の選択

3. 編集点の設定

登録の方法はカット編集の場合と同様3つの方法があります。P1の IN点／OUT点、P2の IN点／OUT点、
RECORDERの IN点の計5点を登録してください。R OUT点は編集実行時に自動計算されます。
編集登録ランプが下のように点灯すれば登録完了です。

FROM AUX

AUXTO

A/Bロール編集 インサート編集モードを選択します。

操作するVTRを選びます。

モード ：A/Bロール編集
インサート編集（映像、音声ch1）

Aロール ：PLAYER1 IN 00:09:32:18
OUT 00:09:58:24

Bロール ：PLAYER2 IN 00:01:08:21
OUT 00:01:12:02

RECORDER IN 00:00:00:00
OUT 00:00:29:17（自動計算）

画像特殊効果 ：サークルワイプ（ノーマル）……（WJ-MX50を使ったとき）
トランジションタイム：2秒

次の例をもとにプレーヤー2台を同時に使ったA／Bロール編集について説明します。

FROM

IN

OUT

TOR

A B C

A/B V A 1

A

B

C

P 1

P 2

R

編集点設定後

編集点設定後

P OUT

OUT

FROMソース(プレーヤー)

TOソース(プレーヤー)

編集結果(レコーダー)

IN

IN

R IN点

P IN点 A/B

2秒

OUT
再生

再生

A B
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A／Bロール編集の操作方法

EFFECT効果を設定します。

編集点と特殊効果の設定が終了したらプレビューしてみます。手順はカット編集と同じです。OKならば自動編集を実行します。

4. 特殊効果等の設定

①ビデオスイッチゃーの効果を設定します。ディゾルブのときは0を入力
し、ワイプの時はパターン番号を入力します。
ここでは、ワイプパターンに“13”を設定します。

②トランジションタイム（効果が始まって終わるまで）を設定します。この
場合は2秒0フレームを設定されます。
0～最大59秒29フレームで設定可能 (PALは最大59秒24フレーム)

EFFECT点での効果の他に、初期スピードの設定、GPIの設定、オーディオスプリットの設定（インサート編集の時）
などを行います。詳しくは、さまざまな編集をご覧ください。

5. 編集の実行

プリロール点

プリロール点

OUT点プリロール点

FROMソース側

RECODER側

編集開始点 編集終了点

ポストロール時間

オーバーラップ点

オーバーラップ点

アッセンブル編集の時

インサート編集の時

編集

再生

一時停止

一時停止

プリロール時間

巻き
戻し

再生

再生

再生画像

再生画像

編集画像

TOソース側

TO IN点

↓ ↓

↓

↑
→
→

←

←
A/B点でサークルワイプ
（ノーマル方向）
トランジションタイムは
2秒（60フレーム）

FROM OUT点

A B

ENTER ENTER
DUMP

1
LOAD

2
DISP

0
DISP

0
TRANSPATTRN

T SET

3

AUTO EDIT
/END

AUTO EDIT
/END

効果の名称

ディゾルブ
(MIX)

ワイプ

効果の内容

はじめの映像が次第に消えながら次の映像
が表れてくる。

はじめの映像を次の映像がぬぐい去るよう
に切り換わる。

一時停止

一時停止
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マルチレコーダー編集

さ
ま
ざ
ま
な
編
集

AG-A850は、カット編集やA/Bロール編集の他に、次のような編集を行うことができます。

1同時に複数のマスターテープを作成したい ・・・・・・・マルチレコーダー編集
2EDLメモリーの編集データを連続して編集したい・・・・マルチイベント編集
3編集OUT点の設定を省略したい ・・・・・・・・・・・オープンエンド編集
4編集 IN点の設定を省略したい・・・・・・・・・・・・・パークアンドエディット
5スイッチャーを手動で切り換えたい ・・・・・・・・・・シンクロール編集
6スロー再生した映像を編集したい ・・・・・・・・・・・スロー編集
7編集中に再生速度を変えたい ・・・・・・・・・・・・・ワンタッチスロー編集
8補助ソース (AUX) からの信号を使って編集したい ・・・補助ソース (AUX) の編集
9映像と音声のずらした編集をしたい ・・・・・・・・・・オーディオスプリット編集
:外部機器を制御して編集をしたい ・・・・・・・・・・・GPIの設定
;編集用テープを作りたい ・・・・・・・・・・・・・・・ファーストエディット
<タイムコードだけを記録したい ・・・・・・・・・・・・TCインサート編集

マルチレコーダー編集編集
AG-A850は一回の編集で同時に3巻までのマスターテープを作成するマルチレコーダー編集を行うことができます。
ここでは、P3、P4をスレーブVTRとしたマルチレコーダー編集について説明します。

システムの接続

設定の方法

1 通常のカット編集やA/Bロール編集と同じ手順で編集データを設定
します。スレーブVTR (P3、P4) の編集点は設定する必要はありま
せん。

システム接続の「プレーヤー2台と、レコーダー3台を使ったマルチレコーダーA/Bロール編集システム」をご覧ください。

システムの設定

ポート関係のSET UPでPORT STATUSを右図のよう
に設定します。操作の方法は「お問い合わせになる前に」
（89ページ）をご覧ください。

［ご注意］
・レコーダーVTRやスレーブVTRは、タイムコード (TC) を使用されることをおすすめします。
CTLを使用すると、レコーダーVTRとスレーブVTRとで編集点がずれたマスターテープが作成されるなど、正常な
編集ができないことがあります。

・レコーダーVTRとスレーブVTRのタイムコードの値やフレームモードは一致している必要があります。
・マルチレコーダー編集でのキューオーディオトラックの選択 (システム設定一覧のCUE CONTRL 参照) は、スレーブ
VTRもレコーダーVTRと同じになります。

・レコーダーVTRとスレーブVTRの機種が異なるときは、正常な編集ができないことがあります。詳しくは、「お問い
合わせになる前に」(91ページ) をご覧ください。

IN OUT MARK
IN

MARK
OUTまたは

編集の実行

1 [AUTO EDIT/END]ボタンを押します。マルチレコーダー編集を開
始します。［レコーダーVTRおよびスレーブVTR（P3、P4）で記
録が行われます。］

2 編集OUT点を設定していないときは、[AUTO EDIT/END]ボタンを
押して編集を終了させます。

AUTO EDIT
/END
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マルチイベント編集／オープンエンド編集
マルチイベント編集
１つのイベントの編集データを設定したあとすぐに編集を行わずに、いくつかのイベントのデータを登録し、まとめて編
集することができます。

［編集データの呼び出し］

［編集の実行］

1 編集を開始するイベントを呼び出します。 呼び出し方には、おもに
次の2つの方法を使います。
・[EVENT]ボタンを押したのち、イベント番号を入力し[ENTER]
ボタンを押します。
・[FS (SHIFT+“＋”)]または[BS (SHIFT+“－”)]ボタンを繰り
返し押して、目的のイベントを探します。くわしい操作は「編集デー
タの登録と呼び出し」をご覧ください。

1 [PROGRAM EDIT(SHIFT+AUTO EDIT/END)]ボタンを押します。
表示しているイベントから登録順にEDLリストの最後のイベントま
で、編集を自動的に行います。

［ご注意］
・マルチイベント編集は、ニューイベントの編集は行いません。
・マルチイベント編集を行うときは、すべてのVTR (特にレコーダー) にタイムコード (TC) を使用してください。CTL
を使用すると、完成したテープの編集点が設定した値と大きくずれることがあります。

オープンエンド編集編集
編集OUT点の設定を省略して編集することをオープンエンド編集といいます。

［設定方法］

1 通常のカット編集やA/Bロール編集と同じ手順で編集データを設定
します。編集OUT点のみ設定しません。

2 A/Bロール編集の時だけ、FROMソースの編集OUT点を設定しま
す。

ENTER
SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0

EVENT

SHIFT AUTO EDIT
/END

IN MARK
IN

または

［編集の実行］

1 [AUTO EDIT/END]ボタンを押します。オープンエンド編集を開始
します。

2 必要なシーンの記録ができましたら、もう一度 [AUTO EDIT/END]
ボタンを押して終了させます。

AUTO EDIT
/END
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パークアンドエディット／シンクロール編集

さ
ま
ざ
ま
な
編
集

パークアンドエディット
編集 IN点の設定を省略して、編集することをパークアンドエディットといいます。
編集 IN点を設定していないVTRは、現在のテープの位置を編集 IN点に設定します。

［編集の実行］

［設定方法］

１ [P1, P2, P3, P4, R] ボタンで使用するVTRを選択します。
２ サーチダイヤルを使って編集 IN点を探します。

シンクロール編集
FROMソースとTOソースを同時にスタートさせ映像を見ながら手動でスイッチャーを切り換えます。

［編集の実行］

［設定方法］

１ [SYNC (SHIFT+A/B)]ボタンを押します。ランプが点滅します。
２ 以降の設定は、A/Bロール編集と同じです。ソースを選択し、編集
モードと編集点を設定してください。なお、レコーダー VTR と、
FROMソース、TOソースのデュレーションは同じになります。

１ [AUTO EDIT/END]ボタンを押します。現在のテープの位置を編集 IN
点に設定して、編集を開始します。

２ 編集OUT点を設定していないときは、[AUTO EDIT/END]ボタンを
押して編集を終了させます。

１ [AUTO EDIT/END]ボタンを押します。シンクロール編集を開始します。
２ 任意の点でビデオスイッチャーを操作し映像を切り換えます。
３ 編集OUT点を設定していないときは、[AUTO EDIT/END]ボタンを押
して編集を終了させます。

P 1 P 2 P 3 P 4 R

AUTO EDIT
/END

AUTO EDIT
/END

A/B
SHIFT

SY-ROLL
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スロー編集

スロー編集

1）実際にVTRをスロー再生して設定する方法（MRK-SPD）

2）初期スピードを数値入力する方法

［編集の実行］

１ [P1, P2, P3, P4]ボタンで、スロー再生するVTRを選択します。
２ [VAR/SHTL (SHIFT+FF)]ボタンを押して、サーチダイヤルを
VARモードにします。

３ サーチダイヤルを回してVTRを希望のスピードで再生させます。
４ [MRK-SPD (SHIFT+SPEED)]ボタンを押します。

１ [P1, P2, P3, P4]ボタンを押して、スロー再生するVTRを選択
します。

２ [SPEED]ボタンを押します。ボタンを押しているあいだ、設定さ
れているスピードを表示します。

３ [0]～[9]の数値入力キーと[－]ボタンで、通常の再生速度を“100”
として、初期スピードを入力します。逆方向再生するときは、[－]
ボタンを押して、数値の前にマイナスを入力します。

４ [ENTER]ボタンを押します。

１ [AUTO EDIT/END]ボタンを押します。スロー編集が開始されま
す。

２ 編集中にサーチダイヤルを操作して、再生速度を変化させることも
できます。編集をはじめる前に、サーチダイヤルをVARモードに
してください。

３ 編集OUT点を設定していないときは、[AUTO EDIT/END]ボタ
ンを押して編集を終了させます。

［ご参考］
・初期スピードは、－100％～300％の範囲で設定できます。
・スロー編集を取り消すには、[SPEED]、[C]、[ENTER]ボタンと続けて押してください。
［ご注意］
・スロー再生するVTRは、調相動作を行いませんので、編集精度は悪くなります。
・VTRの機種により、設定されたスピードで再生できないことがあります。
・スロー再生機能のないVTRでスロー編集を行うと、正常な映像を記録できません。

P 1 P 2 P 3 P 4

SHIFT

SHIFT

FF

SPEED

VAR/SHTL

MRK-SPD

ENTER

P 1 P 2 P 3 P 4 SPEED

SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0

AUTO EDIT
/END

［設定方法］
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さ
ま
ざ
ま
な
編
集

ワンタッチスロー再生/補助ソース (AUX) の編集

ワンタッチスロー再生

［編集の実行］

１ 通常のカット編集やA/Bロール編集と同じ手順で編集データを設定
します。[SPEED] ボタンを使って初期スピードを設定する必要はあ
りません。

［ご参考］
・ビデオスイッチャーやオーディオミキサーを使用するときは、それぞれの入力チャンネルに合わせて、クロスポイントの設
定が必要になります。システム設定一覧の「SW’ER CROSS POINT」および「MIXER CROSS POINT」の項目をご覧
ください。

・補助ソースのスタートタイミング制御はできません。手動で行うかGPIを使用してください。
［ご注意］
・補助ソースにGPI端子があっても、その仕様がAG-A850に合わないときは使用しないでください。
動作しないばかりでなく、故障の原因となります。接続の是非は機器メーカーにお問い合わせください。なお、AG-A850
の仕様は裏表紙の「定格」をご覧ください。

編集中、プレーヤーVTRをワンタッチで「標準スピード再生」から「スロースピード再生」にすることができます。

OUTIN MARK
OUT

MARK
IN

［設定方法］

または

１編集を始める前、プレーヤーVTRのサーチダイヤルをVARモードに
します。

2 サーチダイヤルでVTRを希望のスピードで再生させます。
3 [AUTO EDIT/END] ボタンを押します。
標準スピード再生で編集が開始されます。

4 編集中、プレーヤー側の [PLAY] ボタンを押すと、サーチダイヤルで
設定したスピードに切り替わります。再度 [PLAY] ボタンを押すと、
標準スピード再生 (VAR) に戻ります。また、[STILL] ボタンを押す
と静止します。

SHIFT
FF

VAR/SHTL

AUTO EDIT
/END

PLAY

STB OFF

STILL

STOP

または

補助ソース (AUX) の編集

［編集の実行］

１[AUX1, AUX2, AUX3, AUX4 (SHIFT＋P1, P2, P3, P4] ボタン
で補助ソースを選択します。

２通常のカット編集やA/Bロール編集と同じ手順で編集データを設定し
ます。ただし、編集点の入力はテンキーを使って行います。
サーチダイヤルと [MARK IN/OUT] を使った設定はできません。
[例] 5秒間の編集を設定するには、

[IN] [0] [ENTER] ・・・・・・・・・編集 IN点の登録
[OUT] [5] [0] [0] [ENTER] ・・・・編集OUT点の登録

と入力します。

補助ソース (AUX) を使用することにより、VTR以外のソースを編集することができます。通常、VTRを使った編集では、
タイムコード (TC) やCTL信号により編集点を設定しますが、カメラや信号発生器などの映像信号やCDプレーヤーやDAT
などの音声信号を編集するときは、TCやCTLが無いためVTRと同じように編集点を決めることができません。次のように、
補助ソース (AUX) として設定し編集点を決めます。

AUX1 AUX2 AUX4AUX3

IN OUT

P 1 P 2 P 3 P 4
SHIFT

［設定方法］

１[AUTO EDIT/END] ボタンを押します。
補助ソースを使った編集を開始します。

２編集に合わせて、補助ソースを手動で操作します。
GPIを使って自動的に制御する場合、この操作は必要ありません。

３編集OUT点を設定していないときは、[AUTO EDIT/END] ボタンを
押して編集を終了させます。

AUTO EDIT
/END
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オーディオスプリット編集

オーディオスプリット編集
インサート編集の編集IN点、A/B点、OUT点で使える編集
テクニック。映像に先行して次のカットの音声を入れたり、
音声だけが次のカットに残ったりする効果が得られます。

1）VTRのタイムコードを読みとって設定する方法（MARK SPLIT）

2）VTRのタイムコードを入力する方法

3）編集点からのスプリット量を入力する方法

１ VTRを選択したあと、サーチダイヤルなどを使って、設定する編集
点を探します。

２ [SHIFT]ボタンを押しながら、[MARK IN]ボタンを押します。VTR
のタイムコードを読み取って、音声の編集点として設定します。
[SHIFT]ボタンを押しながら[MARK OUT]ボタンを押すと、OUT
側のスプリット点(OUT SPLIT)を設定します。

１ [P1, P2, P3, P4, R]ボタンで、タイムコードを設定するVTRを
選択します。

２ [SPLIT]ボタンを押します。ボタンを押しているあいだ、設定され
ているタイムコードを表示します。
[SHIFT]ボタンを押しながら[SPLIT]ボタンを押すと、OUT側のス
プリット点(OUT SPLIT)を表示します。

３ [0]～[9]の数値入力キーで、希望するタイムコードを入力します。
４ [ENTER]ボタンを押します

１ [P1, P2, P3, P4, R]ボタンで、スプリット量（映像と音声の編集
点のずれの量）を設定するVTRを選択します。

２ [SPLIT]ボタンを押します。ボタンを押しているあいだ、設定され
ているスプリット量を表示します。
[SHIFT]ボタンを押しながら[SPLIT]ボタンを押すと、OUT側のス
プリット点(OUT SPLIT)を表示します。

３ 映像の編集点より音声を先行させるときは[－]ボタンを押し、タイ
ム表示部に 'A' と表示させます。また、映像の編集 IN点より音声を
遅らせるときは[＋]ボタンを押し、タイム表示部に 'd' と表示させます。

４ [0]～[9]の数値入力キーで、希望するスプリット量を入力します。
５ [ENTER]ボタンを押します。

SHIFT

SHIFT MARK
IN

MARK
OUT

ENTER

P 1 P 2 P 3 P 4 R

SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0

SPLITSPLIT
SHIFT

OUT SPLIT

ENTER

P 1 P 2 P 3 P 4 R

SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0BS

H

FS

G

SPLITSPLIT
SHIFT

OUT SPLIT

編集結果例（A/B点）

Aロール

音声：

Bロール

音声：

編集

音声：

オーディオス
ブリット編集

VIDEO
A/B

AUDIO
A/B

Aロール映像

Aロール音声

Bロール映像

Bロール音声爆音

話し声 爆音

または

または

または

［設定方法］
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オーディオスプリット編集
［編集の実行］

１ [AUTO EDIT/END]ボタンを押します。オーディオスプリット編集を
開始します。

２ 編集OUT点を設定していないときは、[AUTO EDIT/END]ボタンを
押して編集を終了させます。

［ご参考］
・設定できるスプリット量は、±59秒29フレーム（NTSC）［±59秒24フレーム（PAL）］までです。
・オーディオスプリット編集を取り消すには、[SPLIT]、[C]、[ENTER]ボタンと続けて押してください。
・MARK SPLITはプレビュー中でも行うことができます。
［ご注意］
・アッセンブル編集では、オーディオスプリット編集はできません。
・編集動作を行わないVTRで設定をしたときは、オーディオスプリット編集は行いません。

一般に使用する編集 IN点でのスプリット設定の他に、さらに1ヶ所のスプリット（OUT SPLIT）点の設定をする
ことができます。設定されたスプリット点と編集時の動作は次のようになります。

AUTO EDIT
/END

オーディオスプリット

スプリット設定
の基準

SPLIT

R-VTR
R-VTR
R-VTR
R-VTR
R-VTR

A-VTR
A-VTR
A-VTR
A-VTR
A-VTR

B-VTR
B-VTR
B-VTR
B-VTR
B-VTR

D
D
D
D
D

OUT
SPLIT

R-VTR
A-VTR
B-VTR
D

R-VTR
A-VTR
B-VTR
D

R-VTR
A-VTR
B-VTR
D

R-VTR
A-VTR
B-VTR
D

R-VTR
A-VTR
B-VTR
D

CUT

図7
図7

図7
図8

図7
図7

図7
図8

図7
図7

図7
図8

図9
図9

図9

A/B
ROLL

図1
図2
図1
図1
図4

図1
図2
図1
図1
図4

図3

図3
図3
図5

図1
図2
図1
図1
図4

図6
図5
図6
図6

SYNC
ROLL

図7
図7
図7
図7
図8

図7
図7
図7
図7
図8

図7
図7
図7
図7
図8

図7
図7
図7
図7
図8

図9
図9
図9
図9

編集の種類

R-VTR: レコーダーVTRのタイムコードで設定
A-VTR: AロールVTRのタイムコードで設定
B-VTR: BロールVTRのタイムコードで設定
D: 編集点からのスプリット量で設定
: 未設定

図1 図2
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図5 図6
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EFF OUT

(OUT SPLIT)

図7 図8
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AUDIO
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VIDEO

AUDIO

OUT

(SPLIT)

図9

IN

VIDEO

AUDIO
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(OUT SPLIT)
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GPIの設定

GPIの設定

1）VTRのタイムコードを読みとって設定する方法（MRK-GPI）

［編集の実行］

2）VTRのタイムコードを入力する方法

3）編集点からの相対時間を入力する方法

１ VTRを選択したあと、サーチダイヤルなどを使って、設定する編集
点を探します。

２ [SHIFT]ボタンを押しながら、[GPI]ボタンを押します。VTRのタ
イムコードを読み取って、GPIの出力時間を設定します。

１ [P1,P2,P3,P4,R]ボタンで、タイムコードを設定するVTRを選択
します。

２ [GPI]ボタンを押します。ボタンを押しているあいだ、設定されて
いるGPIの設定値を表示します。

３ [0]～[9]の数値入力キーで、希望するタイムコードを入力します。
４ [ENTER]ボタンを押します

１ [P1, P2, P3 ,P4, R]ボタンで、相対時間を設定するVTRを選択
します。

２ [GPI]ボタンを押します。ボタンを押しているあいだ、設定されて
いるGPIの設定値を表示します。

３ 編集点より先行してGPIを出力するときは［ー］ボタンを押します。
また、編集点のあとでGPIを出力するときは［＋］ボタンを押します。
基準となる編集点は、選択しているVTRと［＋］［ー］ボタンを押
した回数で決まります。

４ [0]～[9]の数値入力キーで、編集点からの相対時間を入力します。
５ [ENTER]ボタンを押します。

１ [AUTO EDIT/END]ボタンを押し、編集を開始します。設定した
タイミングでGPIを出力します。

２ 編集OUT点を設定していないときは、[AUTO EDIT/END]ボタン
を押して編集を終了させます。

GPI端子を使って、トリガー入力端子を持った外部機器などを制御することができます。AG-A850は、GPI1とGPI2
の出力端子を装備しており、GPI1はイベントごとに出力タイミングを変えられます。さらにGPI1は1回の編集中に、
2回のGPI出力をすることができます。

SHIFT
GPI

MRK-GPI

ENTER

P 1 P 2 P 3 P 4 R

SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0

GPI

AUTO EDIT
/END

GPIP 1 P 2 P 3 P 4R

ENTER
SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0BS

H

FS

G

［設定方法］
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GPIの設定

[＋]ボタンを１回押したとき

REC INとの相対時間で設定

タイム表示部 [ri d  ××:××]

FROM INとの相対時間で設定

タイム表示部 [fi d  ××:××]

TO INとの相対時間で設定

タイム表示部 [ti d  ××:××]

[＋]ボタンを２回押したとき

REC OUTとの相対時間で設定

タイム表示部 [ro d  ××:××]

FROM OUTとの相対時間で設定

タイム表示部 [fo d  ××:××]

TO OUTとの相対時間で設定

タイム表示部 [to d  ××:××]

[＋]ボタンを３回押したとき

タイムコードでの設定

タイム表示部 [×:×:×:×]

タイムコードでの設定

タイム表示部 [×:×:×:×]

タイムコードでの設定

タイム表示部 [×:×:×:×]

選択しているVTR

レコーダー

FROMソース

TOソース

[－]ボタンを押したときの表示は [ri A  ××:××] など、“d”のかわりに“A”が表示されます。

［ご参考］
・同じイベントでGPIを3カ所設定すると、最初に行った設定は無効になります。
・設定できる相対時間は、±59秒29フレーム（NTSC）［±59秒24フレーム（PAL）］までです。
・GPI設定を取り消すには、[GPI]、[C]、[ENTER]ボタンと続けて押してください。
2ヶ所の設定がされているときは、まずあとに設定したデータから取り消されます。

・すべてのイベントで共通のGPI設定は、付録Aのシステム設定一覧（GPI CONTROL）をご覧ください。
・MARK GPI はプレビュー中でも行うことができます。
・スイッチャー関係のセットアップの「SW'ER DSK MODE」をGPI1にすると、ここでのGPIの設定にしたがって
DSKをON/OFFすることができます。（WJ-MX50、GVG-100、VPS-300を使用時）

［ご注意］
・編集動作を行わないVTRで設定しても、GPIは出力されません。
・編集区間外（プリロール～ポストロール区間外）でのGPIの設定はしないでください。
正常にGPI出力がされないことがあります。

［ご参考］ GPIの基準点と表示
・GPIの出力時間を編集点からの相対値で入力したとき、選択しているVTRと［＋］、［ー］ボタンを押した回数で基
準点が決まり、タイム表示部に表示されます。

CUT編集

シンクロール編集

レコーダー

FROMソース

GPI1

［REC INの2秒前（R in A2:00）に設定した時］
［FROM OUTの5秒前（F out A5:00）と
TO INの3秒後（T. in d3:00）に設定した時］

［レコーダーのタイムコード01:21:51:21で設定した時］

REC IN REC OUT

A/Bロール編集

レコーダー

FROMソース

TOソース

GPI1

REC IN REC OUT

FROM IN FROM OUT

TO IN TO OUT

レコーダー

FROMソース

TOソース

GPI

REC IN(01:21:49:11) REC OUT(01:21:53:07)

FROM IN FROM OUT

TO IN TO OUT

(01:21:51:21)

FROM IN FROM OUT

2:00
5:00 3:00

GPI端子からの出力信号

［ご参考］
実際のGPIの出力信号は、GPI関係の拡張セットア
ップの設定により調整できます。
AG-A850の初期設定ではこの図の出力タイミング
より1フレーム早くGPI信号が出力されます。
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ファーストエディット／TCインサート編集

ファーストエディット

TCインサート編集

［設定方法］

［編集の実行］

［設定方法］

［編集の実行］

１ レコーダーVTRを操作して、記録する位置を頭出しします。
２ [SHIFT]ボタンを押しながら、［ASMBL］ボタンを押してランプを
点滅させます。

１ [AUTO EDIT/END]ボタンを押します。レコーダーVTRの現在の
位置から記録をはじめ、約25秒間で終了します。 編集終了後は、
アッセンブル編集モードになります。

２プレーヤーVTRの編集点の設定が完了していると、ファーストエデ
ィットに続いてこのイベント編集を自動的に開始します。

１ [T SET (SHIFT+3)]ボタン使って、記録するタイムコードの初期値
を設定します。（詳しくは、VTRの時間設定をご覧ください）

２ [TC (SHIFT+V)]ボタンを押してTCランプを点灯させます。

１ [AUTO EDIT/END]ボタンを押します。TCインサート編集を開始
します。編集を開始するとき一度、時間表示がCTLになりますが、
異常な動作ではありません。

アッセンブル編集を行うとき、レコーダーの編集 IN点の前に、正常な映像信号を記録する必要があります。ファースト
エディットは、これを自動的に行う機能です。

タイムコード(LTC)だけを、レコーダーVTR側のテープへ記録します。プレーヤーVTRに使用するテープにタイムコー
ドが記録されていないときや、途中で不連続(TC JUMP)になっていて編集ができないときなどに使用します。

［ご参考］フォーマッティング
インサート編集を行うときは、テープのフォーマッティングが必要です。[T SET (SHIFT+3)]ボタン使って記録するタイムコードの初期
値を設定し、手動記録（[REC+PLAY]）を行ってください。
［ご参考］
・ファーストエディットモードを取り消すには、もう一度［SHIFT］ボタンを押しながら［ASMBL］ボタンを押してランプの点滅を止
めてください。
・記録するタイムコードは、ファーストエディトモードに入る前に設定したレコーダーVTRの編集 IN点を基準にします。設定されてい
ないときは、“00：00：00：00”をレコーダーVTRの編集 IN点に設定し、その時間を基準ファーストエディットを行います。
・実際に記録するタイムコードは、基準となるタイムコードから約23秒引いた時間からおよそ25秒間になります。
・TCインサート編集を登録しているイベントでファーストエディットを行ったときは、ファーストエディット終了後、編集モードの変
更やそのイベントの編集は行いません。

［ご注意］
・ファーストエディットやフォーマッティングを行うときは、レコーダーの映像入力にブラックバーストなどの信号を入力してください。
・ご使用になるVTRにより、ビデオ信号とタイムコードとのカラーフレーム位相が合わせられないことがあります。詳しくは、「お問い
合わせになる前に」(91ページ) をご覧ください。

［ご参考］
VHS (S-VHS)フォーマットのVTRは、オーディオチャンネル2を音声用のトラックか、タイムコード(LTC)用のトラックか切り
換えて使用します。TCインサート編集を行うときは、タイムコード用のトラックになるよう、VTR側で設定を行ってください。
［ご注意］
・レコーダーVTRのみを使用します。スレーブVTRは、記録動作を行いませんのでご注意ください。
・ご使用になるVTRにより、記録するタイムコードの初期値を設定できないことがあります。このようなときは、VTR自身の操
作でタイムコードを記録してください。

SHIFT
ASMBL

1st.ED

AUTO EDIT
/END

AUTO EDIT
/END

SHIFT
V

TC
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編集点を確認する (IN. OUT. DUR. LAP. GO TO)

１ [P1, P2, P3, P4, R]ボタンで、VTRを選択します。
２ 編集 IN点の映像を確認するときは、[GO TO]ボタンを押します。
[GO TO]ボタンのランプが点灯し、自動的に編集 IN点をサーチ
して停止します。また、編集OUT点の映像を確認するときは、
[GO TO OUT (SHIFT+GO TO)]ボタンを押します。

１ [P1, P2, P3, P4, R]ボタンで、VTRを選択します。
２ [0]～[9]の数値入力キーで、希望するタイムコードを入力します。
３ [GO TO]ボタンを押します。[GO TO]ボタンのランプが点灯し、自動
的に入力したタイムコードをサーチして停止します。

1）編集点へGO TO

2）任意のタイムコードへGO TO

［ご参考］
簡易操作モードでは、最後に［PLAY］ボタンなどで操作したVTRの編集点をサーチします。

［ご参考］
表示されるタイムコードの右側に編集点の状態が表示されます。
なにも表示しない：設定された編集点
“．”の点灯　　　：他の編集点から自動的に算出された編集点
“．”の点滅　　　：タイムトラックで管理された編集点

編集点の映像を確認する（GO TO）

１ [P1, P2, P3, P4]で、VTRを選択します。
２ [IN、OUT、DUR]ボタンを押します。
３ 各ボタンを押している間、プレーヤータイム表示部にソース側の編集点
が、レコーダータイム表示部にレコーダー側の編集点が表示されます。

編集点の設定値を確認する（IN, OUT, DUR）

のいずれか

または

P 1 P 2 P 3 P 4 R

IN OUT DUR

GO TO
SHIFT

GO TO OUT

P 1 P 2 P 3 P 4 R

GO TO

P 1 P 2 P 3 P 4 R

GO TO
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2
T SET
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DISP

0

［ご参考］
編集中は、[DUR] ボタンを押して、LAP時間を確認します。

編集IN点からの時間を確認する (LAP)

１ [P1, P2, P3, P4] ボタンでVTRを選択します。
２ [LAP (ENTER＋DUR)] ボタンを押します。
ボタンを押している間、プレーヤータイム表示部にソース側の編集 IN
点からの時間 (LAP時間) が、また、レコーダータイム表示部にレコー
ダー側のLAP時間が表示されます。

TOTAL

ENTER DUR

補
助
機
能



40

編集データの修正・取り消し

１ [IN]ボタンを押します。編集OUT点を取り消すときは、[IN]ボタンのかわりに、
[OUT]ボタンを、デュレーションを取り消すときは、[DUR]ボタンを押しま
す。

２ [C]ボタンを押します。
３ [ENTER]ボタンを押します。

編集点の設定などを間違ったとき、次のような方法で修正や取り消しを行うことができます。

1）FROMソースを変更する。

2）TOソースを変更する。

3）FROMソースとTOソースを交換する。

4）編集（IN）点を1フレームずつ調整する。（トリミング）

5）編集（IN）点を修正する。

6）編集（IN）点を取り消す。

カット編集のソースや、A/Bロール編集のFROMソースを変更します。

１ [FROM (SHIFT+TRANS)]ボタンを押します。
２ [P1, P2, P3, P4]ボタンを押してソースVTRを選択します。AUX1～
AUX4も選択できます。

A/Bロール編集のTOソースを変更します。

１ [TO (SHIFT+PATTRN)]ボタンを押します。
２ [P1, P2, P3, P4]ボタンを押してソースVTRを選択します。AUX1～
AUX4も選択できます。

A/Bロール編集のFROMソースとTOソースを交換します。

１ [A/B]ボタンを2回押します。

１ 編集 IN点を1フレーム増やすときは、[IN]ボタンを押しながら[＋]ボタンを
押します。また、編集 IN点を1フレーム減らすときは、[IN]ボタンを押しな
がら[－]ボタンを押します。

１ [IN]ボタンを押します。編集OUT点を修正するときは、[IN]ボタンのかわり
に、[OUT]ボタンを、デュレーションを修正するときは、[DUR]ボタンを押
します。

２ 編集点を後ろにずらすときは、[＋]ボタンを押します。前にずらすときは、
[－]ボタンを押します。

３ [0]～[9]の数値入力キーで加減する値を入力します。
４ [ENTER]ボタンを押します。

［ご参考］
編集 IN点と同様に、編集OUT点を加減するときは、[OUT]ボタンを押しながら[＋]、[－]ボタンをデュレーションを加
減するときは、[DUR]ボタンを押しながら[＋]、[－]ボタンを押してください。

または

編集データの修正・取り消し

SHIFT

P 1 P 2 P 3 P 4

TRANS

FROM

SHIFT

P 1 P 2 P 3 P 4

PATTRN

TO

A/B A/B

BS

H

FS

G
IN

IN
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7
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8
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9
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4
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5
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6

DUMP

1
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2
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3

DISP

0
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H

FS

G

IN

ENTER

EXIT

C
IN ENTER
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編集データの登録と呼び出し

１）編集を実行して、編集データを登録する。

2）編集を実行せずに、編集データを登録する。

4）イベント番号を指定して、編集データを呼び出す。

５）画面上で編集データを探してから呼び出す。

3）表示しているイベントの前後の編集データを呼び出す。

編集データの登録と呼び出し（FS、BS、EVENT）
AG-A850は、512イベント分のEDL (Edit Decision List)メモリーを内蔵しています。
AG-A850を標準操作モードで使用すれば、このEDLメモリーに編集データを登録し、必要なときに一度登録したイベ
ントのデータを呼び出して修正したり、1イベントずつ、あるいは複数のイベントをまとめて編集を行うことができます。
なお、EDLメモリーに登録したデータは、約3日間以上バックアップされますが、その後は消えてしまいますので、必要な
データは外部機器へ転送（DUMP）しフロッピーディスクなどに保存してください。

ニューイベントで編集データを作成し編集を実行すると、編集終了時に編集データを自
動的にEDLメモリーに登録し、同時にイベント番号を1つ繰り上げ、編集データを更新
します。また、ステータス画面では、編集を行ったイベントのイベント番号の右端に
“Ｒ”のマークが表示されます。

１ ニューイベントで編集データを作成し[FS (SHIFT+“+”)]ボタンを押すと、編集データを
EDLメモリーに登録し、同時にイベント番号を1つ繰り上げ、編集データを更新します。

２ ニューイベント以外で編集データを変更した後、[FS]ボタンを押したときは、変更確認
のため再度[ENTER]ボタンを押します。編集データを変更しないときは、一度[＋]ボタ
ンを押し、表示を'YES'から'NO'にして[ENTER]ボタンを押します。

３ レコーダーVTRの編集OUT点が変更されているときは、さらにリップル処理を行う
か確認します。詳しくは、「コレクト機能（CORCT）」をご覧ください。

［ご参考］
“EDL OVERFLOW”エラーが発生したときは、それ以上登録できません。SET UPのOVER FLOWED EDITをON
するか、データを消去(ERASE)してEDLメモリーの容量を確保したのち、再度登録してください。

１ [EVENT]ボタンを押します。
２ [0]～[9]の数値入力キーで、希望するイベント番号を入力します。
３ [ENTER]ボタンを押します。

［ご参考］
削除（DELETE）したイベントも、この操作で復活させることができます。

［ご注意］
この操作は、ステータス表示用のモニターTVを使って行います。
くわしい表示内容は、「編集データを加工する(LIST)」をご覧ください。

１ [LIST (SHIFT+4)]ボタンを押します。モニター画面に、表
示しているイベントとその前後のデータが表示されます。

２ [＋], [－]ボタンで、モニター画面の編集データを前後させ希
望の編集データを探します。またレコーダー操作部のダイヤ
ルを使って探すこともできます。（ジョグモードのみ）

３ [ENTER]ボタンを押します。

・1つ後ろのイベントの編集データを呼び出す。
[FS (SHIFT+“＋”)] ボタンを押します。

・1つ前のイベントの編集データを呼び出す。
[BS (SHIFT+“－”)] ボタンを押します。

または

AUTO EDIT
/END

SHIFT
FS

G

BS

H

SHIFT
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G
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ENTEREVENT
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G
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4 または
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LAST X /LAST ED/TOTAL

修正した編集点を元に戻す（LAST X）

１度編集したデータを呼び出す（LAST ED）

編集の合計時間を調べる（TOTAL）

前にプレビュー編集したデータに戻すとき押します。

編集スタートからの時間を表示します。長さの決まっている編集を行うとき、編集時間を確認をできます。

１ [LAST ED (SHIFT+OUT)]ボタンを押します。前にプレビュー編集した編集データ
に戻ります。

２ さらに、[LAST ED]ボタンを繰り返して押すと、直前にプレビュー編集した編集デ
ータと、交互に表示されます。

［ご参考］LAST ED （EVENT DATA）バッファ
LAST ED バッファに自動的に登録されるデータは、EDLメモリーに登録された最新のデータや、変更する前のプレビュ
ーデータです。[LAST ED]ボタンを押すと、このバッファ内に登録されたデータの画面に戻ります。データ変更後にプ
レビューを実行したけれど、変更前のほうが良かったといった場合に便利です。

［ご注意］ニューイベントとEDLメモリー
AG-A850では、編集点などのデータを新たに入力しているイベントをニューイベントと呼び、それ以外の設定を完了し
たイベントのデータとは別に管理しています。ニューイベントでは、編集データは作業中であるため、設定されたデータ
すべてを管理しています。しかし、それ以外のイベントデータはEDLメモリーに登録され、そのときのデータの整合性
をチェックした後、不要なデータの破棄を行います。
例えば、P1をソースとしたカット編集のとき、P1, P2, Rの編集点を設定しEDLメモリーに登録すると、P2の編集点
は消えてしまいます。

［ご参考］スタート／エンド時間
編集点の設定の状態などにより、計算の基準となる時間がきまります。編集の合計時間は、次のエンド時間からスタート
時間を引いた時間になります。

１ [TOTAL (SHIFT+DUR)]ボタンを押します。 ボタンを押しているあいだ、レコーダ
ータイム表示部に、編集の合計時間を表示します。

・スタート時間：通常は、EDLメモリーの最初のイベントに設定した編集デー
タのレコーダー IN点をスタート時間とします。SET UPの
SHOW STARTでスタート時間を設定することもできます。

・エンド時間： 表示しているイベントのレコーダーOUT点をエンド時間と
します。レコーダーOUT点が未設定のときはレコーダー IN
点を、レコーダーIN点も未設定のときは、前のイベントのレコ
ーダーOUT点をエンド時間とします。

TOTAL

START TIME END TIME

修正したり、取り消した編集点のデータを元に戻すことができます。

１ [LAST X (SHIFT+IN)]ボタンを押します。元の編集点に戻ります。
２ さらに、[LAST X]ボタンを繰り返して押すと、データを入力する前後の値が交互に
表示されます。

SHIFT

LAST X

IN

LAST ED

SHIFT OUT

TOTAL

SHIFT DUR

EVENT
1

EVENT
2

EVENT
3

EVENT
4
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T SET/CORCT/TRACK

TCインサート編集や手動記録時の、タイムコードの初期値を設定します。

ニューイベント以外の（編集データがすでに登録されている）イベントで、編集データの修正を行う機能です。

レコーダーの編集IN点の変更にしたがって、プレーヤーの編集点を効率よく設定する機能です。

VTRの時間設定（T SET）

コレクト機能（CORCT）

トラック機能（TRACK）

１ [T SET (SHIFT+3)]ボタンを押します。ボタンを押しているあ
いだ、設定されているタイムコード値を表示します。

２ [0]～[9]の数値入力キーで、記録するタイムコードの初期値を入
力します。

３ [ENTER]ボタンを押します。

１ [CORCT (SHIFT+5)]ボタンを押します。変更した編集データをEDLメモリーに登録します。
２ レコーダーVTRの編集OUT点が変更されているときは、リップル処理を行うかを確
認します。リップル処理を行うときは、[ENTER]ボタンを押します。リップル処理を
行わないときは、[＋]ボタンを押して表示を'YES'から'NO'にしてから[ENTER]ボタ
ンを押します。

３ リップル処理を行うときは、次に実行するイベントを入力します。
編集データを変更したイベント以降のすべてのイベントに対して処理するときは、そ
のまま[ENTER]ボタン押します。イベントを指定するときは、[0]～[9]、[～]ボタン
を使ってイベントを入力します。
[例]イベント5からイベント21を指定するとき
[5]、[～]、[2]、[1]、[ENTER]と入力します。

［ご参考］
編集データが登録済みのイベントで、編集点などを変更することは可能です。ただし［CORCT］ボタンを押さないと変
更した内容はEDLメモリーには登録されませんので、再度イベントを呼び出したとき変更前の編集データにもどります。

１［P1, P2, P3, P4］ボタンでタイムトラックを行うVTRを選択
します。

２ [TRACK (SHIFT+6)] ボタンを押します。レコーダーIN点に合わ
せて、プレーヤー IN点を設定します。設定するタイムコードは
前のイベントのレコーダーとプレーヤーの関係を保ちます。

［ご参考］
前のイベントに指定したプレーヤーがないときは、イベントをさかのぼって同じプレーヤーを探し、そのイベントの編集
データに基づいて実行します。
［ご参考］オートタグ機能
この機能は、ニューイベントでの編集や、ニューイベントで［FS］ボタンを押してイベント番号を繰り上げるとき自動
的に行うことができます。詳しくは、付録Aのシステム設定一覧のSYSTEM CONTROLのAUTO TAGの項目をご覧
ください。
［ご参考］自動タイムトラック
オートタグ機能やトラック機能により設定されたプレーヤーの編集IN点は自動タイムトラックの対象となり、レコーダー
の編集 IN点を修正すると、マッチフレームの関係を保つよう自動的に変更されます。なお、自動タイムトラックの対象
となっている編集 IN点は次のように表示されます。

●モニター表示部
タイムコードの秒とフレームの間に“’”を表示します。 〈例〉01 : 23 : 45’24

●カウンター部
［IN］ボタンを押したとき、タイムコードの後にピリオドを点滅表示します。〈例〉01 : 23 : 45 : 24. ←点滅
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- 1 -

AG-A850の設定（SET UP）

おもにシステムの構成や接続する機器に関する設定を行います。データは不揮発性メモリーに保存しますので、電源を切った
あとも、設定内容は保持されます。設定項目ごとの内容は、付録Aのシステム設定一覧をご覧ください。

SET UP 操作

１[SET UP (SHIFT + 7)]ボタンを押して、SET UPモ
ードのトップメニューを表示します。このとき、[FS
(SHIFT+“＋”)]ボタンを押すとENHANCED SET
UPモードのトップメニューが表示されます。プレー
ヤータイム表示部には、 SET UP と表示されます。

２[＋], [ー]ボタンでサブメニューを選択し、[ENTER]ボ
タンを押します。

３２でサブメニュー“PORT / CROSSPOINT” また
は、“VTR CONSTANT” を選択したときは、さらに
メニューを[＋], [ー]ボタンで選択し、[ENTER]ボタン
を押します。

４[＋], [ー]ボタンで設定する項目を選択し、[ENTER]ボ
タンを押します。

項目を選択するときに、[FS(SH IFT+“＋”)]
[BS(SHIFT+“ー”)]ボタンを押すと、サブメニュー
が切り換わります。

５[＋], [ー ]ボタンで設定項目をご希望の値にし、
[ENTER]ボタンを押します。

SHOW START や USERS BITS などの設定では、
[0]～[9], [A (SHIFT+1)]～[F (SHIFT+6)], [C]ボタ
ンを使って設定します。

６[RETURN (SHIFT+ENTER)]ボタンを２, ３回押す
と、設定値を確定しSET UPモードを終わります。

[EXIT (SHIFT+C)]ボタンを押すと、設定値を無効に
しSET UPモードを終わります。

サブメニュー名

トップメニュー名

サブメニュー名

設定項目

続くサブメニューが
あるとき表示します。

ページ

設定値

本体カウンター部表示

項目NO.     設定NO. 

SETUP01 1-01 01

初期設定 (工場出荷
時) のとき ＊ マーク
を表示します。

［ご参考］
AG-A850の設定をリセットされるときは、次の手順で操作してください。
1. [SET UP (SHIFT＋7)] ボタンを押して、SET UPモードのトップメニューを表示します。
2. プレーヤー側の [RESET] ボタンを押します。画面には「SET-UP INIT. SET 」と表示されます。
3. [＋] ボタンを押して、画面に を表示させます。
4. [RETERN (SHIFT＋ENTER)] ボタンを押します。AG-A850の設定 (SET UP) が工場出荷時の値になります。

［ご注意］
各モードを終了するときに、設定値を内部メモリーへ書き込みます。このとき電源を切ると、設定データがこわれるおそ
れがあります。

YES
NO
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AG-A850の設定 (SET UP. CONFIG)

CONFIG操作
VTRごとの設定を行います。データはバックアップメモリーに保存します。
設定項目ごとの内容は、付録Aのシステム設定一覧をご覧ください。

補
助
機
能

SET UPデータは、設定終了後自動的に不揮発性メモリーに保存され、次に電源を入れたとき同じ値に設定されます。
現在の設定値をバックアップメモリーにも保存しておくと、SET UPデータを変更した後でも、このデータを用いて元
の設定値に復元することが可能です。

2か所へSET UPデータが保存できます

１[SET UP (SHIFT＋7)] ボタンを押して、SET UPモードのトップメニューを表
示します。

２[DUMP (SHIFT＋1)] ボタンを押します。
画面に“DUMP! USER SETUP”と表示されます。

３[ENTER] ボタンを押します。
設定データがバックアップメモリーに保存されます。
[ENTER] 以外のボタンを押すと、データ保存は中止されます。

設定項目 VTR

設定値

本体カウンター部表示

VTR 項目NO. 設定NO. 

CONFIG P1-1 02

初期設定 (工場出荷
時) のとき ＊ マーク
を表示します。

[ご注意]
バックアップメモリーのデータ内容は、電源を切った状態で約3日以上放置すると失われますが、不揮発性メモリーに保
存されている通常のSET UPデータは、保持されています。

[ご注意]
バックアップメモリーのデータ内容は、電源を切った状態で約3日以上放置すると工場出荷時の値になります。

データの保存

データの読み込み

SHIFT

ENTER

SET UP

7

SHIFT
DUMP

1

１[SET UP (SHIFT＋7)] ボタンを押して、SET UPモードのトップメニューを表
示します。

２[LOAD (SHIFT＋2)] ボタンを押します。
画面に“LOAD! USER SETUP”と表示されます。

３[ENTER] ボタンを押します。
バックアップされている設定データが読み込まれます。
[ENTER] 以外のボタンを押すと、データの読み込みは中止されます。

SHIFT

ENTER

SET UP

7

SHIFT
LOAD

2

１[P1, P2, P3, P4, R]ボタンで、ＶＴＲを選択します。
２[CONFIG (SHIFT+8)]ボタンを押して、CONFIGモー
ドのメニューを表示します。プレーヤータイム表示部に
は、“ConFig”と表示されます。

３[＋], [ー]ボタンで設定する項目を選択し、[ENTER]ボ
タンを押します。

４[＋], [ー]ボタンで設定項目をご希望の値にし[ENTER]
ボタンを押します。

５[RETURN(SHIFT+ENTER)]ボタンを押すと、設定値
を確定しCONFIGモードを終わります。
[EXIT (SHIFT+C)]ボタンを押すと、設定値を無効にし
CONFIGモードを終わります。
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モニター表示の切り換え

[INFO (SHIFT+9)]ボタンを押している間、システムの状態などの表
示を行います。

モニター表示の切換（DISP）

システムの状態表示（INFO）

インフォメーション画面

[DISP (SHIFT+0)]ボタンを押すと、モニター画面にステータス表示や編集点表示、
MONITOR IN端子に入力された映像を表示するかを切り換えることができます。

10-2516 Err 1001

①管理コード
②REF. VIDEOの状態
ＮＴＳＣ： NTSC（1秒=30フレーム）の信号が入力されている

ことを示します。
ＰＡＬ： PAL/SECAM (1秒=25フレーム)の信号が入力されて

いることを示します。
－－－－：リファレンスが接続されていないか、正常でないとき表

示します。SYNC GRADE を OFF にして編集してく
ださい。

③デバイスタイプ（VTR ID）
VTRのデバイスタイプ（VTR ID）を表示します。(16進数4桁)
VTRが接続されていないときなどでは、“－－－－”と表示します。

④スイッチャー・ミキサー
ＯＫ： スイッチャー・ミキサーが接続されています。ただし、ス

イッチャー・ミキサーの設定によってはコントロールが
できないこともあります。

－－－－：スイッチャー・ミキサーのコントロールができません。
⑤エラーメッセージ
最後に起きたエラーコードを表示します。それぞれのエラーの内容
は、エラー番号一覧をご覧ください。

［ご注意］
簡易操作モードでのインフォメーション画面は、P2～P4表示がされ
ないなど、表示内容が多少異なります

本体カウンター部

① ⑤

SHIFT
INFO

9

SHIFT
DISP

0

ステータス表示の切り換え（STATUS DISP）

モニター画面にステータスを表示しているときに[STATUS DISP (ENTER+0)]ボタ
ンを押すと、表示内容を編集 IN点、OUT点、DURの設定値に固定できます。もう一
度このボタンを押すと元にもどります。

ENTER
DISP

0

［ご参考］本機の MONITOR IN にVTRの映像などを入力し、MONITOR OUT にモニターTVを接続することにより、
VTR用のモニターに、ステータス表示や SET UPのメニュー画面を表示することができます。

［ご注意］MONITOR OUT から出力されるビデオ信号は、モニターTV用の信号としてご使用ください。

D

E

C

B
A



47

デ
ー
タ
管
理

１ [EVENT]ボタンを押します。
２ [9]ボタンを4回押します。EVENT/TRANS/PATTERN表示に
“9999”と表示されます。
３ [SHIFT]ボタンを押しながら、[ENTER]ボタンを押します。
EDLメモリーの編集データをすべて消します。

１）すべての編集データを消す。

［ご注意］
マルチEDL登録モード（256イベント×2リストモード）では、表示されているリストの編集データがEDLメモリー
より消去されます。

INFO

9
INFO

9
INFO

9
INFO

9
EVENT

ENTERSHIFT

１ [LIST (SHIFT+4)]ボタンを押します。
２ プレーヤータイム表示の下にある[RESET]ボタンを押します。
３ [＋]ボタンを押して、表示を'NO'から'YES'にします。
４ [ENTER]ボタンを押します。EDLメモリーの編集データをすべて
消します。

ENTER
FS

G

SHIFT
LIST

4 RESET

２）消去範囲を指定して消す。

［ご注意］
マルチEDL登録モード（256イベント×2リストモード）では、表示されているリストだけでなく、もう一方のリスト
の編集データも含めてEDLメモリーより消去されます。

３）EDLメモリーを初期化する。

SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0

ENTER ENTER

ENTER

FS

G

SHIFT
LIST

4

SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0

ENTERENTER

DISP

0

編集データを消す

EDLメモリーの編集データを消す

１ [LIST (SHIFT+4)]ボタンを押します。
２ [0]ボタンを押します。
３ [ENTER]ボタンを押します。
４ [0]～[9]の数値入力キーで消去するイベント番号を
入力します。複数のイベントを消去するときは、消
去開始イベントを入力したあと[～]ボタンを押し、
消去終了イベントを入力します。

５ [ENTER]ボタンを押します。操作4で指定したイ
ベントの編集データが消去されます。

６ リップル処理を行うときは[ENTER]ボタンを押しま
す。
リップル処理を行わないときは、[＋]ボタンを押して
表示を'YES'から'NO'にしてから[ENTER]ボタンを
押します。

７ 操作6でリップル処理を行うとしたときは、[0]～
[9]、[～]ボタンを使用して実行するイベント番号を
入力します。

８ [ENTER]ボタンを押します。操作7で指定したイベ
ントについてリップル処理を行います。

リップル処理を
行わないとき

リップル処理を行うとき
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編集データを加工する（LIST）
AG-A850には、次のようなリストマネージメント機能があります。
１）EDLメモリーの編集データをすべて消したい 消去(ERASE)
２）イベントの範囲を決めて、編集データを消したい 削除(DELETE)
３）EDLメモリーの任意の場所にイベントを作りたい 挿入(INSERT)
４）編集データをEDLメモリーの任意の場所に移したい 移動(TRANSFER)
５）編集データをニューイベントに複製したい コピーtoニュー(COPYtoNEW)
６）レコーダーの編集点を並べ変えたい ラインアップ(LINE UP)
７）イベント番号を登録順に振り直したい リナンバー(RENUMBER)
８）編集データをEDLメモリーの任意の場所に複製したい コピー
９）特定の記録済イベントをもう一度マルチイベント編集したい Rマーク(REC MARK)

A B C D E

A D E

削除

A B C D E B

A B C D E

A B F C D E

表示している
編集データ

A B C D E

EVENT
2

EVENT
5

EVENT
1

EVENT
3

EVENT
4

EVENT
6

A D E B C F

移動

ラインアップ リナンバー

記録済 記録済 未記録 記録済 記録済
EVENT EVENT EVENT EVENT EVENT

記録済 未記録 未記録 未記録 記録済
EVENT EVENT EVENT EVENT EVENT

Rマーク

A B C D E F

削除 挿入

移動 コピーtoニュー

登
録
順

登
録
順

ﾚｺｰﾀ ﾞ-のﾀｲﾑｺｰﾄ ﾞ

ﾚｺｰﾀ ﾞ-のﾀｲﾑｺｰﾄ ﾞ

F

A C D B C D E

A B C D E

コピー

Rマーク消去

1

2

3

1

2

3

EVENT
1

EVENT
2

EVENT
3

EVENT
4

EVENT
5

EVENT
6
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編集データを加工する（LIST）

1 [LIST (SHIFT+4)]ボタンを押します。画面にEDLが表示されます。プレーヤータイム表
示部には、ＥｄＬと表示されます。

2 [0]～[8]ボタンでリストマネージメントの機能を選択し、[ENTER]ボタンを押します。

3 以降の操作は、リストマネージメントの機能により異なります。 途中で中断するには、
[EXIT] [RETURN]などのボタンを押します。

４[0]～[9]の数値入力キーで、削除するイベント番号を入力します。複数のイベントを
削除するときは、削除開始イベントを入力したあと[～]ボタンを押し、削除終了イベ
ントを入力します。

５[ENTER]ボタンを押します。操作4で指定したイベントの編集データが削除されます。
操作4でイベントを指定しないときは、表示しているイベントが削除されます。

６リップル処理を行うときは[ENTER]ボタンを押します。
リップル処理を行わないときは、[＋]ボタンを押して表示を'YES'から'NO'にしてから
[ENTER]ボタンを押します。

７操作6でリップル処理を行うとしたときは、[0]～[9]、[～]ボタンを使用して実行す
るイベント番号を入力します。

８[ENTER]ボタンを押します。操作7で指定したイベントについてリップル処理を行い
ます。

４[～]ボタンを押します。
５[ENTER]ボタンを押します。 EDLメモリーの編集データをすべて消します。

ボタン
[0]
[1]
[2]
[3]
[4]

機能
消去(ERASE)
削除(DELETE)
挿入(INSERT)
移動(MOVE)
コピーtoニュー (COPY to NEW)

パネル表示
ＥｒＳ
ｄＥＬ
ｉｎＳ
ｔｒｎ
ＣＰｎ

１）消去（ERASE）（操作2で［0］ボタンを押したとき）

２）削除（DELETE）（操作2で［1］ボタンを押したとき）

［ご参考］
・編集データは削除しても、EDLメモリーに残っていますので、[EVENT]ボタンを使って再び呼び出すことができます。
・ニューイベントでイベント番号を指定せずに削除を行うと、表示している編集データを消去します。ただし、削除した
ニューイベントの編集データは再び呼び出すことはできません。

操作

ボタン
[5]
[6]
[7]
[8]

機能
ラインアップ(LINE UP)
リナンバー(RENUMBER)
コピー(COPY)
Rマーク(REC MARK)

パネル表示
ＬｕＰ
ｒｎｏ
ＣＰｙ
ｒＥＣ

ENTER

SHIFT

DISP

0
x

LIST

4

CONFIG

8

ENTER
F/TC

x

ENTER
SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0

４[0]～[9]の数値入力キーで、挿入するイベント番号を入力します。
５[ENTER]ボタンを押します。 表示している編集データが、操作4で指定したイベン
トの後に挿入されます。操作4でイベントを指定しないときは、表示しているイベン
トの後ろに挿入されます。

６リップル処理を行うときは[ENTER]ボタンを押します。
リップル処理を行わないときは、[＋]ボタンを押して表示を'YES'から'NO'にしてから
[ENTER]ボタンを押します。

７操作6でリップル処理を行うとしたときは、[0]～[9]、[～]ボタンを使用して実行す
るイベント番号を入力します。

８[ENTER]ボタンを押します。操作7で指定したイベントについてリップル処理を行い
ます。

３）挿入（INSERT）（操作2で［2］ボタンを押したとき）

ENTER
SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0
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４ [0]～[9]の数値入力キーで、移動するイベント番号を入力します。複数のイベントを
移動するときは、移動開始イベントを入力したあと[～]ボタンを押し、移動終了イベ
ントを入力します。

５[ENTER]ボタンを押します。操作4で指定したイベントの編集データを、[LIST]ボタ
ンを押したときのイベントの後ろに移動します。

６リップル処理を行うときは[ENTER]ボタンを押します。
リップル処理を行わないときは、[＋]ボタンを押して表示を'YES'から'NO'にしてから
[ENTER]ボタンを押します。

７操作6でリップル処理を行うとしたときは、[0]～[9]、[～]ボタンを使用して実行す
るイベント番号を入力します。

８[ENTER]ボタンを押します。操作7で指定したイベントについてリップル処理を行い
ます。

４）移動（MOVE）（操作2で［3］ボタンを押したとき）

ENTER
SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0

編集データを加工する（LIST）

［ご注意］
移動するイベントの中に、移動先のイベントを含んでいるとき、エラーとなることがあります。

レコーダーの編集点が連続した編集になるよう、関係するタイムコードを変更します。

４ [ENTER]ボタンを押します。 表示しているイベントの編集データを、ニューイベン
トにコピーします。

４ [0]～[9]の数値入力キーで、ラインアップを行うイベント番号の位置を入力します。
複数のイベントでラインアップを行うときは、開始イベントを入力したあと[～]ボタ
ンを押し終了イベントを入力します。

５ [ENTER]ボタンを押します。操作4で指定したイベントの編集データについて、ラ
インアップ処理を行います。

４ [ENTER]ボタンを押します。 編集データの削除や移動などを行った結果、不連続に
なったイベント番号を1から連続するように振り直します。

５）コピーtoニュー（COPY to NEW）（操作2で［4］ボタンを押したとき）

６）ラインアップ（LINE UP）（操作2で［5］ボタンを押したとき）

７）リナンバー（RENUMBER）（操作2で［6］ボタンを押したとき）

［ご注意］
リナンバーを行うと、削除した編集データはEDLメモリーから完全に消されます。

ENTER

ENTER

ENTER
SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0

４ [0]～[9]の数値入力キーで、コピーするイベント番号を入力します。複数のイベント
をコピーするときは、コピー開始イベントを入力したあと[～]ボタンを押し、コピー
終了イベントを入力します。

５ [ENTER]ボタンを押します。操作4で指定したイベントの編集データを[LIST]ボタ
ンを押したときのイベントの後ろにコピーします。

６ リップル処理を行うときは[ENTER]ボタンを押します。
リップル処理を行わないときは、[＋]ボタンを押して表示を'YES'から'NO'にしてから
[ENTER]ボタンを押します。
７ 操作6でリップル処理を行うとしたときは、[0]～[9]、[～]ボタンを使用して実行す
るイベント番号を入力します。

８ [ENTER]ボタンを押します。操作7で指定したイベントについてリップル処理を行い
ます。

８）コピー（COPY）（操作2で［7］ボタンを押したとき）

ENTER
SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0

［ご注意］
コピーするイベントの中に、コピー先のイベントを含んでいるとき、エラーとなることがあります。
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1 1

5

3

6

2

4

2
3

4
5

6

４ [＋]、[－]ボタンでRマークを消去する処理か、設定する処理か選択します。消去す
る処理のときは、'Clr'を表示させます。設定する処理のときは'SEt'と表示させます。

５ [ENTER]ボタンを押します。
６ [0]～[9]の数値入力キーで、Rマーク処理をするイベント番号を入力します。複数の
イベントについてRマーク処理をするときは、開始イベントを入力したあと、[～]ボ
タンを押し、終了イベントを入力します。

７ [ENTER]ボタンを押します。操作6で指定したイベントについてRマーク処理を行
います。

９）Rマーク（REC MARK）（操作2で［8］ボタンを押したとき）

ENTER

SET UP

7
CONFIG

8
INFO

9

LIST

4
CORCT

5
TRACK

6

DUMP

1
LOAD

2
T SET

3

DISP

0

ENTER

BS

H

FS

G

編集データを加工する（LIST）

［ご参考］LIST時のモニター画面について
[LIST]ボタンを押すと、表示しているイベントの前後1イベントの編集データを次のように画面表示します。
また、画面の一番下の行には、選択しているリストマネージメントの機能を表示します。

・各イベントの編集データは3行で表示し、上2行は、通常のステータス表
示と同じ内容です。
・各イベントの下1行は、右側のデータがFROMソースの編集 IN点 を示し、
左側のデータはレコーダーVTRの編集 IN点を示します。

［ご参考］Rマーク（記録済マーク）について
自動編集が正常に終了すると、そのイベントは編集済イベントとしてEDLメモリーに登録されます。（［AUTO EDIT］
ボタンが消灯しないうちに［ALL STOP］ボタンを押すと、登録されないことがあります。）また、そのイベントはモニタ
ー表示でイベント番号の後ろに「R」のマークが表示され、他のイベントと区別できるようになっています。マルチイベ
ント編集を行うとき、すでに編集が完了したイベントをとばしたいときは、SET UPメニューのSKIP（R）MRK
EVENTをONにします。

［ご参考］リップル処理について
レコーダーOUT点の変更や編集データの削除や移動などによって生じるレコーダーの編集点のずれを修正し、連続した
編集になるよう関係するタイムコードを変更します。

レコーダーのタイムコード

リップル処理登
　
録
　
順

レコーダーのタイムコード

登
　
録
　
順

R OUTをずらす
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編集データを外部機器に転送する（DUMP）／取り込む（LOAD）
EDLメモリーに登録されている編集データは、ＲＳ－２３２Ｃ端子を経由して外部と通信できます。
例えば、コンピューターにデータを出力したり、コンピューターからデータを受け取ったりすることにより、次のように、
幅広いシステムでの運用・管理が行えるようになります。

１）AG-A850でオフライン編集を行い、編集データをオンラインシステムで使用する。
２）編集データをハードディスクやフロッピーディスクなどで保管する。
３）コンピューターのＣＲＴやプリントアウトで、編集データのチェックを行う。

ダンプでの操作

ロードでの操作

１ コンピューターなどの外部機器を、データ受信ができるようにします。
２ [DUMP (SHIFT+1)]ボタンを押します。画面に、ＤＵＭＰと表示されます。 プレーヤ
ータイム表示部には、“ｄＰ”と表示されます

３ [1], [2]ボタンで、出力するＥＤＬフォーマットを選択し、[ENTER]ボタンを押しま
す。何も選択せずに、[ENTER]ボタンを押すと、SET UPのEDL FORMAT で設定
しているフォーマットが選択されます。

４ 編集データ（EDL）がＲＳ－232Ｃ端子より出力されます。カウンター部に、出力し
ているイベント番号を表示します。

５ ＥＤＬメモリー内の編集データをすべて転送すると終了します。 途中で中断するには、
[ALL STOP] ボタンを押してください。

１ [LOAD (SHIFT+2)]ボタンを押します。画面にＬＯＡＤと表示されます。プレーヤー
タイム表示部には“Ｌｄ”と表示されます

２ [ENTER]ボタンを押します。編集データの受信を開始します。
３ コンピューターなどの外部機器からデータ送信します。カウンター部に受信している
イベント番号を表示します。

４ コンピューターの送信が終了するか、ＥＤＬメモリーがいっぱいになると、終了します。
途中で中断するには、[ALL STOP] ボタンを押してください。

AG-A850

AG-A850フォーマット
ＣＭＸ340フォーマット

[1]ボタン
[2]ボタン

保存

利用
LOAD

RS-232C

DUMP

コンピューター

ハードディスクまたは
フロッピーディスク

［ご注意］
データのダンプやロードを行うときは、外部機器の設定などが必要になります。

ENTER

SHIFT

DUMP

1

DUMP

1

LOAD

2

ENTER

SHIFT
LOAD

2
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編集データを外部機器に転送する（DUMP）／取り込む（LOAD）
［ご参考］外部機器の設定や通信方法
外部機器の設定やデータの通信方法は、機器ごとに異なります。くわしい設定・操作については、接続される機器やＯＳ
（ＤＯＳ）、通信用ソフトウェアに付属のマニュアルをご覧いただくか、接続される機器のメーカーへお問い合わせくだ
さい。

１）外部機器と通信プロトコルを一致させてください。
AG-A850の通信プロトコルは、SET UPの RS-232C PROTOCOL で変更できます。

［初期設定 (工場出荷時) ﾎ ﾞ ｰﾚｰﾄ:9600bit/s, ﾃ ﾞ ｰﾀ長:8bit, ｽﾄｯﾌ ﾟ ﾋ ﾞ ｯﾄ:1bit, ﾊﾟ ﾘﾃｨｰ:ODD] 
外部機器側の設定は、スイッチや、RS-232Cプロトコル設定プログラム([MODE コマンド] や
[SPEED コマンド］)を使って変更します。

［設定例１］ MODE  COM1:BAUD=9600  PARITY=O  DATA=8  STOP=1
［設定例２］ SPEED  RS232C-0  9600  BITS-8  PARITY-ODD  STOP-1  NONE

外部機器側で変更できないときは、AG-A850の設定を外部機器にあわせます。
２）外部機器のRS-232C端子でデータ受信をするには、

COPY  AUX  _____/A
または

COPYA  AUX  _____ (  _____ はファイル名を入力します。 )
と入力し、[DUMP]ボタンを押してください。多くのコンピューターはこの方法でデータの受信ができ
ます。

３）外部機器のRS-232C端子からデータ送信をするには、[LOAD]ボタンを押してから、
COPY  _____/B  AUX

または
COPYA  _____  AUX (  _____ はファイル名を入力します。 )

と入力してください。多くのコンピューターはこの方法でデータの送信ができます。

［ご参考］ＥＤＬフォーマットについて
パーソナルコンピューターなどの外部機器へ、編集データ(EDL)を転送するときのデータフォーマットは、AG-A850、
ＣＭＸ３４０の２種類から選択できます。また、AG-A800のデータフォーマットを取り込むこともできます。

１）AG-A850  :  本機独自のフォーマット。ＥＤＬメモリーの編集データをすべて送出しますので、ダンプしたデータ
を再度ロードしたとき、編集データは完全に復元できます。（TCインサート編集を除く）

［出力例］

プレーヤーIN点 プレーヤーOUT点 レコーダー IN点 レコーダーOUT点

エフェクト (ﾀｲﾌ ﾟ、ﾊﾟ ﾀｰﾝ番号、ﾄﾗﾝｼ ﾞ ｼｮﾝ)
タイプ C:カット D:ディゾルブ W:ワイプ
パターン番号 R:リバースパターン

編集モード VA1234:インサート編集 ASMBL :アッセンブル編集
リール番号 0001:Ｐ１ 0002:Ｐ２ 0003:Ｐ３ 0004:Ｐ４

0005:AUX1   0006:AUX2   0007:AUX2   0008:AUX4
イベント番号 R:編集済みイベント D:削除イベント

デ
ー
タ
管
理
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編集データを外部機器に転送する（DUMP）／取り込む（LOAD）
２）AG-A800 : AG-A800のフォーマット。一部のデータを変換して取り込みます。

(1)リールナンバー
P1 : 001  P2 : 002  AUX1 : AX   AUX2 : 004  AUX4 : BL

(2)ＤＳＫ
ＧＰＩ１に変換されます。

(3)ＥＦＦＥＣＴ、ＯＵＴ点のオーディオスプリット
取り込みません。

(4)フェードＩＮ、フェードＯＵＴ
取り込まないときがあります。

３）CMX340 : CMX340 と共通のフォーマット。一部のデータは変換されますので、ダンプしたデータを再度ロード
しても、完全には復元されません。

(1)イベント番号
ＥＤＬメモリーに１０００以上のイベント番号で登録されているデータは出力しません。
また削除したイベントのデータも出力しません。

(2)リールナンバー
リールナンバーは、次のようにソースを変換して出力します。

P1 :001  P2 :002  P3 :003  P4 :004
AUX1:AX   AUX2:006  AUX3:007  AUX4:BL

(3)編集モード
次のように変換して出力します。

・アッセンブル → インサート(V, A1, A2)
・インサート(A3) → インサート(A1)
・インサート(A4) → インサート(A2)

また、編集モードが設定されていないときは、インサート(V, A1, A2)に変換します。
(4)ワイプのパターン番号

４桁のパターン番号は下３桁のみを出力します。但し下３桁が０のとき、パターン番号は００１になり
ます。またリバースパターンも通常のパターン番号と同じになります。

(5)トランジション時間
999フレームをこえる時間は、999フレームで出力します。

(6)ＧＰＩ
セットアップで設定したＧＰＩは出力しません。

(7)シンクロール編集は送出しません。
(8)スロー編集時は、オーディオスプリットおよび、GPIの設定は、出力されません。
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システム設定一覧

シ
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SETUP-MENU 

SET UPモード
SET UP モードは、次のような構成になっています。

SYSTEM
CONTROL

FUNCTION

FRAME MODE

COLOR FRAMING

CF REF.

DIRECT SEARCH

BUZZER VOLUME

SKIP (R)MRK EVENT

MON CONTROL FOR R

PREROLL TIME

POSTROLL TIME

SHOW START

USERS BITS

CTL DISPLAY

KEEP EDL

MULT EDL

OVERFLOWED EDIT

AUTO TAG

EDL FORMAT

PORT-A 

PORT-B

PORT-C

PORT-D

PORT-E

PORT-F

PORT-G

PORT-A 

PORT-B

PORT-C

PORT-D

PORT-E

PORT-F

PORT-G

SW’ER MODEL

SW’ER SNAPSHOT

SW’ER PVW MODE

SW’ER DSK CNTRL

MIXER MODEL

MIXER MON MODE

MIXER PVW MODE

GPI1 REF

GPI1 TIMING

GPI2 REF

GPI2 TIMING

AUX1

AUX2

AUX3

AUX4

SHTL FWD SPEED

SHTL REV SPEED

JOG FWD SPEED

JOG REV SPEED

COLOR

H-POSITION

V-POSITION

SCAN

DFLT MODE

PORT/
CROSSPOINT

PORT
STATUS

SW’ER 
CROSSPOINT

MIXER
CROSSPOINT

SW’ER/MIXER
CONTROL 

GPI
CONTROL

DIAL
CONTROL

DISPLAY
CONTROL

ENHANCED SET UP-MENU

ENH. SYSTEM
CONTROL

TV SYSTEM

EDIT RETRY

COPY ORIGINAL TC

REACTION TIME

DVE DELAY

AUTO DUMP EDL

SPECIAL SLOW EDIT

DEVICE TYPE

PREROLL TIME

EDIT DELAY

EE DELAY

TC READ DELAY

START DELAY

A SYNC DELAY-

A SYNC DELAY+

CF LOCK MODE

CF LOCK STATUS

SERVO DELAY

MAX CUE-UP SPD

SELF CUE-UP TIME

CUE-UP CHECK1

CUE-UP CHECK2

MODE

BAUDRATE

CHAR. LENGTH

STOP BIT

PARITY

BAUDRATE

CHAR. LENGTH

STOP BIT

PARITY

FLOW CONTROL

MODE

BAUDRATE

CHAR. LENGTH

STOP BIT

PARITY

TX TIME OUT

RX TIME OUT

GPI1-

LOGIC

PULSE WIDTH

START FIELD

START TIMING

GPI2-

LOGIC

PULSE WIDTH

START FIELD

START TIMING

EDIT IN/OUT

MARK IN/OUT

WARNING

ERROR

VTR
CONSTANT

SW’ER/MIXER
PROTOCOL

RS-232C
PROTOCOL

ENH. GPI
CONTROL BUZZER

PORT-A PORT-B PORT-C PORT-D

PORT-Aと同じ

PORT-E PORT-F

は設定項目です。

AUX1

AUX2

AUX3

AUX4

PORT-A 

PORT-B

PORT-C

PORT-D

PORT-E

PORT-F

PORT-G

STILL CHECK

SHTL LOW SPEED

HEAD SELECT R-VTR

HEAD SELECT P-VTR

EDIT PRESET

MODEL

MODE

CUE CNTRL (ASMBL)

CUE CNTRL (V)

CUE CNTRL (A1)

CUE CNTRL (A2)

CUE CNTRL (A3)

CUE CNTRL (A4)

付
録
A

操作手順については、AG-A850の設定を
ご覧ください。
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システムのSET UP
システムのセットアップ（SYSTEM CONTROL）

は初期設定(工場出荷時)の値です。

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

FUNCTION

FRAME MODE
(NTSCモードのみ有効)

COLOR FRAMING

CF REF.

01 1-01

01 1-02

01 1-03

01 1-04

操作モードを切り換えます。
[LIMITED] 簡易操作モードとなり、シングルイベント、カット

編集専用となるほか、簡易編集で必要な機能だけを
操作できます。簡易操作モードで操作を制限する機
能は、操作パネルの黒枠で囲まれた部分のなかで、
[IN], [OUT], [DUR], [SET UP], [DISP], [INFO]
以外のボタンになります。

[FULL] 標準操作モードとなり、AG-A850の持つすべての
機能が動作します。

[SINGLE DIAL]VTRソース選択部 ([R], [P1], [P2], [P3], [P4])
で選んだＶＴＲがレコーダー／プレーヤー操作部の
両方で操作できるようになります。その他の操作は
標準操作モードと同じです。

[SPECIAL] SINGLE DIALモードに特殊な機能を追加したモー
ドです。
通常は設定しないでください。詳しくは、「お問い
合わせになる前に」(92ページ) をご覧ください。

[注意] FUNCTIONを切り換えるとEDLメモリーの編集データを
消すことがあります。

ファーストエディットやＴＣインサート編集などで記録するタイ
ムコードを、ドロップフレームモードまたはノンドロップフレー
ムモードのいずれかに選択します。必ずレコーダのテープのモー
ドと、一致するように設定してください。

カラーフレーミング編集をするためにVTRをCFロックさせるか
設定します。
(NTSCモード)
[OFF] カラーフレーミング編集は行いません。
[ON] カラーフレーミング編集を行います。

最大１フレームの編集点の移動が行われます。
(PALモード)
[OFF] カラーフレーミング編集は行いません。
[4 FIELD] カラーフレーミング編集を行います。

最大１フレームの編集点の移動が行われます。
[8 FIELD] カラーフレーミング編集を行います。

最大3フレームの編集点の移動が行われます。
[注意] ご使用になるVTRにより制限があります。詳しくは、「お

問い合わせになる前に」(92ページ) をご覧ください。

カラーフレーミング編集を行うとき、カラーフレームロックの基
準を設定します。COLOR FRAMINGがOFFでないときに有効で
す。
[ALL VTR] VTR自身でCFロック状態にします。編集を行うす

べてのVTRにCFロック機能が必要です。
[TIME CODE] テープ上のタイムコードを基準に編集をします。各

VTRのカラーフレーム位相はCONFIGメニューで
設定します。レコーダーVTRにCFロック機能が必
要です。
カラーフレーム位相が特定できないときは、選択し
ないでください。

[R ONLY] レコーダーVTRのみCFロック状態にします。
レコーダーVTRにCFロック機能が必要です。

00
01
02
03

00
01

00
01

00
01
02

00
01
02

LIMITED
FULL
SINGLE DIAL
SPECIAL

NON DROP
DROP

OFF
ON
(NTSC ﾓｰﾄ ﾞ)

OFF
4FIELD
8FIELD
(PAL ﾓｰﾄ ﾞ)

ALL VTR
TIME CODE
R ONLY
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OFF
ON

LOUD
MIDDLE
LOW
SILENT

OFF
ON

OFF
ON

AUTO
0s
3s
5s
7s
10s
15s

0.5s
1s
2s
3s
5s
7s
10s

00
01

00
01
02
03

00
01

00
01

00
01
02
03
04
05
06

00
01
02
03
04
05
06

UNDEFINED
または

00:00:00:00～
23:59:59:29 (NTSC)

00:00:00:00～
23:59:59:24 (PAL)

00000000～
FFFFFFFF

付
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システムのセットアップ（SYSTEM CONTROL）
設　定　値

画 面 表 示
項　　　目

No. 画 面 表 示No.
機　　能　　説　　明

DIRECT SEARCH

BUZZER
VOLUME

SKIP (R)MRK
EVENT

MON CONTROL
FOR R

PREROLL TIME

POSTROLL TIME

SHOW START

USERS BITS

01 1-05

01 1-06

01 1-07

01 1-08

01 1-09

01 1-10

01 1-11

01 1-12

OFFのときは、STILLボタンを押してから、ダイヤルの操作をし
ます。
ONのときは、ダイヤルを回転させると、選択されているVTRが
自動的にサーチモードになります。

エラーのときや、[MARK IN/OUT] ボタンを押したときに、鳴ら
すブザーの音量を調整します。
[LOUD] 最大の音量 [LOW] 最小の音量
[MIDDLE] 中間の音量 [SILENT] 鳴らしません。

マルチイベント編集をするとき、編集済みイベントも再度編集す
るか設定します。
[ON] 編集が完了したイベントをスキップして編集します。
[OFF] 編集が完了したイベントも編集します。
[参考] 編集済みイベントは、モニター表示でイベント番号の後ろ

に｢R｣のマークが表示されます。

編集状態でないとき、レコーダーVTRの出力制御を設定します。
[ON] VTRソース選択部で[P1/AUX1]～[P4/AUX4]を選択す

ると、レコーダーＶＴＲをEEモードにします。レコーダー
側モニターで、ソース選択したVTRの画像・音声をモニタ
ーすることができます。

[OFF] VTRソース選択部の状態にかかわらず、レコーダー側モニ
ターは、レコーダーVTRのみのモニターをします。

[注意] FUNCTIONをLIMITEDに設定しているときは、[OFF] に
設定します。

調相などを行うために、テープを IN点から余分に巻戻す時間 (プ
リロールタイム) [秒単位] を設定します。通常はAUTOに設定し
ます。
[参考] 編集時のプリロールタイムはSET UPのVTR CONSTANT

での設定値により制限されることがあります。AUTOは編
集するVTRの組み合わせや、CFのON/OFF等の条件で自
動的にプリロールタイムを決めます。

自動編集やプレビュー、レビューを行ったときに、テープを編集
動作完了後から止めるまでの時間 (ポストロールタイム) を設定し
ます。
[参考] ポストロール時間は、設定値より多少長くなることがあり

ます。

編集するプログラムのトータルタイムを計算するために計算を開
始する、スタート時刻を設定します。この設定を行わないときは、
EDLの最初のイベントに登録されたレコーダー IN点を基準として
トータルタイムを計算します。[C ]ボタンを押すと未設定
(UNDEFINED) になります。(未設定時、レコーダータイム表示部
には --:--:--:-- と表示)

レコーダーに記録するタイムコード内のユーザーズビットを設定
します。0～Fの16進数で8つの桁を設定することができます。
A～Fの入力には [SHIFT+1]～[SHIFT+6] ボタンを押してくださ
い。

は初期設定(工場出荷時)の値です。
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24H
＋/－10H

OFF
ON

512
256x2

OFF
ON

R/P
R
OFF

AG-A850
CMX340

システムのSET UP
システムのセットアップ（SYSTEM CONTROL）

00
01

00
01

00
01

00
01

00
01
02

00
01

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

CTL DISPLAY

KEEP EDL

MULT EDL

OVERFLOWED EDIT

AUTO TAG

EDL FORMAT

01 1-13

01 1-14

01 1-15

01 1-16

01 1-17

01 1-18

表示時間の選択がCTLのとき、その表示範囲を設定します。
[24H] 00:00:00:00～23:59:59:29(24)
[＋/－10H] －9:59:59:29(24)～14:00:00:00

（カッコ内の数字はPALの場合）
[注意] [＋/－10H]にし、オーディオスプリットやGPIを設定する

とき、マイナスのタイムコードは入力できません。また、
すでに設定されている編集点を変更するときも、マイナス
のタイムコードを入力すると設定されているタイムコード
に対して修正処理を行います。

電源を切った後も、EDLメモリーの編集データを残したいとき、
ON にします。データは3日間バックアップ可能です。
(2時間以上連続通電した場合)

EDLメモリーを連続した512イベントで使用するか256イベン
トの2リスト分とするか設定します。
[512] 最大512イベントのデータを登録し、一度に連続編集や

リストマネージメント操作ができます。
[256x2]最大 256イベントのデータを2リスト登録できます。

各々のリストは [CHAGE EDL (ENTER+EVENT)] ボタ
ンで切り換えることができ、別々に連続編集やリストマ
ネージメント操作ができます。

[注意] この設定を変更すると、EDLメモリーは初期化されます。

512イベント以上の編集データを登録するときの処理モードを選
択します。
[OFF] “EDL OVERFLOW” のエラーとなり、新しいイベントはこ

れ以上登録されません。[LIST] にて不要なイベントを消去
してから追加登録してください。

[ON] 登録されているイベントのうちで、はじめに登録したイベ
ントから順に消去し、それに変わって新しいイベントを登
録します。

[FS] ボタンを押して、編集データをEDLメモリーに登録し、次
のイベントに移るとき、前のイベントの編集OUT点をニューイベ
ントの編集 IN点に自動設定します。
[R/P] プレーヤーとレコーダーの IN点を前のイベントにつながる

ように、計算して自動設定します。
[R] レコーダーの IN点のみを前のイベントにつながるように、

計算して自動設定します。
[OFF] 自動設定を行いません。

RS－232C端子を使用して、コンピューターなどの外部機器に、
EDLデータを出力するときの、データフォーマットを選択します。
各フォーマットについては、データ管理（DUMP、LOAD）をご
覧ください。

は初期設定(工場出荷時)の値です。
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コネクターパネルのRS-422端子 (PORT-A～PORT-G) に接続
する機器を設定します。それぞれの設定には、レコーダー、プレ
ーヤー（P1～P4)、ビデオスイッチャー、オーディオミキサーが
選択できます。
また各プレーヤーは、設定をレコーダーのスレーブ［P1
（SLAVE）～P4 (SLAVE）］とすることで、レコーダーと同一の
編集動作をさせることができます。これにより、同時に複数のテ
ープを記録することが可能です。スレーブ設定できるプレーヤー
は最大２台までです。
初期設定（工場出荷時）
PORT-A : 04 [R] PORT-D : 02 [P3
PORT-B : 00 [P1] PORT-E : 03 [P4]
PORT-C : 01 [P2] PORT-F : 80 [SW'ER]

PORT-G : 81 [MIXER]
[注意] PORT-GはSW’ERとMIXERのみ設定可能です。

RS-422端子 (PORT-A～PORT-G) および補助ソース (AUX1
～AUX4) とビデオスイッチャーの入力チャンネルの関係を設定
します。また、[C]ボタンを押すと未設定(NONE)になります。
（未設定時、レコーダータイム表示部 には FF と表示）
初期設定（工場出荷時）
PORT-A : NONE PORT-D : 03 AUX1 : 05
PORT-B : 01 PORT-E : 04 AUX2 : 06
PORT-C : 02 PORT-F : NONE AUX3 : 07

PORT-G : NONE AUX4 : 00

RS-422端子 (PORT-A～PORT-G) および補助ソース (AUX1
～AUX4) とオーディオミキサーの入力チャンネルの関係を設定
します。[C] ボタンを押すと未設定 (NONE) になります。オーデ
ィオミキサーの外部入力端子にオーディオ出力を接続したときに
は、外部設定[EXT]に設定してください。（未設定時はレコーダー
タイム表示部にはFFと表示、外部設定時はFE と表示）
初期設定（工場出荷時）
PORT-A : EXT PORT-D : 03 AUX1 : 05
PORT-B : 01 PORT-E : 04 AUX2 : 06
PORT-C : 02 PORT-F : NONE AUX3 : 07

PORT-G : NONE AUX4 : 00

NONEまたは 00～16

NONE, EXT
または 00～16

P1
P2
P3
P4
R
P1(SLAVE)
P2(SLAVE)
P3(SLAVE)
P4(SLAVE)
SW'ER
MIXER
NONE

00
01
02
03
04
10
11
12
13
80
81
FF

付
録
A
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ム
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定
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ポートのSET UP
ポートのセットアップ（PORT/CROSS POINT）

は初期設定(工場出荷時)の値です。

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

PORT STATUS
PORT-A
PORT-B
PORT-C
PORT-D
PORT-E
PORT-F
PORT-G

SW’ER CROSS POINT
PORT-A
PORT-B
PORT-C
PORT-D
PORT-E
PORT-F
PORT-G
AUX1
AUX2
AUX3
AUX4

MIXER CROSSPOINT
PORT-A
PORT-B
PORT-C
PORT-D
PORT-E
PORT-F
PORT-G
AUX1
AUX2
AUX3
AUX4

02 1-01
02 1-02
02 1-03
02 1-04
02 1-05
02 1-06
02 1-07

02 2-01
02 2-02
02 2-03
02 2-04
02 2-05
02 2-06
02 2-07
02 2-08
02 2-09
02 2-10
02 2-11

02 3-01
02 3-02
02 3-03
02 3-04
02 3-05
02 3-06
02 3-07
02 3-08
02 3-09
02 3-10
02 3-11
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WJ-MX50
GVG-100
DFS-500
AS-D700
BVS-3000
KM-3000
VPS-300

OFF
ON

EE
FULL

OFF
GPI1

PAM-300
MXP-S390
DESAM200

SW’ER/MIXERのSET UP
SW’ER/MIXERのセットアップ (SW’ER/MIXER CONTROL)

00
01
02
03
04
05
06

00
01

00
01

00
01

00
01
02

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

SW’ER SELECT

SW’ER SNAPSHOT

SW’ER PVW MODE

SW’ER DSK MODE

MIXER SELECT

03 1-01

03 1-02

03 1-03

03 1-04

03 1-05

使用するビデオスイッチャーの機種を設定します。
[注意] KM-3000, VPS-300を接続したときは、先にビデオスイ

ッチャーの電源を入れ、次にAG-A850の電源を入れてく
ださい。

ビデオスイッチャーにDFS-500を使用しているとき、スナップ
ショットをコントロールするかどうか設定します。
SET UPのFUNCTIONが簡易操作モード (LIMITED) のときは、
設定にかかわらずコントロールしません。
[ON] コントロールします。
[OFF] コントロールしません。
[注意] コントロールできるイベント番号は、１から99までです。

自動編集やプレビュー、レビューのとき、ビデオスイッチャーの
動作を設定します。
[EE] レコーダーVTRのビデオ出力でモニターするときに指定

します。
[FULL] レコーダーVTRのビデオ出力をビデオスイッチャーに入

力して、ビデオスイッチャーのPGM OUTでモニターす
るとき設定します。
レコーダーVTRにもTBCが必要です。

[参考] レコーダーVTRのビデオ／オーディオ出力のみでモニタ
ー す る と き は [EE]に 設 定 し 、 SET UP の MON
CONTROL FOR R をONにしてください。

[注意] ・フレームシンクロナイザーが各入力ごとにないビデオス
イッチャー (WJ-MX50, DFS-500など) は [EE] で使
用してください。
・[FULL] に設定すると、プレビュー中 編集モード設定部
([V], [A1], [A2]) のボタンは機能しません。

ビデオスイッチャーにWJ-MX50/GVG-100を使用していると
き、DSKのフェードイン／アウトのタイミングをコントロールす
るかどうか設定します。
[OFF] コントロールしません。
[GPI1] GPI1の設定に従ってコントロールします。DSKのトラン

ジション時間は、ビデオスイッチャー側で設定します。
[参考] AG-A850とビデオスイッチャーは9Pリモートコントロ

ールケーブルのみで接続してください。GPIのケーブル接
続は必要ありません。

[注意] ビデオスイッチャーがワイプやディゾルブの効果を行って
いるときDSKのフェードイン／アウトを設定すると、正
常に動作しないときがあります。

使用するオーディオミキサーの機種を設定します。オーディオミ
キサー本体にESAMⅡまたはESAMⅡ-EXTENDEDに対応した
シリアルコントロール機能がないときは、オーディオミキサーの
オプションのシリアルインターフェースボードなどが必要になり
ます。詳しくは、「VTR・スイッチャーの設定」をご覧ください。

は初期設定(工場出荷時)の値です。
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LINE
PVW
MIX
PARA

EE
LINE
PVW
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SW’ER/MIXERのSET UP
SW’ER/MIXERのセットアップ (SW’ER/MIXER CONTROL)

PVW MODEの設定と動作

ビデオスイッチャー（PGMバス）の動作

自動編集やプレビュー、レビュー時のビデオスイッチャーやオーディオミキサーの動作は次のようになります。

プレビュー

自動編集

レビュー

EE

図1

図1

図3

FULL

図2

図2

図3

オーディオミキサー（ライン出力バス）の動作 オーディオミキサー（プレビューバス）の動作

プレビュー

自動編集

レビュー

EE/PVW

図1

図1

図3

LINE

図2

図2

図3

プレビュー

自動編集

レビュー

EE/LINE

制御しない

制御しない

制御しない

PVW

図2

図2

図3

図1

図2

PREROLL点

EFF EFF EFF SOURCE

R

R R R SOURCE

EFF R SOURCE

IN点 OUT点 POSTROLL点

図3

PREROLL点

EFF : FROM または TO SOURCE
R : レコーダー
SOURCE: ＶＴＲソース選択部で指定したソース

IN点 OUT点 POSTROLL点

は初期設定(工場出荷時)の値です。

00
01
02
03

00
01
02

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

MIXER MON MODE

MIXER PVW MODE

03 1-06

03 1-07

VTRソース選択部を操作したときの動作を設定します。
[LINE] オーディオミキサーのライン出力でモニターするとき設定

します。
[PVW] オーディオミキサーのプレビューバスで信号を切り換える

とき設定します。
[MIX] オーディオミキサーのライン出力バスとプレビューバスと

で信号を切り換えるとき設定します。
・[R]ボタンを押したときは、プレビューバスへ信号が切
り換わります。
・[P1/AUX1]～[P4/AUX4]ボタンを押したときは、ラ
イン出力ヘ信号が切り換わります。

[PARA] オーディオミキサーのライン出力バスとプレビューバスの
両方で信号を切り換えるとき設定します。

[参考] ・レコーダーＶＴＲのビデオ／オーディオ出力でモニター
するときは [LINE]に設定し、SET UP の MON
CONTROL FOR R をON にしてください。
・オーディオミキサーでモニターするときは、レコーダー
VTRのオーディオ出力をオーディオミキサーに入力して
ください。

[注意] オーディオミキサーの機種により、プレビューバスが制御
できないことがあります。

自動編集やプレビュー、レビュー時のオーディオミキサーの動作
を設定します。
[EE] レコーダーＶＴＲのオーディオ出力でモニターするときに

指定します
[LINE] レコーダーＶＴＲのオーディオ出力をオーディオミキサー

に入力して、オーディオミキサーのライン出力でモニター
するとき設定します。

[PVW] レコーダーＶＴＲのオーディオ出力をオーディオミキサー
に入力して、オーディオミキサーのプレビューバスで信号
を切り換えるとき設定します。

[注意] [LINE][PVW] に設定すると、プレビュー中 編集モード設
定部（[V], [A1], [A2]）のボタンは動作しません。
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UNDEFIND
REC IN
REC OUT
EFFECT
REC TALLY
SRC SELECT

00
01
02
03
04
05

00:00～±59:29 (NTSC)
00:00～±59:24 (PAL)

00:00～±59:29 (NTSC)
00:00～±59:24 (PAL)

GPI・サーチダイヤルのSET UP
GPIのセットアップ（GPI CONTROL）

サーチダイヤルのセットアップ（DIAL CONTROL）

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

GPI1 REF

GPI1 TIMING

GPI2 REF

GPI2 TIMING

04 1-01

04 1-02

04 1-03

04 1-04

GPI1端子へ信号を出力するタイミングの基準点を設定します。各
イベントでのGPI1の設定が優先されます。
［UNDEFINED］トリガー信号を出力しません。
[REC IN] レコーダーの IN点
[REC OUT] レコーダーのOUT点
[EFFECT] スイッチャーの効果の開始点
[REC TALLY] 編集中、レコーダー IN点～OUT点の間（記録中）

出力します。
[SRC SELECT]ソースVTRにP1を選択している間出力します。

GPI1端子へ信号を出力するタイミングを、基準点からの相対時間
で設定します。+10 と設定すれば基準点から１０フレーム後
に 、 -200 と 設 定 す れ ば 、 基 準 点 か ら ２ 秒 前 に ト リ
ガー信号を出力します。GPI1 REFでREC TALLYを設定した場
合は、IN点のみ設定します。
（レコーダータイム表示部には“＋”のとき“d”、“－”のとき
“A”と表示）

GPI2端子へ信号を出力するタイミングの基準点を設定します。
[UNDEFIND] トリガー信号を出力しません。
[REC IN] レコーダーの IN点
[REC OUT] レコーダーのOUT点
[EFFECT] スイッチャーの効果の開始点
[REC TALLY] 編集中、レコーダー IN点～OUT点の間（記録

中）出力します。
[SRC SELECT]ソースVTRにP1を選択している間出力します。

GPI2端子へ信号を出力するタイミングを、基準点からの相対時間
で設定します。(GPI1 TIMING参照)

は初期設定(工場出荷時)の値です。

x16
x32
x60
x100
FF

x16
x32
x60
x100
REW

00
01
02
03
04

00
01
02
03
04

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

SHTL FWD SPEED

SHTL REV SPEED

05 1-01

05 1-02

SHTLモードでの正方向の最大スピードを設定します。
[x16] 最大スピードを16倍速にします。
[x32] 最大スピードを32倍速にします。
[x60] 最大スピードを60倍速にします。
[x100]最大スピードを100倍速にします。
[FF] 最大スピードをＦＦ（早送り）にします。
[注意] VTRの機能で制限される場合があります。

SHTLモードでの逆方向の最大スピードを設定します。
[x16] 最大スピードを16倍速にします。
[x32] 最大スピードを32倍速にします。
[x60] 最大スピードを60倍速にします。
[x100]最大スピードを100倍速にします。
[REW] 最大スピードをREW（巻き戻し）にします。
[注意] VTRの機能で制限される場合があります。

00
01
02
03
04
05

UNDEFINED
REC IN
REC OUT
EFFECT
REC TALLY
SRC SELECT
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サーチダイヤル・画面表示のSET UP
サーチダイヤルのセットアップ（DIAL CONTROL）

画面表示のセットアップ（DISPLAY CONTROL）

付
録
A

は初期設定(工場出荷時)の値です。

x1
x2
x3

x1
x2
x3

00
01
02

00
01
02

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

JOG FWD SPEED

JOG REV SPEED

05 1-03

05 1-04

JOGモードでの正方向の最大スピードを設定します。
[x1] 最大スピードを1倍速にします。
[x2] 最大スピードを2倍速にします。
[x3] 最大スピードを3倍速にします。

JOGモードでの逆方向の最大スピードを設定します。
[x1] 最大スピードを1倍速にします。
[x2] 最大スピードを2倍速にします。
[x3] 最大スピードを3倍速にします。

BLACK
BLUE

00
01
02
03
04
05
06

00
01
02
03
04
05
06

NON INTERLACE
INTERLACE

AUTO
STATUS
EDIT DATA
MON IN

00
01

00
01
02
03
04
05
06

00
01
02
03
04
05
06

00
01

00
01
02
03

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

COLOR

H-POSITION

V-POSITION

SCAN

DFLT MODE

06 1-01

06 1-02

06 1-03

06 1-04

06 1-05

ステータスなどを表示するモニター画面の背景色を設定します。
[BLACK]背景色に黒色の画面を選択します。
[BLUE] 背景色に青色の画面を選択します。

ステータス表示などの水平方向の表示位置を設定します。
No.を大きくするに従って、文字は画面の右方向へ移動します。

ステータス表示などの垂直方向の表示位置を設定します。
No.を大きくするに従って、文字は画面の下方向へ移動します。

ステータスなどのモニター画面の表示モードを設定します。
[NON INTERLACE]

ノンインターレスで表示します。
標準TV信号ではありませんが、文字のチラツキをなくすこ
とができます。モニターの機種により障害が出ることもあ
り、そのときは [INTERLACE] に設定してください。

[INTERLACE]
インターレスで表示します。

電源投入時のモニター画面の表示内容を設定します。
[AUTO] 編集時はMON IN端子に入力された映像信号を出力

し、それ以外のときはステータスを表示します。
[STATUS] VTRのステータスや編集 IN点, OUT点, DURを表

示します。
[EDIT DATA] 常に編集 IN点, OUT点, DURの設定値を表示しま

す。
[MON IN] MON IN端子に入力された映像信号を出力します。
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システムの拡張SET UP
システムの拡張セットアップ（ENH SYSTEM CONTROL）

は初期設定(工場出荷時)の値です。

NTSC
PAL

OFF
ON 

OFF
ON

00
01

00
01

00
01

OFF
EDIT
EDIT/FS

OFF
ON

00
01
02

00
01

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

TV SYSTEM

EDIT RETRY

COPY ORIGINAL TC

REACTION TIME

DVE DELAY

AUTO DUMP EDL

SPECIAL SLOW EDIT

11 1-01

11 1-02

11 1-03

11 1-04

11 1-05

11 1-06

11 1-07

VTRなど接続するシステムの信号方式を選択します。
[NTSC] NTSC方式(30 ﾌﾚｰﾑ)を選択します。
[PAL] PAL/SECAM方式(25 ﾌﾚｰﾑ)を選択します。
[注意] システムの信号方式を変更したときは、EDLメモリーを

初期化し（47ページ参照）、次のSET UP、CONFIGを
再設定してください。
[SET UPモード]
・SYSTEM CONTROL - COLOR FRAMING

SHOW START
・GPI CONTROL - GPI1 TIMING

GPI2 TIMING
・VTR CONSTANT - PREROLL TIME

CF LOCK MODE
[CONFIGモード]
・CF PHASE

SYNC GRADEで設定した編集精度で調相ができないときの動作
を設定します。
[OFF] 編集を中止します。
[ON] 編集をやり直します。3回失敗したときは、編集を中止し

ます。

オリジナルテープのタイムコードをそのまま記録させたいときに、
O N に し ま す 。 こ の 機 能 を 使 用 す る と き は 、 ソ ー ス
ＶＴＲのTC OUT端子とレコーダーＶＴＲのTC IN端子を接続
し、レコーダーＶＴＲのTC INT/EXT SELECTはEXT (外部入
力) にします。またレコーダーＶＴＲはCTLで使用します。

テープの再生映像 (PLAY) を見ながら、[MARK IN/OUT] ボタン
を押したときに、発生する操作の遅れをフレーム単位で補正しま
す。

DVEやビデオスイッチャーにより映像信号が遅延するとき、その
遅延量をフレーム単位で設定します。

編集を実行したときやデータを変更したときに、編集データを
RS-232C端子から外部機器に出力するか設定します
[OFF] 自動で編集データを出力しません。
[EDIT] 自動編集をするたびに、実行した編集データを出力しま

す。
[EDIT/FS] 自動編集をするか、データ変更をして[CORCT], [FS]

ボタンを押したとき、編集データを出力します。
[注意] 自動で編集データを出力したとき、[END OF FILE]のコー

ド出力は行いません。

スロー編集時の動作を設定します。
[OFF] 従来と同じスロー編集を行います。

編集精度は保証されません。
[ON] プレーヤーVTRを編集 IN点までは標準スピードで再生し、

編集 IN点の数フレーム後にスロー再生させます。
従来のスロー編集に比べ、編集精度が向上します。

00～03～63

00～03
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VTRが必要とする最小限のプリロール時間（秒：フレーム）を設
定します。SYSTEM CONTROL の項目の PREROLL TIMEで
この設定よりも短いプリロール時間を設定しても、こちらが優先
されます。

編集タイミング(EDIT ON/OFF コマンドを送出してから実際に
VTRが記録動作を始めるまでの遅れ)をフレーム単位で設定しま
す。

EEタイミング（FULL 又は SELECT EE ON/OFFコマンドを送
出してから、実際にVTRがEE動作を始めるまでの遅れ）をフレ
ーム単位で設定します。

調相時に、タイムコードの連続性が何フレーム継続したら確定デ
ータとして処理するかフレーム単位で設定します。

VTRがSTOP状態のとき、PLAYコマンドを受け付けてから動
作するまでの遅延時間をフレーム単位で設定します。

調相時に、VTRのテープスピードを減速してタイムコードが一致
した後 PLAYモードに戻すタイミングをフレーム単位で設定しま
す。

調相時に、VTRのテープスピードを加速してタイムコードが一致
した後 PLAYモードに戻すタイミングをフレーム単位で設定しま
す。

VTRを自動認識させるとき

特定のVTRと同じ制御をさせるとき
（疑似設定）

VTR CONSTANT DATAを個別に設
定するとき （個別設定）

DEVICE TYPEの設定値

‘FF FF’

特定VTRのVTR ID

‘FF FE’

VTRの拡張SET UP

シ
ス
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ム
設
定
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覧

付
録
A

VTRの拡張セットアップ（VTR CONSTANT）
この項目のデータは“00”～“FF”の範囲で設定できます。通常はデバイスタイプにより、ＶＴＲの機種を自動認識し、
最適制御を行いますので、設定を変更する必要はありません。A～Fの入力には [SHIFT+1]～[SHIFT+6] ボタンを押
してください。項目番号の上3桁目は設定するポートにより変わります。

ポートＡ:12 1-xx ポートＢ:12 2-xx ポートＣ:12 3-xx
ポートＣ:12 4-xx ポートＥ:12 5-xx ポートＦ:12 6-xx

＊個別設定が生じた場合は、当社営業また
はサービス窓口へお問い合わせください。

は初期設定(工場出荷時)の値です。

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No.

機　　能　　説　　明

DEVICE TYPE12 x-01 通常、ＶＴＲの機種は自動認識しますので‘FF FF’のまま変更
する必要がありません。自動認識できないＶＴＲは個別設定‘FF
FE’にしPREROLL TIME ～ MODEL の VTR CONSTANT
DATA を設定する必要があります。

00 00～FF FF

PREROLL TIME

EDIT DELAY

EE DELAY

TC READ DELAY

START DELAY

A SYNC DELAY－

A SYNC DELAY＋

12 x-02

12 x-03

12 x-04

12 x-05

12 x-06

12 x-07

12 x-08

00:00～05:00～59:29
(NTSC)

00:00～05:00～59:24
(PAL)

00～06～99

00～06～99

00～03～99

00～05～99

00～99

00～03～99
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1～7

00～99

2FIELD
4FIELD
8FIELD
（NTSCモード）

2FIELD
4FIELD
8FIELD
（PALモード）

VOID
VALID

SHTL
FF/REW

30s
40s
50s
1m
2m
3m
5m
10m

STS
STS/TM

SHTL
VAR

VTRの拡張SET UP
VTRの拡張セットアップ（VTR CONSTANT）

は初期設定(工場出荷時)の値です。

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

CF LOCK MODE

CF LOCK STSTUS

SERVO DELAY

MAX CUE-UP SPD

SELF CUE-UP TIME

CUE-UP CHECK 1

CUE-UP CHECK 2

STILL CHECK

SHTL LOW SPEED

12 x-09

12 x-10

12 x-11

12 x-12

12 x-13

12 x-14

12 x-15

12 x-16

12 x-17

VTRの機能としてサポートしている最大フレーミングを設定しま
す。
[2FIELD] 2フィールドロック

([NTSC]: S-VHS, [PAL]: AG-7700, AG-7600など)
[4FIELD] 4フィールドロック

([NTSC]: DVCPRO, D3, D5, MII, [PAL]: S-VHSなど)
[8FIELD] 8フィールドロック

([NTSC]: なし, [PAL]: DVCPRO, D3, D5, MIIなど)
[参考] カラーフレーミング編集は、ここでの設定と SYSTEM

CONTROLの項目の COLOR FRAMING の設定とでコン
トロールされます。

VTRからのCFステータスを有効とするか無効とするか設定しま
す。
[VOID] CFステータスが無効
[VALID] CFステータスか有効

調相開始タイミングをフレーム単位で設定します。‘00’に設定
するとサーボロック後に調相を開始します。通常は‘00’に設定
します。

GO TOやPREROLLなどの頭出しをするときの、最大速度を設
定します。
[SHTL] SHTLの最大速を使用します。
[FF/REW] FF/REWを使用します。

VTR自身による頭出し（CUE-UP WITH DATAによる頭出し）
を行う範囲を秒 [s] または分 [m] 単位で設定します。設定の範囲
より離れているときは、AG-A850が頭出しを行います。

目標値がここで設定したフレーム数以上離れているとき、GO TO
や PREROLL などの頭出し動作を行います。

頭出しの完了条件を設定します。
[STS] VTRからのステータスのみで判定します。
[STS/TM] VTRからのステータスと時間で判定します。

スロー編集時、VTRがSTILLモードとする最少のスピードをパー
セント単位で設定します。

サーチダイヤルをSHTLモードで操作するとき、使用するコマン
ドを設定します。
[SHTL] SHTLコマンドを使います。通常はこの設定にします。
[VAR] 高速時はSHTLコマンド、低速時はVARコマンドを使い

ます。D3 VTRやD5 VTRはこの設定にします。

1～7

00
01
02

00
01
02

00
01

00
01

00
01
02
03
04
05
06
07

00
01

00
01
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VTRの拡張SET UP
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ム
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VTRの拡張セットアップ（VTR CONSTANT）

付
録
A

は初期設定(工場出荷時)の値です。

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

HEAD SELECT 
R-VTR

HEAD SELECT
P-VTR

EDIT PRESET COM

MODEL

MODE

CUE CNTRL (ASMBL)

CUE CNTRL (V)

CUE CNTRL (A1)

CUE CNTRL (A2)

CUE CNTRL (A3)

CUE CNTRL (A4)

2 x-18

12 x-19

12 x-20

12 x-21

12 x-22

12 x-23

12 x-24

12 x-25

12 x-26

12 x-27

12 x-28

編集時レコーダーＶＴＲに出力する HEAD SELECTコマンドを
設定します。
[NO] HEAD SELECTコマンド出力しません。
[PB] PB HEADを選択します。
[R/P] R/P HEADを選択します。通常はこの設定にします。

編集時プレーヤーＶＴＲに出力する HEAD SELECTコマンドを
設定します
[NO] HEAD SELECTコマンド出力しません。
[PB] PB HEADを選択します。通常はこの設定にします。

EDIT PRESETコマンドデータのバイト数を設定します。
[1BYTE] 1バイトのデータを使用します。オーディオトラックを

2チャンネルもつＶＴＲはこの設定にします。
[2BYTE] 2バイトのデータを使用します。オーディオトラックを

4チャンネルもつVTRやDVCPROはこの設定にしま
す。

接続している機種特有の制御を設定します。
[VTR] 通常はこの設定にします。
[LQ-4100] LQ-4100特有の制御を行います。
[LQ-D5500] LQ-D5500特有の制御を行います。

バックアップメモリーの設定内容が消えたときの [TC SOURCE]
のデフォルト値を設定します。
(71ページ：CONFIGモード参照)
通常は、“00”に設定してください。
00：LTC/VITC 01：LTC 02：VITC

編集時、編集モードごとにキューオーディオトラックの記録を有
効にするか設定します。複数の編集モードを選択したとき、その
中にここで ON した編集モードが含まれていれば、キューオーデ
ィオの記録を行います。
[ON] その編集モードが選択されているとき、キューオーディオ

を記録します。
[OFF] その編集モードが選択されているとき、キューオーディオ

を記録しません。
[設定例]
・AJ-D750でオーディオの記録を行ったとき、キューオーディ
オも記録したいときには、次の様に設定してください。

ASMBL, A1, A2 : ON
V, A3, A4 : OFF

・AJ-D750でキューオーディオの記録を個別で選択したいとき
には、次の様に設定してください。

ASMBL, A3 : ON 
V, A1, A2, A4 : OFF
(キューオーディオの選択は[A3]ボタンを使用します。)

[注意] キューオーディオトラックがあり、2 バイトの EDIT
PRESETコマンドが使用できるVTR (DVCPRO, D3, D5
など)でのみ、ここでの設定が有効になります。DEVICE
TYPE が個別設定になっているときは EDIT PRESET
COMを2BYTEに設定してください。

NO
PB
R/P

NO
PB

1BYTE
2BYTE

VTR
LQ-4100
LQ-D5500

OFF
ON

00
01
02

00
01

00
01

00
01
02

00
01

00～FF
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SW’ER/MIXERの拡張SET UP
SW’ER/MIXERの拡張セットアップ（SW’ER/MIXER PROTOCOL）

は初期設定(工場出荷時)の値です。

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

SW’ER PROTOCOL
MODE 

SW’ER PROTOCOL
BAUDRATE

SW’ER PROTOCOL
CHAR. LENGTH

SW’ER PROTOCOL
STOP BIT

SW’ER PROTOCOL
PARITY

MIXER PROTOCOL 
MODE

MIXER PROTOCOL 
BAUDRATE

MIXER PROTOCOL 
CHAR. LENGTH

MIXER PROTOCOL 
STOP BIT

MIXER PROTOCOL 
PARITY

13 1-01

13 1-02

13 1-03

13 1-04

13 1-05

13 2-01

13 2-02

13 2-03

13 2-04

13 2-05

[AUTO] ビデオスイッチャーを制御する通信プロトコルを、標
準の設定にします。

[MANUAL] BAUDRATE 以降の SW’ER PROTOCOL DATA が
有効になります。

ビデオスイッチャー制御の通信速度 (bit/s) を設定します。

ビデオスイッチャー制御のデータ長を設定します

ビデオスイッチャー制御のストップビット長を設定します。

ビデオスイッチャー制御のパリティチェックを設定します。

[AUTO] オーディオミキサーを制御する通信プロトコルを、標
準の設定にします。

[MANUAL] BAUDRATE 以降の MIXER PROTOCOL DATAが
有効になります。

オーディオミキサー制御の通信速度(bit/s)を設定します。

オーディオミキサー制御のデータ長を設定します。

オーディオミキサー制御のストップビット長を設定します。

オーディオミキサー制御のパリティチェックを設定します。

AUTO
MANUAL

38400
19200
9600
4800
2400
1200

8bit
7bit

2bit
1bit

NONE
EVEN
ODD

AUTO
MANUAL

38400
19200
9600
4800
2400
1200

8bit
7bit

2bit
1bit

NONE
EVEN
ODD

00
01

00
01
02
03
04
05

00
01

00
01

00
01
02

00
01

00
01
02
03
04
05

00
01

00
01

00
01
02
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RS-232Cの拡張SET UP
RS-232C関係の関係の拡張セットアップ（RS-232C PROTOCOL）

は初期設定(工場出荷時)の値です。

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

BAUDRATE

CHAR. LENGTH

STOP BIT

PARITY

FLOW CONTROL

TX TIME OUT

RX TIME OUT

14 1-01

14 1-02

14 1-03

14 1-04

14 1-05

14 1-06

14 1-07

EDLデータ通信の通信速度 (bit/s) を設定します

EDLデータ通信のデータ長を設定します。
[注意] 7 bitでの受信はできません。

EDLデータ通信のストップビット長を設定します。

EDLデータ通信のパリティチェックを設定します。

EDLデータ通信のフロー制御の有無を設定します。

ONにすると、EDLデータを送信するとき外部機器が５秒以内に
受信状態にならないと、通信を強制的に終了します。OFFにする
とタイムアウト処理を行いません。FLOW CONTROL が
RTS/CTSのときのみ有効です。

ONにすると、EDLデータを受信するとき外部機器から５秒以内
にデータが送られてこないと、通信を強制的に終了します。OFF
にするとタイムアウト処理を行いません。

38400
19200
9600
4800
2400
1200

8bit
7bit

2bit
1bit

NONE
EVEN
ODD

NONE
RTS/CTS

OFF
ON

OFF
ON

00
01
02
03
04
05

00
01

00
01

00
01
02

00
01

00
01

00
01
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GPI・ブザーの拡張SET UP
GPIの拡張セットアップ（ENH. GPI CONTROL）

ブザーの拡張セットアップ（BUZZER）
設　定　値

画 面 表 示
項　　　目

No. 画 面 表 示No.
機　　能　　説　　明

EDIT IN/OUT

MARK KEY

WARNING

ERROR

16 1-01

16 1-02

16 1-03

16 1-04

自動編集やプレビュー、レビューを行ったときに、IN/OUT点で
ブザーを鳴らすか選択します。

[MARK IN/OUT] などのMARKボタンを押したとき、ブザーを
鳴らすか選択します。

ワーニング（警告）が発生したとき、ブザーを鳴らすか選択しま
す。

エラーが発生したとき、ブザーを鳴らすか選択します。

は初期設定(工場出荷時)の値です。

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

GPI1 CONTROL
LOGIC

GPI1 CONTROL
PULSE WIDTH

GPI1 CONTROL
START FIELD

GPI1 CONTROL
START TIMING

GPI2 CONTROL
LOGIC

GPI2 CONTROL
PULSE WIDTH

GPI2 CONTROL
START FIELD

GPI2 CONTROL
START TIMING

15 1-01

15 1-02

15 1-03

15 1-04

15 1-05

15 1-06

15 1-07

15 1-08

GPI1端子の出力信号極性を設定します。
[NEGATIVE] 待機時 : HIGH レベル 動作時 : LOW レベル
[POSITIVE] 待機時 : LOW レベル 動作時 : HIGH レベル

GPI1端子の出力パルス幅(フレーム)を設定します。

GPI1端子の出力開始フィールドを設定します。
[FIRST] 第一フィールドから出力開始をします。
[SECOND] 第二フィールドから出力開始をします。

GPI1端子に接続された機器が、トリガー信号を受けてから動作を
開始するまでの時間(フレーム)を設定します。

GPI2端子の出力信号極性を設定します。
[NEGATIVE] 待機時 : HIGH レベル 動作時 : LOW レベル
[POSITIVE] 待機時 : LOW レベル 動作時 : HIGH レベル

GPI2端子の出力パルス幅(フレーム)を設定します。

GPI2端子の出力開始フィールドを設定します。
[[FIRST] 第一フィールドから出力開始をします。
[SECOND] 第二フィールドから出力開始をします。

GPI2端子に接続された機器が、トリガー信号を受けてから動作を
開始するまでの時間(フレーム)を設定します。

NEGATIVE
POSITIVE

FIRST
SECOND

NEGATIVE
POSITIVE

FIRST
SECOND

00
01

00
01

00
01

00
01

00～03～63

01～63

00～03～63

01～63

OFF
ON

OFF
ON

OFF
ON

OFF
ON

00
01

00
01

00
01

00
01
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CONFIG
CONFIGモード
項目番号の上1桁目は設定するVTRにより変わります。

P1 : P1-1 P2 : P2-1 P4 : P3-1 P4 : P4-1 R = r -1

設　定　値
画 面 表 示

項　　　目
No. 画 面 表 示No.

機　　能　　説　　明

TC SOURCE

CF PHASE

× - 01

× - 02

VTRの時間表示にタイムコードを使用するとき、タイムコードの
種類を選択します。
[LTC] LTCを使用します。
[VITC] VITCを使用します。
[LTC/VITC] テープスピードに応じてLTCとVITCを自動的に切り

換えて使用します。

ビデオ信号とタイムコードとのカラーフレーム位相差を補正しま
す。SET UPのCOLOR FRAMINGがONでCF REF.が TIME
CODEのとき、この設定を基準として編集を行います。
(NTSCモード)
[A] 補正は行いません。ビデオ信号のフレームAとタイムコード
の 偶数フレームをロックさせます。

[B] 180°の補正を行います。ビデオ信号のフレームBとタイム
コードの偶数フレームをロックさせます。

(PALモード)
[1] 補正は行いません。EBUの規格にそって、ビデオ信号とタイ
ムコードをロックさせます。

[2] 補正を行います。ビデオ信号の第2フレームを第1フレーム
としてタイムコードにロックさせます。

[3] 補正を行います。ビデオ信号の第3フレームを第1フレーム
としてタイムコードにロックさせます。

[4] 補正を行います。ビデオ信号の第4フレームを第1フレーム
としてタイムコードにロックさせます。

[注意] VHS (PAL) で記録したテープは、カラーフレーム位相差
が特定できません。従って、CF REF. はTIME CODEに設
定しないでください。

は初期設定(工場出荷時)の値です。

LTC
VITC
LTC/VITC

A
B

(NTSCモード)

1
2
3
4

(PALモード)

00
01
02

01
02

01
02
03
04
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キー機能一覧

1.[SHIFT] ボタンの下（数値入力部は中

央）に表示している機能を使うとき、こ

のボタンを押しながら操作します。

1. [PLAY] 選択しているVTRのテープを再生

します。ランプは点灯します。

2. [STB OFF (SHIFT+PLAY)] 選択してい

るVTRが停止しているときに押すと、スタ

ンバイオフの状態にします。停止していない

状態で押してもスタンバイオフになるVTR

もあります。ランプは点滅します。

1. [STILL] 選択しているVTRのテープを、

静止します。ランプは点灯します。

2. [STOP (SHIFT+STILL)] 選択している

VTRのテープを停止します。ランプは点滅し

ます。

1. [REW] 選択しているVTRのテープを、巻

き戻します。ランプは点灯します。

2. [EJECT (SHIFT+REW)] 選択している

VTRのテープをVTRから取り出します。ラ

ンプは点滅します。

3. [ALL REW (ENTER+REW)] すべての

VTRのテープを巻き戻します。ランプは点灯

します。

1. [FF] 選択しているVTRのテープを早送り

します。ランプは点灯します。

2. [VAR/SHTL (SHIFT+FF)] 選択している

VTRが、SHTLモードのときＶＡＲモード

にします。もう一度押すとSHTLモードに戻

ります。（プレーヤー操作部のみ）

3. [ALL EJECT (ENTER+FF)] [ENTER] ボ

タンを押しながら、レコーダー操作部の［FF］

ボタンを押すと、すべてのVTRのテープを

取り出します。

1. [MARK IN] 選択しているVTRのタイムコ

ードを読みとって編集の IN点を設定します。

2. [MARK IN SPLIT (SHIFT+MARK IN)]

選択しているVTRのタイムコードを読み取

って、オーディオスプリット編集での、オー

ディオ IN点を設定します。

1. [MARK OUT] 選択しているVTRのタイム

コードを読みとって編集のＯＵＴ点を設定し

ます。

2. [MARK OUT SPLIT (SHIFT+MARK OUT)]

選択しているVTRのタイムコードを、読み

取ってオーディオスプリット編集でのオーデ

ィオOUT点を設定します。

1. [P1, P2, P3, P4] プレーヤー操作部

でコントロールするVTRを選択します。

[R]ボタンのランプが点灯しているとき

は、[R]ボタンを押す前に選んでいたプ

レーヤーVTRをプレーヤー操作部でコ

ントロールできます。

[IN] [OUT] [DUR] [FROM] [TO]

[SPLIT] [SPEED] [GPI] [GOTO]ボタ

ンにより、編集データを設定したり制御

するときも、このボタンで選択された

VTR対象になります。

2. [SHIFT+P1, P2, P3, P4] 補助ソー

ス（AUX）１～４を選択します。[IN]

[OUT] [DUR] [FROM] [TO] [SPLIT]

[GPI]ボタンにより編集データを設定す

るとき、このボタンで選択した補助ソー

スが対象になります。

1. [R] [IN] [OUT] [DUR] [SPLIT]

[GPI] [GOTO] ボタンにより、レコー

ダーVTRに対して編集データを設定し

たり制御するとき、選択します。

1. [REC] 押している間、レコーダー

VTRを EEモードにします。レコーダ

ーVTRに接続されたモニターに入力映

像・音声が出力されます。VTRの機種

や設定、静止や再生などの状態により、

EEモードにならないこともあります。

2. [REC+PLAY] このボタンを押しながら

レコーダー操作部の［PLAY］ボタンを

押すとレコーダー VTR が録画を始め

（手動記録）、ランプが点灯します。

3. [ENTER+REC+PLAY] [ENTER] ボ

タンとこのボタンを押しながらプレーヤ

ー操作部の［PLAY］ボタンを押すと

VTR／ソース選択キーで選ばれている

プレーヤーVTRが録画を始め、ランプ

が点灯します。

特殊キー

ＶＴＲ／ソース選択キー

SHIFT

P 1 P 2

P 3 P 4

R

ＶＴＲ制御キー

REC

PLAY

STILL

REW

FF

MARK
IN

MARK
OUT
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キー機能一覧

1. [ASMBL] アッセンブル編集を行うとき、こ

のボタンを押して点灯させます。もう

一度押すと、消灯しアッセンブルが解除されま

す。すでにインサート編集を設定しているとき

は、インサートを解除してからボタンを押して

ください。

2. [1st. ED (SHIFT＋ASMBL)] ファースト

エディットを行うとき、このボタンを押して、

ランプを点滅させます。もう一度押すと解除さ

れます。

1. [V] インサート編集時、ビデオ信号を選択し

ます。[A1] [A2] [A3] [A4]と重複して選択で

きますが、アッセンブル編集やTCインサート

編集を設定しているときは解除してからボタン

を押してください。

2. [TC (SHIFT+V)] タイムコード（LTC）を

インサート記録（TCインサート編集）すると

き、このボタンを押して点灯させます。アッセ

ンブル編集や、他のインサート編集を設定して

いるときは、解除してからボタンを押してくだ

さい。

1. [A1] インサート編集時、オーディオチャン

ネル１の信号を選択します。[V] [A2] [A3]

[A4] と重複して選択できますが、アッセンブ

ル編集やＴＣインサート編集を設定していると

きは、解除してからボタンを押してください。

2. [A3 (SHIFT+A1)] インサート編集時、オ

ーディオチャンネル３の信号を選択します。

[V] [A1] [A2] [A4] と重複して選択できます

が、アッセンブル編集やTCインサート編集を

設定しているときは、解除してからボタンを押

してください。

1. [A2] インサート編集時、オーディオチャン

ネル２の信号を選択します。[V] [A1] [A3]

[A4] と重複して選択できますが、アッセンブ

ル編集やＴＣインサート編集を設定していると

きは、解除してからボタンを押してください。

編集モード設定キー

自動編集操作キー

付
録
B
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ASMBL

V

A 1

GO TO

PRE-
VIEW

A 2

2. [A4 (SHIFT+A2)] インサート編集時、オ

ーディオチャンネル４の信号を選択します。

[V] [A1] [A2] [A3]と重複して選択できます

が、アッセンブル編集やTCインサート編集を

設定しているときは、解除してからボタンを押

してください。

[参考1] VHS (S－VHS) フォーマットのVTR

は、オーディオチャンネル２をタイムコ

ード用 (LTC) のトラックとして使用で

きます。タイムコードとして使用してい

るときは、オーディオチャンネル２の信

号をインサート編集できません。

[参考2] オーディオチャンネル3・4のインサー

ト編集は、D3やD5フォーマットなど

オーディオトラックを4チャンネル持っ

たVTRを、レコーダーVTRに使用する

とき有効になります。

1. [GO TO] 編集 IN点が設定されているとき、

その位置にテープを頭出しします。

2. [GO TO OUT (SHIFT+GO TO)] 編集OUT

点が設定されているとき、その位置にテープを

頭出しします。

3. [PREROLL (ENTER+GO TO)] 編集 IN点

が設定されているとき、プリロール位置にテー

プを頭出しします。

レコーダーの編集 IN点が無いときは、自動的

に設定します。

4. [時間⇒GO TO] 数値入力キーで頭出しした

いタイムコードを入力し、[GO TO]ボタンを

押します。

1. [PREVIEW] 編集のリハーサルを行うとき押

します。編集データが登録済みで、VTRがコ

ントロールできる必要があります。

2. [PREVIEW (SHIFT+PREVIEW)] 編集の結

果を確認するとき押します。表示しているイベ

ントがニューイベントでないときは、そのイベ

ントでREVIEWし、ニューイベントなら前の

イベントのREVIEWをします。

3. [SYNC PREVIEW (ENTER+PREVIEW)]

編集のリハーサルを行うとき押します。リハー

サル中、レコーダーVTRの出力は常にテープ

の信号となり、外部入力に切り換わりません。
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編集点設定キー

AUTO EDIT
/END

ALL STOP

DUR

IN

OUT

1. [IN] 押している間、編集 IN点の表示を行

います。

2. [時間⇒ IN] 数値入力キーでタイムコードを

入力し[IN]ボタンを押すと、編集 IN点を設定

します。

3. [IN⇒時間⇒ENTER] [IN]ボタンを押した

あと、数値入力キーでタイムコードを入力し

[ENTER] ボタンを押すと、編集 IN点を設定

します。

4. [IN⇒C⇒ENTER] 編集 IN点を取り消し

ます。

5. [LAST X (SHIFT+IN)] 一度修正した編集

点を元に戻すとき押します。

1. [OUT] 押している間、編集OUT点の表示

を行います。

2. [時間⇒OUT] 数値入力キーでタイムコード

を入力し [OUT] ボタンを押すと、編集OUT

点を設定します。

3. [OUT⇒時間⇒ENTER] [OUT]ボタンを押

したあと、数値入力キーでタイムコードを入

力し、[ENTER]ボタンを押すと、編集OUT

点を設定します。

4. [OUT⇒C⇒ENTER] 編集OUT点を取り

消します。

5. [LAST ED (SHIFT+OUT)] 最後にプレビ

ュー編集したデータに戻すとき押します。

1. [DUR] 押している間、デュレーションの表

示を行います。

2. [時間⇒DUR] 数値入力キーでタイムコード

を入力し[DUR]ボタンを押すと、デュレーシ

ョンを設定します。

3. [DUR⇒時間⇒ENTER] [DUR]ボタンを押

したあと数値入力キーでタイムコードを入力し

[ENTER]ボタンを押すと、デュレーションを

設定します。

4. [DUR⇒C⇒ENTER] デュレーションを取

り消します。

5. [TOTAL (SHIFT+DUR)] レコーダータイム

表示部に編集の合計時間を表示します。通常

（SET UPのSHOW STARTが未登録時）は、

EDLメモリーの最初のイベントに設定した編

集データのレコーダーＩＮ点をスタート時間と

して計算します。SET UPのSHOW START

でスタート時間を設定することもできます。

6. [LAP (ENTER+DUR)] 押している間ラップ

時間を表示します。

[参考1] 編集点のタイムコードは、次の様な方法で入力で

きます。

1. フレーム単位で入力する。

[F／TC]ボタンを押して“Ｆ”を表示させます。

2. 入力しているタイムコードを消す。

[C] ボタンを押します。

3. 設定しているタイムコードを加減する。

タイムコードを増やしたいときは、[＋] ボタンを、

減らしたいときは、[ー] ボタンを押して、加減する

数値を入力します。[＋]ボタンを押すと、SERVO

のランプが、[ー]ボタンを押すと、TCのランプが点

滅します。

[参考2] 編集データの表示のときの、タイムコード右端に

表示される' . 'について

・ 何も表示しない：[MARK IN] や [IN] などで設定し

た編集点です。

・“ . ”が点灯 ：他の編集点より、自動計算したタ

イムコードです。

・“ . ”が点滅 ：タイムトラックで管理された、タ

イムコードです。

1. [AUTO EDIT/END] 表示中のイベン

トだけを自動編集するとき押します。編

集データが登録済みでVTRがコントロ

ールできる必要があります。 編集OUT

点を設定せずに自動編集を実行し、この

ボタンを押すと、その点を編集OUT点

に自動設定して編集を終了します。ニュ

ーイベントで自動編集を行うと自動的に

次のイベントに移ります。

2. [PROGRAM EDIT (SHIFT+AUTO EDIT/END)]

表示中のイベント以降を連続して自動編

集 (マルチイベント編集) をするとき押

します。

ニューイベントの編集は行いません。

1. [ALL STOP] すべてのVTRを停止さ

せます。編集 (PREVIEW, EDIT,

REVIEW, GOTO) 中や通信 (DUMP,

LOAD) 中に押すとその動作を中止しま

す。

11：54：27：08 . 
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編集設定キー

150 .  
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EVENT

TRANS

PATTRN

1. [EVENT ⇒イベント番号⇒ ENTER] すでに

登録したイベント番号を呼び出すとき押しま

す。[EVENT]ボタンを押したあと呼び出すイ

ベント番号を入力し[ENTER]ボタンを押して

ください。

2. [EVENT⇒＋⇒ENTER] ニューイベントを

呼び出します。

3. [EVENT⇒ー⇒ENTER] 最初のイベントを

呼び出します。

4. [EVENT⇒9⇒9⇒9⇒9⇒SHIFT+ENTER]

すべてのイベントの編集データを消去します。

5. [CHANGE EDL (ENTER+EVENT)] SET

UPのMULT EDLが“256×2”になってい

るとき、編集操作を行うEDLのリストを切り

換えます。

1. [TRANS] A／Bロール編集のとき押してい

る間、中央の表示部にトランジション時間を表

示します。上２桁は秒を、下２桁はフレームを

示します。

2. [TRANS⇒時間⇒ENTER] A／Bロール編

集時にトランジション時間を設定するとき、

[TRANS]ボタンを押したあとタイムコードを

入力し、[ENTER]ボタンを押してください。

フレーム単位で入力するときは、[F／ TC]ボ

タンを押して“F”を表示させます。

3. [TRANS⇒C⇒ENTER] A／Bロール編集

のとき、トランジション時間を１秒にします。

4. [FROM (SHIFT+TRANS) ⇒ソース] CUT

編集のソースやA／Bロール編集のFROMソ

ースを選択するとき、[FROM] ボタンを押し

たあとVTR／ソース選択キー（P1～P4、

AUX1～AUX4）を押します。

5. [AUDIO TRANS (ENTER+TRANS)] オー

ディオのトランジション時間を単独で表示・設

定するとき使用します。設定の方法はTRANS

と同じです。オーディオミキサーを接続してい

るときのみ有効になります。

秒 ﾌﾚｰﾑ

  3 . 10

1. [PATTRN] A／Bロール編集のとき押して

いる間、中央の表示部にパターン番号を表示し

ます。エフェクトがディゾルブのときは“０”、

ワイプのときは'０'以外を表示します。またリ

バースパターンは、パターン番の右側に“ . ”

を表示します。

2. [PATTRN⇒パターン番号⇒ENTER]

A／Bロール編集時にパターン番号を設定す

るとき、[PATTRN]ボタンを押したあとパタ

ーン番号を入力し、[ENTER]ボタンを押しま

す。リバースパターンを設定するときは、[ー]

ボタンを押してパターン番号の右側に“ . ”を

表示させます。

3. [PATTRN⇒C⇒ENTER] A／Bロール編

集のとき、エフェクトにディゾルブを設定しま

す。

4. [TO (SHIFT+PATTRN)⇒ソース] A／B

ロール編集の TO ソースを選択するとき、

[TO] ボタンを押したあと、VTR／ソース選択

キー（P1～P4, AUX1～AUX4）を押しま

す。

[参考] FROMソース、TOソース

カット編集時のソースは、VTR／ソース選

択キーで選択します。またA／Bロール編

集時は、最初に編集点を設定したソースを

FROMソースとして、次に編集点を設定し

たソースをTOソースとして設定します。

[FROM] [TO]ボタンは、編集点を決める

前にソースを決めるときや、変更するとき

に使用します。
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A/B

SPLIT

SPEED

IN側の
オーディオスプリット

OUT側の
オーディオスプリット

ﾀｲﾑｺｰﾄ ﾞ ﾀｲﾑｺｰﾄ ﾞ基準VTR

10:12:35:11 Ｐ1 Ｐ2  01:34:17:21

1. [SPEED] VTR／ソース選択キーが [P1～

P4] のとき、押している間、スロー編集時の

初期スピードをプレーヤータイム表示部に表示

します。VTR／ソース選択キーが初期スピー

ドを設定していないソースになっているとき

は、何も表示しません。

2. [SPEED⇒初期スピード⇒ENTER] スロー

編集を行うとき、初期スピードを設定します。

[SPEED]ボタンを押したあと、初期スピード

を通常速度が100％として数値入力キーで入

力し、[ENTER]ボタンを押してください。な

お初期スピードは、－100％～300％の範

囲で設定できます。

3. [SPEED⇒C⇒ENTER] 初期スピードを通

常の再生速度に戻します。

4. [MRK-SPD (SHIFT+SPEED)] スロー編集

を行うとき、初期スピードを設定します。

[VAR/SHTL]ボタンを押してプレーヤー操作

部のダイヤルをＶＡＲモードにし、ダイヤルを

回転させて、任意のスピードにしたあと、この

ボタンを押してください。

VTRがPLAYしているときに押すと、初期ス

ピードは取り消されます。

・“Ａ”または“ｄ”の表示と４桁までのタイム

コードを表示

編集点を基準にスプリット量を設定していま

す。編集点を変更すると、スプリット量はその

ままでオーディオの編集点も変わります。

オーディオの IN（OUT）点を２

秒遅くします。

オーディオの IN（OUT）点を２

０フレーム早くします。

[参考2] 設定できるスプリット量は、± 59 秒

29フレーム (NTSC) [±59秒24フレ

ーム (PAL)]までです。

A 20

d 2：00

1. [A/B] A／Bロール編集を行うとき押して点

灯させます。もう一度押して消灯させると、

CUT編集モードになります。FROMソースと

TOソースを交換するときは、［A/B］ボタン

を2回押してください。

2. [SYNC (SHIFT+A/B)] シンクロール編集

を行うとき、押して点滅させます。

1. [SPLIT] 押している間、オーディオスプリッ

トを表示します。オーディオ スプリットが設

定されると、編集 IN点はビデオの IN点となり、

オーディオの IN点をずらして編集をします。

2. [SPLIT⇒時間⇒ENTER] オーディオスプリ

ット編集を行うとき、オーディオ IN点をタイ

ムコードで設定します。

3. [SPLIT⇒＋⇒スプリット量⇒ENTER]

オーディオの IN点をビデオの IN点より後ろに

ずらして編集を行うときに、スプリット量を設

定します。

4. [SPLIT⇒ー⇒スプリット量⇒ENTER]

オーディオの IN点をビデオの IN点より前にず

らして編集を行うときに、スプリット量を設定

します。

5. [SPLIT⇒C⇒ENTER] オーディオスプリ

ット編集を取り消します。

6. [OUT SPLIT (SHIFT+SPLIT)] OUT側の

オーディオスプリットを表示・設定するとき使

用します。設定の方法はSPLITと同じです。

[参考1] SPLIT 時の表示は設定された状態によ

り、次のように表示します。

・8桁のタイムコードを表示

VTRのタイムコードで設定しています。基準

となるVTRは中央の表示部に表示されます。

編集点を変更しても、スプリット量が変わりオ

ーディオの編集点はそのままになります。
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1. [GPI] 押している間、GPI1の設定時間を表

示します。GPI1は、各イベントごとに、トリ

ガー信号を出力する時間を２カ所まで決められ

ます。設定された時間が１カ所のときはプレー

ヤータイム表示部に、２カ所設定されるとプレ

ーヤータイム表示部とレコーダータイム表示部

に、その時間を表示します。

2. [GPI⇒時間⇒ENTER] GPIをタイムコード

で設定します。

[参考1] GPI時の表示は設定された状態により次

のような表示を行います。

・8桁のタイムコードを表示

VTRのタイムコードで設定しています。基準と

なるVTRは、中央の表示部に表示されます。

・“Fi”や“to”などの文字と4桁までのタイム

コードを表示

編集点を基準とする相対時間で設定していま

す。編集点を変更しても相対時間はそのままに

保ちます。

3. [GPI⇒＋⇒相対時間⇒ENTER]

編集開始点、エフェクト点、編集終了点を基準

に、GPIを基準点より遅らせて出力するように

設定します。

4. [GPI⇒ー⇒相対時間⇒ENTER]

編集開始点、エフェクト点、編集終了点を基準

に、GPIを基準点より早く出力するように設定

します。

5. [MRK-GPI (SHIFT+GPI)] 選択している

VTRのタイムコードを読みとって、GPIの出

力時間を設定します。

[参考2] GP I の出力の基準となる編集点は、

VTR／ソース選択キーの状態と、[＋]ま

たは［ー］ボタンを押した回数により選

択できます。なお、次の表示例は［＋］

ボタンを押したときのものです。

・レコーダーのとき、

REC INとの相対時間での設定

REC OUTからの相対時間での設定

タイムコードでの設定

・ＦＲＯＭソースのとき、

FROM INからの相対時間での設定

FROM OUTからの相対時間での設定

タイムコードでの設定

・ＴＯソースのとき、

TO INからの相対時間

TO OUTからの相対時間

タイムコードでの設定
××:××:××:××

Ｔｏ　ｄ××:××

Ｔｉ　ｄ××:××

××:××:××:××

Ｆｏ　ｄ××:××

Ｆｉ　ｄ××:××

××:××:××:××

ｒｏ　ｄ××:××

ｒｉ　ｄ××:××
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1カ所目のGPI 2カ所目のGPI

ﾀｲﾑｺｰﾄ ﾞ ﾀｲﾑｺｰﾄ ﾞ基準VTR

GPI
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1. [0] 編集データを設定するときなど、数値の

入力に使用します。

2. [DISP (SHIFT+0)] モニター出力に、ステ

ータス表示するか、MONITOR IN端子に入力

された映像を表示するかを、切り換えます。

3. [STATUS DISP (ENTER+0)] モニター出

力にステータスを表示しているとき、その表示

内容を切り換えます。

1. [1] 編集データを設定するときなど、数値の

入力に使用します。

2. [DUMP (SHIFT+1)⇒ENTER] パーソナル

コンピューターなどの外部機器へ、編集データ

(EDL)を転送します。出力フォーマットは、

SET UPメニューのEDL FORMATで指定し

ます。

3. [DUMP (SHIFT+1)⇒1⇒ENTER]

AG-A850 フォーマットで、編集データ

（EDL）を転送します。

4. [DUMP (SHIFT+1)⇒2⇒ENTER]

CMX340フォーマットで、編集データ（EDL）

を転送します。

5. [DUMP (SHIFT+1)⇒3⇒ENTER]

SET UPデータを転送します。

1. [2] 編集データを設定するときなど、数値の

入力に使用します。

2. [LOAD (SHIFT+2)⇒ENTER] パーソナル

コンピューターなどの外部機器から、編集デー

タを内部のＥＤＬメモリーに取り込みます。入

力できるフォーマットは、AG-A850および

AG-A800フォーマットと、CMX340フォー

マットです。SET UPデータの取り込みも行

えます。

1. [3] 編集データを設定するときなど、数値の

入力に使用します。

2. [T SET (SHIFT+3)⇒時間⇒ENTER]

TCインサート編集や手動記録の、TCの初期

値を設定します。

1. [4] 編集データを設定するときなど、数値の

入力に使用します。

2. [LIST (SHIFT+4)] モニターに編集データ

を表示します。

3. [LIST (SHIFT+4)⇒機能選択⇒ENTER]

編集データの削除、移動、コピーなどリストマ

ネージメントを行うとき押します。くわしい操

作は、データ管理をご参照ください。

1. [5] 編集データを設定するときなど、数値の

入力に使用します。

2. [CORCT (SHIFT+5)] すでにEDLメモリ

ーに登録している編集データを変更するときに

押します。[FS] [BS] [EVENT] ボタンでイベ

ント番号を変更したときは、EDLメモリーに

登録済みの編集データは変更されません。

1. [6] 編集データを設定するときなど、数値の

入力に使用します。

2. [TRACK (SHIFT+6)] 前のイベントの編集

点との間でタイムトラックを行うとき押しま

す。

[参考1] [FS]ボタンを押したとき、自動的にタイ

ムトラックさせるには、SET UP の

AUTO TAGをR/Pにします。

1. [7] 編集データを設定するときなど、数値の

入力に使用します。

2. [SET UP (SHIFT+7)] SET UP操作を行う

とき押します。設定項目は付録Aのシステム

設定一覧をご覧ください。

1. [8] 編集データを設定するときなど、数値の

入力に使用します。

2. [CONFIG (SHIFT+8)] CONFIG操作を行

うとき押します。設定項目は付録Aのシステ

ム設定一覧をご覧ください。

数値入力キー

DISP

0

DUMP

1

LOAD

2

T SET

3

LIST

4

CORCT

5

TRACK

6

SET UP

7

CONFIG

8



79

キー機能一覧
1. [9] 編集データを設定するときなど、数値の

入力に使用します。

2. [INFO (SHIFT + 9)] レコーダータイム表示

部に、最後に起きたエラーコードを表示し、プ

レーヤータイム表示部に、ソフトウェアの管理

コードを表示します。エラー番号の詳細と対処

については、付録C のエラー番号一覧をご覧

ください。

1. [～] 編集データ（EDL）の削除や移動で、開

始・終了のイベント番号を入力するときに使用

します。

2. [F/TC (SHIFT +～)] 数値を入力するとき、

タームコードで入力するか、フレーム単位で入

力するかを切り換えます。

1. [＋] 編集データを設定するときなどに使用し

ます。

2. [FS (SHIFT +“＋”)] 次のイベントに変更

するとき押します。SET UPモードのときは、

ページを変更します。

3. [TRIM IN+ (IN +“＋”)] 設定されている

編集 IN点に１フレーム加えます。（トリミング）

4. [TRIM OUT+ (OUT +“＋”)] 設定されて

いる編集OUT点に１フレーム加えます。（ト

リミング）

5. [TRIM DUR + (DUR +“＋”)] 設定され

ているデュレーションに１フレーム加えます。

（トリミング）

1. [－] 編集データを設定するときなどに使用し

ます。

2. [BS (SHIFT +“ー”)] 前のイベントに変更

するとき押します。SET UPモードのときは、

ページを変更します。

3. [TRIM IN - (IN +“ー”)] 設定されている編

集 IN点を１フレーム減らします。（トリミング）

4. [TRIM OUT - (OUT +“ー”)] 設定されて

いる編集 OUT 点を１フレーム減らします。

（トリミング）

5. [TRIM DUR - (DUR +“ー”)] 設定されて

いるデュレーションを１フレーム減らします。

（トリミング）

ディスプレイ部のキー

1. [C] 編集データを取り消すときなどに使

用します。

2. [EXIT (SHIFT+C)] 編集点などのデー

タ入力を途中でやめるとき押します。SET

UPモードのときは、設定を破棄してモー

ドを終了します。

1. [ENTER] 編集データを設定するときな

ど に使用します。

2. [RETURN (SHIFT+ENTER)] 編集点な

どのデータ入力を途中でやめるとき、押し

ます。SET UP, CONFIGモードのときは、

設定を 確定してモードを終了します。

各VTRの時間表示内容を、タイムコードまた

はCTLに切り換えます。VTRにタイムコー

ドの機能がないときは、必ずCTLとなり、切

り換わりません。

CTLのとき、時間表示をリセットします。

編集時の調相精度を切り換えます。

・ＡＣＣＵＲＡＴＥ

±０フレームの調相を行います。

・±１

１フレームの調相を行います。

・ＲＯＵＧＨ

調相動作中に１度でも誤差がなくなれば、

それ以降調相をしません。編集精度は保証

されません。

・ＯＦＦ

調相動作を行いません。

編集精度は保証されません。

[参考] SET UPのCOLOR FRAMINGをON

に設定している場合、SYNC GRADE

設定を、ACCURATEや±１に設定し

ても、自動的にROUGHとして編集を

行います。

[注意] ACCURATE、±1、ROUGHに設定

したときは、REF. VIDEO IN端子に

外部基準信号を入力してください。

付
録
B

キ
ー
機
能
一
覧

INFO

9

F/TC

x

FS

G

BS

H

EXIT

C

ENTER

TC/CTL

RESET

SYNC GRADE
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エラー表示一覧
エラー表示一覧
[INFO (SHIFT+9)] ボタンを押すと、レコーダータイム表示部に、最後に起きたエラーコードまたは、警告コードを表
示します。またモニター表示の下２行には、次のようなメッセージを表示します。

・エラーメッセージ

エラーコード

Err 0000

Err 0001

Err 0002

Err 0003

Err 0004

Err 0005

Err 0006

Err 0007

Err 0008

Err 0009

Err 0010

Err 0011

Err 0012

モニター表示

NO ERROR

CANNOT
CHANGE MODE

TC ERROR

UNDEFINE IN
POINT

UNDEFINE OUT
POINT

INVAILD REC
POINT

UNDEFINE
SOURCE

EDIT DATA NOT
FOUND

CANNOT LAST
ED 

EVENT NOT
FOUND

EDL OVERFLOW

EDL READ
ERROR

EDL WRITE
ERROR

エ ラ ー の 内 容 ／ 処 置

電原ON以降にエラーは発
生していません。

編集モードの変更はできま
せん。アッセンブルモード、
インサートモード、TCイ
ンサートモードを切り換え
るには、編集モードを一度
解除してください。

入力されたタイムコードは
正しい値ではありません。

編集 IN 点が設定されてい
ないか誤りです。

編集OUT点が設定されて
いないか誤りです。

レコーダーVTRの編集 IN
点が、OUT点より大きい
値になっています。

ソースVTRが設定されて
いません。

［TRACK］にて、参照する
データがありません。

［LAST ED］にて、現在の
イベントNo. と記録されて
いるイベントNoとが異な
ります。

指定されたイベント No．
は登録されていません。

EDLメモリーが一杯です。

EDL データが壊れていま
す。このイベントのデータ
修正しました。

EDLデータが書き込めませ
ん。当社サービス窓口へご
相談ください。

エラーコード

Err 0013

Err 0099

Err 0101

Err 0102

Err 0103

Err 0104

Err 0105

Err 0106

Err 0107

モニター表示

INVALID SPLIT
POINT

OPERATE ERROR

VTR xx LOCAL

CANNOT READ
TC

CANNOT RECORD

TC JUMP
FOUND

CANNOT
CUEUP  xx

CANNOT
SYNCHRONIZE xx

CANNOT
EXECUTE xx 

エ ラ ー の 内 容 ／ 処 置

スプリットデータが正しい
値ではありません。

操作が間違っています。正
しく入力してください。

VTR xxがローカルになっ
ています。

ＶＴＲのタイムコードが読
めません。ＶＴＲとの接続
などを確認してください。
また、使用できる タイム
コード（LTCまたはVITC）
を調べ[CONFIG]で設定し
てください。

VTR に記録できません。
レコーダーＶＴＲが REC
INHI ON になっていない
か、またテープの爪が記録
禁止になっていないかを確
認してください。

ＶＴＲのＴＣが不連続にな
っています。

ＶＴＲ xx が頭出しできま
せん。ＶＴＲのＴＣが、不
連続になっている可能性が
あります。基準信号をＣＴ
Ｌに変更し再度編集点を設
定してください。

調相できません。ＶＴＲxx
を調べてください｡REF
VIDEOの未接続、ＴＣの不
連続、[SETUP]の VTRパ
ラメーターが合っていない、
CF PHASEが合っていな
いなどが、考えられます。
また、ＶＴＲの機種により、
編集精度を高くできないも
のもあり、そのときは編集
精度を下げてください。

編集できません。ＶＴＲxx
を調べてください｡

・警告メッセージERROR：
××××××××××××××　　

WARNING：
××××××××××××××
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エラー表示一覧

エ
ラ
ー
表
示
一
覧

警告番号一覧

ｴﾗｰｺｰﾄ ﾞ

Err 0108

Err 0109

Err 0110

Err 0111

Err 0112

Err 0113

Err 0199

Err 0201

モニター表示

CANNOT CF
EDIT

CANNOT
REVIEW

CANNOT RESET
TC

CANNOT
SWITCH TC

UNDEFINE
SOURCE

CANNOT FOUND
EVENT

CANNOT OPERATE

FORMAT ERROR

エ ラ ー の 内 容 ／ 処 置

カラーフレーム調相できま
せん。REF VIDEOの未接
続、ＴＣの不連続、[SET
UP]のＶＴＲパラメーター
が 合 っ て い な い 、 C F
PHASEが合っていないな
どが、考えられます。また、
ＶＴＲの機種により、カ
ラーフレーム編集できな
いものもあります。

編集データがないため、
[REVIEW]できません。

CTL以外では、RESETで
きません。

ＴＣに切り換えられませ
ん。ＶＴＲにＴＣ機能が
ないなどが考えられます。

スレーブ設定されたプレー
ヤーＶＴＲが、ソース
ＶＴＲに設定されているの
で編集できません

未編集のイベントが見つか
りません。

編集中にできない操作です。

[LOAD]しているデータに
誤りがあります。[LOAD]
可能なデータは、AG-A850
/ A800 フォーマットと、
CMX340フォーマットの
データのみです

ｴﾗｰｺｰﾄ ﾞ

Err 0202

Err 0203

Err 0299

モニター表示

RS232C
COMM ERROR

CANNOT
COMM

CANNOT
OPERATE

エ ラ ー の 内 容 ／ 処 置

[LOAD] [DUMP]すると
き、通信エラーが発生しま
した。外部機器の通信プロ
トコルや、接続を確認して
ください。接続が正常なと
きは両方の通信速度を遅く
してください。

[LOAD][DUMP]中に、外
部機器が応答しなくなりま
した。外部機器との、接続
を確認してください。

DUMP・LOAD中にでき
ない操作です。

警告ｺｰﾄ ﾞ

Err1001

Err1002

Err1003

Err1103

Err1104

Err1105

Err1202

モニター表示

UNDEFINE EDIT
MODE

OVERWRITE
EXECUTE

DIFFER FRAME
MODE

SW’ER COMM
ERROR

SW’ER LOCAL

CANNOT
EXECUTE xx

EDL OVER FLOW

警 告 の 内 容 ／ 処 置

編集モードが設定されてい
ません。

ＥＤＬメモリーに上書きに
しました。

レコーダーVTRのテープ
に記録されたタイムコード
と、AG-A850のシステム
設定とのフレームモードが
異なっています。一致させ
てください。

スイッチャーとの通信エ
ラーが発生しました。

スイッチャーがローカルに
なっています。

スレーブVTR xxが制御で
きません。
VTR xxを使用せずに、他
のVTRで編集を行います。

[LOAD]するとき、ＥＤＬ
メモリーが飽和しました。
[LOAD]できるイベント数
は512までです。

付
録
C
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S-VHS
AG-7750
7750H
7650
7650H

S-VHS
AG-DS850
DS840
DS555
DS545
DS550
DS540

1) 9P DEVICE TYPEをS-VHS IDにする。
SET UP MENU No. 3002 : S-VHS ID(01)

2) PLAY DELAYを0 FRAMEにする。
SET UP MENU No. 4003 : 0 FRAME(00)

3) TCを使用するときは、ポケット内のスイッチ
を INT, PRESET, FREE RUNにする。

(AG-7750(H)のみ)
4) LTCを使用するときは、ポケット内のスイッ
チをオーディオch2をLTCにする。

5) REMOTE OPERATIONを9Pにする。
SET UP MENU No. 3003 : 9P(00)

6) FRAME SERVOをONにする。
SET UP MENU No. 4005 : ON(01)

7) SHORT FFをONにする。
SET UP MENU No. 1007 : ON(01)

8) フロントのモードスイッチをPLAYER側は
PLAY, RECORDER側はEDITに設定する。

(AG-7750(H)のみ)
9) CONTROL SWをREMOTEにする。

1) 9P DEVICE TYPEをS-VHS IDにする。
SET UP MENU No. 5002 : S-VHS ID(01)

2) PLAY DELAYを0 FRAMEにする。
SET UP MENU No. 6004 : 0 FRAME(00)

3) TCを使用するときは INT,FREE RUNにす
る。
SET UP MENU No. 7001 : INT(00)
SET UP MENU No. 7002 : FREE RUN (02)
SET UP MENU No. 7007 : UB (02) 以外

(AG-DS850/DS555/DS550のみ)
4) LTCを使用するときは、オーディオ ch2を
LTCにする。
SET UP MENU No.3006 : LTC(01)

5) 調相するときは、DIGITAL SLOW SWを
OFFまたは1にする。

(AG-DS850/DS840のみ)
6) FRAME SERVOをONにする。

SET UP MENU No. 6005 : ON(01)
7) SHORT FFをONにする。

SET UP MENU No. 1006 : ON(01)
8) CONTROL SWをREMOTEにする。

VTR・スイッチャーの設定
当社VTRの設定

・設定の必要なスイッチが機器の内部にある場合に、お客様ご自身でカバー等をはずしてスイッチの変
更をされますと、感電や故障の原因となる恐れがあります。機器をお買い求めになられました販売店
か、当社サービス窓口にご相談ください。

［ご注意］
次のVTRはカラーフレーミング編集に制限があります。
NTSC:S-VHSフォーマットのVTRは、カラーフレーミング編集はできません。
PAL: S-VHSフォーマットのVTRは、8フィールドのカラーフレーミング編集はできません。

機　種 設　　定

MII
AU-660
650
640
630
620
60

MII
AU-W35H/R
W33H/R
W32H/R
655
66H
65(H)
63(H)
62(H)

DVCPRO
AJ-LT75

1) 9P DEVICE TYPEをM2 IDにする。
L6基板 SW3-5 : ON 

2) PLAY DELAYを0 FRAMEにする。
L6基板 SW5-1～4 : OFF

(AU-650/620を除く)
3) TCを使用するときは,INT,PRESET,FREE
RUNにする。 (AU-660/650/640のみ)

4) HEAD SWをPLAYER側は PLAY、
RECORDER側は R/Pに設定する。

(AU-660/650/640のみ)
5) CONTROL SWをREMOTEにする。
[注意] AU-650はカラーフレーミング編集がで

きません。

1) 9P DEVICE TYPEをM2 IDにする。
SETUP MENU No. 3004 : M2 ID (2)

2) TCを使用するときは、AU-F65を装着する。
(AU-66H/65(H)/63(H)/62(H)のみ)

3) TCを使用するときは、INT, PRESET, FREE
RUNにする。

(AU-W35H/665/66H/65(H)のみ)
4) HEAD SWをPLAYER側はPLAY、
RECORDER側はR/Pに設定する。

(AU-665/66Hのみ)
5) CONTROL SWをREMOTEにする。

1) ID SELをDVCPRO IDにする。
SET MENU No. 200 : DVCPRO (1)

(VTR1, 2ともに設定)
2) PLAY DELAYを設定する。

SET UP MENU No. 301 : 0 or 4
(VTR1：0 FRAMEに設定。VTR2：レコ
ーダーするときは4 FRAMEに、プレーヤ
ーにするときは0 FRAMEに設定する。

3) TCを使用するときは INT, PRESET, FREE
RUNにする。
SET UP MENU No. 507 : P-FREE (1)

(VTR2をレコーダーにするときのみ)
4) CONTROL SWをREMOTEにする。

機　種 設　　定
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DVCPRO
AJ-D750
D650
D640

D5/D3
AJ-D580
D350
D351
D360

1) ID SELをDVCPRO IDにする。
SETUP MENU No. 202 : DVCPRO (1)

2) PLAY DELAYを0 FRAMEにする。
SETUP MENU No. 106 : 0 FRAME (0)

3) 9P SELをONする。
SETUP MENU No. 201 : ON (1)

4) VAR RANGEを-4～+4にする。
SETUP MENU No. 300 : 1
本設定がないときは、
・VAR STEPをFINEにする。
SET UP MENU No. 316 : FINE (0)

・VAR FWD MAXを+4.1にする。
SET UP MENU No. 317 : +4.1 (0)

5) TCを使用するときは、INT, PRESET, FREE
RUNにする。
・フロントパネルのスイッチを INTにし、ポ
ケット内のスイッチを PRESET. FREE
RUNにする。 (AJ-D750のみ)
・ポケット内のスイッチを INTにする。

(AJ-D650のみ)
・SET UP MENU No. 504 : OFF (0)

(AJ-D650のみ)
・SET UP MENU No. 510 : FREE (1)

(AJ-D650のみ)
6) CONTROL SWをREMOTEにする。

1) 9P DEVICE IDをDEFAULTにする。
INTERFACE SETUP MENU : DEFAULT

2) RS-422制御モードを設定する。
INTERFACE SETUP MENU : MODE-1

3) TCを使用するときは、INT, PRESET, FREE
RUNにする。
TC/CHR MENU : INT, PRESET, FREE RUN

4) CONTROLをREMOTEにする。
HOME : REMOTE (AJ-D350/D351)
CONTROL SW : REMOTE (AJ-D580)

VTR・スイッチャーの設定
当社VTRの設定
機　種 設　　定

DISK
LQ-D5500

DISK
LQ-4100

1) DEVICE TYPEをLQ-D5500にする。
SETUP MENU No. 6-10 : LQ-D5500(0)

2) PLAY DELAYを0 FRAMEにする。
SETUP MENU No. 6-3 : 0 FRAME(0)

3) EDIT DELAYを3 FRAMEにする。
SETUP MENU No. 6-4 : 3 FRAME(3)

4) TCの設定を INT,PRESET,FREE RUNにす
る
SETUP MENU No. 4-1 : PRESET(0)
SETUP MENU No. 4-2 : FREE.  RUN(1)

5) CTLのモードを選択する。くわしい内容は、
LQ-D5500の取扱説明書をご覧ください。
SETUP MENU No. 5-6 : CTL(0)/ATC(1)

6) カラーフレーミング編集を行うときは
COLOR FRAMINGをONにする。
SETUP MENU No. 6-5 : ON(1)

7) スプリットモードを選択する。くわしい内容
は、LQ-D5500の取扱説明書をご覧くださ
い。
SETUP MENU No. 6-9 : ON(1)

8) CONTROLをREMOTEにする。

1) 9PDEVICE TYPEをLQ-4100にする。
SETUP MENU No. 1-4 : A0A1

2) EDIT TIMINGを5 FRAMEにする。
SETUP MENU No. 1-2 : 5 FRAME

3) PREROLL TIMEをAG-A850とあわせる。
SETUP MENU No. 1-1 : 5 SEC (標準)

4) CONTROLをREMOTEにする。
[注意]
・スレーブVTRとして使用できません。
・LQ-4100のソフトウェアのバージョンにより
動作しないことがあります。

機　種 設　　定

・設定の必要なスイッチが機器の内部にある場合に、お客様ご自身でカバー等をはずしてスイッチの変
更をされますと、感電や故障の原因となる恐れがあります。機器をお買い求めになられました販売店
か、当社サービス窓口にご相談ください。

当社DISKの設定

Ｖ
Ｔ
Ｒ
・
ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
の
設
定

付
録
Ｄ
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BR-S822
S622
S525

(SA-R22
含む)

BR-S800
(SA-K26
SA-R50
SA-N50
含む)

PR-D85
D80

・9PIN DEVICE TYPE IDをJVC SVHS-1に
する。
・VIDEO EDIT DELAYを8 FRAMEにする。
・AUDIO EDIT DELAYを8 FRAMEにする。
[注意] TCインサート編集はできません。

・9PIN DEVICE IDをJVC SVHS-1にする。
・VIDEO EDIT DELAYを8 FRAMEにする。
・AUDIO EDIT DELAYを8 FRAMEにする。
・SYNCHRNIZATIONをENABLEにする。
[注意]
・TCインサート編集はできません。
・ファーストエディット編集時、タイムコードは
設定できません。
・オーディオスプリット編集時、編集点がずれる
ことがあります。

・9PIN DEVICE IDをJVC D80にする。
・タイムコード設定は、INT, FREE, PRESET
にする。
[注意]
・アッセンブル編集、ファーストエディット編集
を行うと、編集終了後VTRが FF動作を行う
ことがあります。
・ソースVTRのスロー再生信号の品質により、
編集できないことがあります。
・カラーフレ－ミング編集はできません。

VTR・スイッチャーの設定
JVC社VTRの設定
機　種 主な設定 / AG-A850接続時注意点

BVU-800

BVU-950

EVO-9800

EVO-9850

PVW-2800
PVW-2650
PVW-2600

BVW-75

CTL編集のみ可能

・TCG/R別売 ･TCインサート編集不可
・T C スイッチ ( サブパネル ) は S R E V O
LOCK=INTに設定
・カラーフレーミング編集はプリロール時間を
10秒以上に設定

・調相不可 ･PLAYERのみ可 ･外部同期不可
・AG-A850 の REF. IN は EVO の VIDEO
OUTを接続
・レコーダーVTRのREF.INに入力しないレコ
ーダーVTRはインカムロックにする。
・SYNC SELECT : NORM (S-VHS)
・SYNC : AUTO (MII)

調相を失敗するときは、SYNC GRADEをおと
す。

TCを設定するときは、INT, PRESET, FREE
RUNにする。

TC を設定するときは必ず INT、PRESET、
FREE RUNにする。
カラーフレーミング編集はプリロール時間を10
秒以上に設定する。

機　種 主な設定 / AG-A850接続時注意点

SONY社VTRの設定

・設定の必要なスイッチが機器の内部にある場合に、お客様ご自身でカバー等をはずしてスイッチの変
更をされますと、感電や故障の原因となる恐れがあります。機器をお買い求めになられました販売店
か、機器メーカーにご相談ください。

・他社製品につきましては、仕様変更等によりここで記載した設定で動作しないことがあります。

上記以外の設定は、「システム設定」および、各VTRのマニ
ュアルをご覧ください。

上記以外の設定は、「システム設定」および、各VTRのマニ
ュアルをご覧ください。
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共　通

WJ-MX50

GVGモデル
100

DFS-500

DFS-300

KM-3000

1) AG-A850 の SET UP MENU“SW ’ER
SELECT”を、接続する機種に合わせる。

2) [EDITOR ENABLE] ボタンのある機種は、ラ
ンプを点灯させる。

3) フレームシンクロナイザーを内蔵するスイッ
チャーを使用するときは、機器に応じた遅延
フレームをAG-A850の SET UP MENU
“DVE DELAY”で設定する。

1) リアパネルのEDIT CONTROLスイッチを
RS422にする。

2) アナログ基板のスイッチを以下のように設定
する。

1) 067714 SIA基板のスイッチを以下のよう
に設定する。

S3 :“RS422”表示側
S4 :“38400”表示位置
S5 :“ON”側
S6 :“RS422”表示側

2) [EDITOR ENABLE]ボタンを押してランプを
点灯させる。

1) 編集機選択スイッチ (SY-172基板) をBVE-
900の位置にする。

2) AG-A850 の SET UP MENU“SW ’ER
PVW MODE”を“EE”にする。

1) 編集機選択スイッチ (SY-199基板) をPVE-
500の位置にする。

2) AG-A850 の SET UP MENU“SW ’ER
PVW MODE”を“EE”にする。

3) AG-A850 の SET UP MENU“SW ’ER
SELECT”を“DFS-500”にする。

1) CPU基板スイッチを以下のように設定する。

VTR・スイッチャーの設定
ビデオスイッチャーの設定
機　種 主な設定 / AG-A850接続時注意点

VPS-300 1) CPU基板DS2-7はOFF (初期設定) にする。
2) AG-A850 の SET UP MENU“SW ’ER
PVW MODE”を“EE”にする。

機　種 主な設定 / AG-A850接続時注意点

ビデオスイッチャーの設定

共　通

PAM-300
(PAM-300IF
含む)

MXP-S390

D/ESAM200

03D
(03DVEK
含む)

1) AG-A850 の SET UP MENU“MIXER
SELECT”を、接続する機種に合わせる。

2) システム (チャンネル数他) に合わせて、ミキ
サーの設定をする。

3) フェーダーレバー、LOCALスイッチ等を適
宣設定する。

1) PAM-300IFの設定を
38.4 Kbps. ODD, ESAM-Ⅱ,
フレームレート (NTSC : 30F, PAL : 25F)
にする。

2) EDITORスイッチを点灯させる。

1) MODEスイッチをEDITORにする。

1) 内部スイッチを38.4 Kbps. ODDに設定す
る。

2) EDIT I/Fスイッチを点灯させる。

1) AG-A850 の SET UP MENU“MIXER
SELECT”を“DESAM200”に設定する。

2) MIDI/HOSTページの
HOST INTERFACEをEDITOR
TO EDITORをENABLE
PARITY FLAGをODD
にする。

機　種 主な設定 / AG-A850接続時注意点

オーディオミキサーの設定

1 2 3 4 5 6 7 8
SW702 on off off off on off off off

・設定の必要なスイッチが機器の内部にある場合に、お客様ご自身でカバー等をはずしてスイッチの変
更をされますと、感電や故障の原因となる恐れがあります。機器をお買い求めになられました販売店
か、機器メーカーにご相談ください。

・他社製品につきましては、仕様変更等によりここで記載した設定で動作しないことがあります。

・GVGモデル100は、THE GRASS VALLEY GROUP社
の製品です。
・DFS-500/300は、SONY社の製品です。
・KM-3000はビクター社の製品です。
・VPS-300は朋栄社の製品です。

1 2 3 4 5 6 7 8
S1 off off on on off off off off
S2 off off off off off off off on

1 2 3 4 5 6 7 8
S3 on on on on on off off off
S4 off on on off off off off off

Ｖ
Ｔ
Ｒ
・
ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
の
設
定

付
録
Ｄ

上記以外の設定は、各オーディオミキサーのマニュアルをご覧
ください。
・PAM-300は朋栄社の製品です。
・MXP-S390は、SONY社の製品です。
・D/ESAM200はGRAHAM-PATTEN SYSTEM社の製品
です。
・03Dは、ヤマハ社の製品です。

上記以外の設定は、各ビデオスイッチャーのマニュアルをご覧
ください。



86

編集用語集

頭出し (Cue-up)
編集ＩＮ点やＯＵＴ点など、テープを特定の位置に移動させること。

アッセンブル編集 (Assemble)
何も信号の入っていないテープに、シーンを順序良くつないで編集

していく方法。映像、音声、タイムコード、コントロール信号（ＣＴ
Ｌ）などすべての信号が一度に記録される。まったくの生テープを用
いる場合には、最初にファーストエディットをする必要がある。(フ
ァーストエディット参照)

Ａ／Ｂロール編集 (A/B Roll Editing)
プレーヤーＶＴＲや補助ソースから、２つの信号を合成して行う編

集のこと。ワイプやディゾルブなど、映像的効果が高い編集が行える。

ＥＥ (Electric to Electric)
ＶＴＲに入力している（記録しようとしている）映像・音声信号を

そのままモニターに出力すること。また、その信号自身もＥＥという。

ＥＤＬ (Edit Decision List)
マルチイベント編集における、ソースやレコーダーのＩＮ／ＯＵＴ

点、エフェクトなどがリストになったデータをいう。

イベント (Event)
レコーダーが１回記録するときの編集動作を１イベントまたは１エ

ディットという。ＥＶＥＮＴボタンは、マルチイベント編集において
イベントナンバーを登録したり、呼び出したりするために用いる。

インサート編集 (Insert)
タイムコードおよびコントロール信号、(映像・音声信号)がすでに

記録されたマスター用テープに編集ＩＮ／ＯＵＴ点を決めて映像、音
声を個別にはめ込む編集方法。まったくの生テープに記録する場合に
は、ブラックバースト信号をあらかじめ記録（フォーマッティング）
してからインサート編集をする必要がある。

ＡＴ (Auto Tracking)
ノイズのないスロー、スチル、逆再生を行うための機構。この機能

を使った編集をスロー編集やＡＴ編集という。同様の機能をＤＴと呼
ぶこともある。

エディット (Edit)
レコーダーＶＴＲに編集ＩＮ／ＯＵＴ点を決めて映像、音声を記録

すること。また、その動作もエディットという。

ＮＴＳＣ (National Television System Committee)
カラーテレビジョン方式の１つで、１秒間は３０フレームで構成さ

れる。日本や米国、カナダなどで採用されている。

ＬＴＣ (Longitudinal Time Code)
テープの長手方向に記録するタイムコード。長所はＴＣインサート

編集で書き換えが可能なこと、短所はスチル／スロー再生など低速時
に読みとりできないことにある。

オートタグ (Auto Tag)
レコーダーＶＴＲやプレーヤーＶＴＲの編集ＯＵＴ点を、次のイベ

ントの編集ＩＮ点として自動的に設定する機能をいう。編集点設定を
順次行う場合に効率よく作業できる。

カット編集 (Cut Editing)
プレーヤーＶＴＲや補助ソースから、１つの信号をエフェクトなし

（単につなぐ）でレコーダーＶＴＲに記録する編集をいう。

カラーバー信号 (Color Bar Signal)
モニターの色相や彩度を調整するテスト信号。

カラーフレーム (Color frame)
ＮＴＳＣ信号ではカラーサブキャリアの位相が１フレームごとに

180 ゜反転しているため、水平同期との位相関係は２フレーム
（４フィールド）で一巡する。ＰＡＬ信号では１フレームごとに９０゜
回転しているため、４フレーム（８フィールド）で一巡する。この連
続性を保つためには、２フレーム（ＰＡＬでは４フレーム）を一組と
してまとめて取り扱う必要があり、これをカラーフレームという。ま
た、編集などでカラーフレームを崩さないようにすることをカラーフ
レーミングという。カラーフレーミングを無視して編集すると編集点
で映像がピクついたり（Ｈシフト）、ＰＡＬ信号では、映像がフラッ
シュしたりする。

ＧＯ ＴＯ
編集点や任意点の頭出しをワンタッチで行う機能をいう。

コントロール信号 (Control Signal, CTL)
テープの長手方向にヘッドドラムの回転位相を基に記録されるパル

ス信号で、サーボ系の基準信号になる。ＴＣ／ＣＴＬボタンでＣＴＬ
にしたとき、この信号をカウントした時間が表示される。

サーボロック (ServoLock)
ＶＴＲの再生時、サーボ系が安定し、良好な映像・音声得られた状

態をいう。編集システムでは、外部基準信号にフレーム同期した状態
になる。

アアアア行行行行

カカカカ行行行行

ササササ行行行行

オーバーフローエディット (Overflowed Edit)
記憶できるＥＤＬメモリーの容量を越えたときの処理モードで、

AG-A850は２つモードを持つ。１つは、登録されているイベント
中、最初に登録した順に消去し、新しいイベントを登録するようにな
っている。もう１つのモードでは、既に登録しているイベントを保護
するため新しいイベントが登録できないようになっている。

オグジュアリー［オックス］ (Auxiliay, AUX)
補助ソース。編集システムではコントローラが直接制御していない

映像または音声ソースをいう。一般的には、カメラやマイク等を用い
る。

オフライン編集 (Off Line Editing)
本編集の前に、オリジナルからコピーしたテープなどを用いて行う、
仮編集のこと。その目的は、オリジナルテープのダメージを避けるこ
とと、時間がかかる編集データ（ＥＤＬ）の作成作業をローコストの
システムで行い、本編集にかかるコストを抑えることにある。

オンライン編集 (On Line Editing)
オリジナル素材から実際に編集（記録）してマスターテープを作製

する本編集のこと。オフライン編集で作製した編集データ（ＥＤＬ）を
取り込んで行うこともある。
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編
集
用
語
集

ダンプ (Dump)
ＡＧ－Ａ８５０では、ＲＳ－２３２Ｃ端子を介して、編集データ

（ＥＤＬ）を外部機器に転送することをいう。

調相 Synchronization)
編集時、プレーヤーＶＴＲとレコーダーＶＴＲの編集ＩＮ点が一致

するように、プリロール位置から、編集ＩＮ点まで走行する間に再生
速度を調整する動作をいう。

テイク (Take)
ビデオスイッチャーなどで、映像の切り換えを行うこと。

ディゾルブ (Dissolve)
映像をオーバーラップさせて切り換える効果をいう。前の映像が薄

れていく中に後の映像が徐々に浮かび上がってくる。

デュレーション (Duration, DUR)
デュレーションタイムの略称。プレーヤーそれぞれ再生時間の長さ

や、１イベントの長さ、編集区間全体の長さなどを示す。

同ポジ編集 (Match Frame Editing)
同一のシーンを複数のイベントに分けて編集を行うとき、イベント

を分けた箇所で、シーンの連続性が保たれ、違和感のない映像を得る
編集をいう。カラーフレームを合わせることが必要である。

トランジション (Transition, TRANS)
トランジションタイムの略称。ワイプ、ディゾルブ等の効果におい

て、効果の開始から終了までの長さをいう。

トリミング (Trimming, TRIM)
編集点を設定した後に修正すること。プレビューした結果を見て、

元の編集点を前後に少しずつ動かすときなどに行う。

ドロップフレームモード (Drop Frame Mode, DF)
ＮＴＳＣ信号は、１秒は正確には２９．９７フレームで構成される

ため、３０フレームを１秒として計算するタイムコードと実際の時間
とのずれが生じる。これを補正するモードをドロップフレームモード
という。ドロップフレームモードでは、０，１０，２０，
３０，４０，５０分を除く毎正分の開始から、０，１フレームをカウ
ントしない（１時間当たり１０８フレーム）ことにより修正を行う。
なお、ＰＡＬ／ＳＥＣＡＭ信号には、実際の時間とのずれがないため、
ドロップフレームは必要ない。

タタタタ行行行行

ナナナナ行行行行

ハハハハ行行行行

ＣＦロック (Color Frame Lock)
ＶＴＲの再生時、外部基準信号に再生信号がカラーフレーム同期し

た状態をいう。

ＧＰＩ (Genelal Purpose Interface)
外部機器を制御するための汎用性のあるインターフェイスの１つ。

あらかじめ決めた再生スタートや信号の切り換えなどといった単機能
を、オン・オフトリガー（起動）信号を出力して制御する。

シンクロール編集 (Sync Roll Editing)
複数のカメラで同時収録されたテープを素材に、複数のプレー

ヤーでタイムコードを基準に同期再生して行う編集をいう。また特に、
再生しながらソースの切り換えのみでシーンを決める編集をオンザフ
ライ編集という。スポーツやイベントなどの編集で多く用いられる。

スプリット編集 (Split Editing)
ビデオとオーディオの切換タイミングをずらした編集を一度に行う

機能をいう。また特に、ビデオを基準にオーディオをずらす場合を、
オーディオスプリット編集という。

スタンバイオフ (Stand By Off)
テープ保護のため、テープテンションをゆるめたり、ヘッドドラム

を停止したモードになることをいう。一般的に、良好な静止画像は得
られない。

スレーブ (Slave)
編集システムでは、マスターに従うＶＴＲやテープをいう。AG-

A850では、つねにレコーダーＶＴＲをマスターとしており、スレ
ーブ設定されたプレーヤーＶＴＲは、編集時レコーダーＶＴＲと同じ
動作をするため、複数のＶＴＲに同時に記録することができる。

スロー編集 (Slow Editing)
プレーヤーＶＴＲをスロー再生させて行う編集をいう。ＶＴＲにＡ

Ｔ機構や、デジタルスロー再生機能がないと、良好な映像は得られな
い。

ＳＥＣＡＭ
カラーテレビジョン方式の１つで、１秒間は２５フレームで構成さ

れる。フランスや旧ソビエト、東欧諸国などで採用されている。

ソース (Source)
編集のために用いる、映像や音声素材の総称。また、素材を再生す

るプレーヤーＶＴＲ等の機器を示す場合もある。

タイムコード (Time Code)
編集を正確に行うために、テープ上に記録する時・分・秒・フ

レーム単位の絶対アドレスで、"TC"と表記されることが多い。
ＮＴＳＣ信号では、ＳＭＰＴＥが推奨する信号形式：ＳＭＰＴＥタイ
ムコードが、ＰＡＬ／ＳＡＣＡＭ信号ではＥＢＵタイムコードが一般
的に用いられている。記録する場所（トラック）の違いによって
LTCとVITCがある。

ターミネーション (Termination)
映像機器や音声機器の入力回路に、規定された抵抗値の負荷抵抗を

接続すること。映像機器では、75Ωを用いることが多い。接続しな
いと信号レベルが約2倍となるだけでなくリンギングやゴーストが
発生する。

ノンドロップフレームモード
(Non-Drop Frame Mode, NDF)

ドロップフレームの修正を行わないタイムコードの動作モード。フ
ルフレームモードともいう。

パターン (Pattern)
ワイプパターンの略称。

ＰＡＬ
カラーテレビジョン方式の１つで、１秒間は２５フレームで構成さ

れる。ヨーロッパ諸国や中国などで採用されている。

付
録
Ｅ
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マークイン／マークアウト (Mark in/Mark out)
編集点を設定するための操作(ボタン)の一つ。ＶＴＲを再生中、ま

たは頭出しをした状態で[MARK IN]または[MARK OUT]ボタンを押
すとその地点が編集ＩＮ点または編集ＯＵＴ点として設定される。

ママママ・・・・ヤヤヤヤ行行行行

ララララ・・・・ワワワワ行行行行

ユーザーズビット (User's Bit ,UB)
ＳＭＰＴＥ／ＥＢＵタイムコードのデータ長は８０ビットあるが、

このうちテープの位置情報以外に、ユーザーが自由に使用できるエリ
アが、３２ビット設けられている。これをユーザーズビットといい、
任意の番号（Ａ～Ｆのアルファベットと数字)を8桁つけることがで
きる。ロール番号、制御コマンド、そのほかの情報などに利用される。

リジェネ (Regen)
編集時のタイムコードの連続性を保つために、編集済みの終端タイ

ムコードを読みとり、編集開始時に自動的に連続させて記録する機能。
ファーストエディットやＴＣインサート編集では、任意のタイムコー
ドから記録させるために、この機能は働かないようになっている。

リップル (Ripple)
マルチイベント編集において、あるイベントのレコーダーの編集点

を修正すると、その後のイベントの編集点を、同様に修正しなければ
ならないことがある。この修正を行う処理またはその機能をリップルと
いう。AG-A850ではリストマネージメント機能の１つとしてサポ
ートしている。

リトライ (Retry)
自動編集またはプレビューを行った際、編集データどおりにＶＴＲ

が動作しなかったとき、自動的に再度繰り返す機能。一般的には調相
ミスが発生したとき行う。

リファレンス信号 (Ref Video)
複数の映像機器の同期をとるために用いる基準信号。一般に同期信

号発生器(SG)からのブラックバースト(BB)信号を用いて、カメラの
ゲンロック端子、VTR、ビデオスイッチャー、編集コントローラー等の
REF IN / OUT 端子に接続する。

レックラン (Rec Run)
タイムコードの動作モードの一つ。ＶＴＲが記録中のみタイムコード
のカウントが進んでいく方式

レビュー (Review)
自動編集を行ったあとに、編集結果を自動再生して確かめる機能。

ロード (Load)
AG-A850では、ＲＳ－２３２Ｃ端子を介して、編集データ（Ｅ

ＤＬ）を外部機器から読み込むことをいう。

ロム (Read Only Memory, ROM)
読みとり専用のメモリー用 ICのこと。AG-A850では、ロムにプ

ログラムを記録しており、これを交換しプログラムを更新することで、
機能アップや接続する機器を拡張することができるようになってい
る。

ワイプ (Wipe)
映像をぬぐい去るように次の映像が現れる効果をいう。ホリゾンタ

ル、バーチカル、コーナー、サークルなど様々な形のワイプがあり、
これをワイプパターンという。

ファーストエディット (1st. Editing)
アッセンブル編集に先立って、レコーダーの生テープの始端に、数

十秒のリファレンス(ブラックバースト)信号を記録すること。手動で
も行えるが、AG-A850はこれを自動化したモードが備わっている。

ＶＩＴＣ (Vertical Interval Time Code)
映像信号の垂直ブランキング期間に記録するタイムコード。超低速

スローやスチルでも正確に読みとることができる。一方、高速走行の
サーチなどでは、読みとれないためＬＴＣと併用して使用されること
が多い。

フィールド (Field)
画像の走査を行う単位。通常ビデオ信号は、第１フィールドと第２

フィールドの２回画像走査を行ない１つの画像(フレーム)を作る。

フォーマッティング (Formatting)
テープにタイムコードとコントロール信号を記録して編集用のテープ
をつくること。生テープにインサート編集するときは、編集の前に必
ず行う必要がある。

ブラックバースト信号 (Black Burst Signal, BB)
バースト信号と同期信号が合成された信号で、編集システム内での

リファレンス信号(Ref Video)として使用する。

フリーラン (Free Run)
タイムコードの動作モードの一つ。ＶＴＲの記録・停止に関係なく

カウントが進んでいく方式。

プリロール (Preroll)
編集時の調相動作と、テープ走行を安定させるため、編集ＩＮ点か

ら一定時間分巻き戻して置くこと。ＶＴＲの機種や編集手法によって調
相などに要する時間は異なるので、プリロール時間は3秒から30秒
程度までいろいろある。

プレビュー (Preview)
編集のリハーサル再生。編集点や効果などを設定したあと、実際に

は編集(記録)を行わずに、編集時と同じように信号切り換えを行うこ
とで、編集のシミュレーションができる。これを行うことによって、
編集点や効果をチェックする。

フレーム (Frame)
１つの画面を構成する単位。１フィールドはさらに、第１フィール

ドと第２フィールドに分けられる。通常、編集コントローラーで行う
編集の最少単位となる。

編集モード (Edit Mode)
アッセンブル編集やインサート編集といった、レコーダーＶＴＲの

記録モード。

ポストロール (Postroll)
編集のとき、編集ＯＵＴ点以降の映像・音声を再生して確認できる

ように、編集ＯＵＴ点から一定時間分そのままテープを走行させるこ
と。
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簡易操作モードにする

マルチレコーダー編集
システムに設定する

1) [SHIFT] ボタンを押しながら [7] ボタンを押します。
SET UPメニューがモニター画面に表示されます。

2) [ENTER] ボタンを押します。
モニター画面の一番上にSYSTEM CONTROLと表示されます。

3) [ENTER] ボタンを押します。
FUNCTIONにあるカーソル (反転している文字) が右に移動します。

4) カーソルのある位置の文字がLIMITEDと表示されるまで、数回 [+] ボタンを押します。
5) [ENTER] ボタンを押します。
カーソルが左に移動し、FUNCTIONが反転して表示されます。

6) [SHIFT] ボタンを押しながら [ENTER] ボタンを2回押します。
SET UPメニューを終了し、簡易操作モードになります。

編集時PLAYER-3, PLAYER-4も同時に記録するマルチレコーダー編集に設定するには、
PLAYER-3をRS-422端子のPORT-Dへ、PLAYER-4をPORT-Eに接続します。

1) [SHIFT] ボタンを押しながら [7] ボタンを押します。
SET UPメニューがモニター画面に表示されます。

2) [+] ボタンを押します。
FUNCTIONにあるカーソル (反転している文字) が下に移動し、PORT/CROSSPOINT
が反転して表示されます。

3) [ENTER] ボタンを押します。
モニター画面の一番上にPORT/CROSSPOINTと表示されます。

4) [ENTER] ボタンを押します。
モニター画面の一番上にPORT STATUSと表示されます。

5) [+] ボタンを3回押します。
PORT-AにあるカーソルがPORT-Dに移動します。

6) [ENTER] ボタンを押します。
PORT-Dにあるカーソルが右に移動します。

7) カーソルのある位置の文字がP3 (SLAVE) と表示されるまで、数回 [+] ボタンを押し
ます。

8) [ENTER] ボタンを押します。
カーソルが左に移動し、PORT-Dが反転して表示されます。

9) [+] ボタンを押します。
PORT-DにあるカーソルがPORT-Eに移動します。

10) [ENTER] ボタンを押します。
PORT-Eにあるカーソルが右に移動します。

11) カーソルのある位置の文字がP4 (SLAVE) と表示されるまで、数回 [+] ボタンを押し
ます。

12) [ENTER] ボタンを押します。
カーソルが左に移動し、PORT-Eが反転して表示されます。

13) [SHIFT] ボタンを押しながら [ENTER] ボタンを3回押します。
SET UPメニューを終了し、マルチレコーダー編集システムになります。

お問い合わせになる前に

ここでは、ここでは、2つの例をあげ実際の操作方法を説明します。AG-A850のMONITOR OUTにモニターテレビ

を接続し、下記のように操作を行ってください。

付
録
Ｆ
　
お
問
い
合
わ
せ
に
な
る
前
に

セットアップの変更について

設　　　定 操　　作　　手　　順
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お問い合わせになる前に

･VTRが動かない
･タイム表示が点灯しない

･タイム表示が変化しない

･記録ができない

･編集動作に入らない

･編集リトライを繰り返し
て編集ができない

･編集点がずれる

・REF VIDEO IN端子に不正規な信号が入力されていませんか？
TBCがないVTRの出力信号は、接続しないでください。また、正規な信号がないときは、
REF VIDEO IN端子には何も接続せずに、SYNC GRADEをOFFにして編集を行って
ください。

・VTRのCONTROLスイッチをREMOTE (9P) にしてください。
・VTRにカセットが入っていますか？
・AG-A850とVTRとの接続 (9Pリモートコントロールケーブル) を確認してください。
・SET UPのPORT STATUSでVTRを接続しているPORTがNONE, SW’ER, MIXER
のいずれかの設定になっているときは、Rまたは、P1～ P4, P1 (SLAVE)～ P4
(SLAVE) の設定にしてください。

・テープにCTL信号が記録されていますか？
・タイムコードを扱えないVTRではCTLで編集してください。
・VITCを扱えないVTR (UVW-1800など) ではCONFIGメニューのTC SOURCEを
LTCにしてください。

・S-VHS でオーディオ ch2 を LTC にしていないときは、CONFIG メニューの TC
SOURCEをVITCにしてください。

・カセットが記録禁止状態になっていないか確認してください。
・レコーダーVTRに再生専用機 (AJ-D640など) を使用していませんか？
・VTR側でREC INHIBITがONになっていませんか？
・レコーダーVTRの INPUTスイッチは正しく設定されていますか？
・レコーダーVTRのSERVO LOCKランプは点灯していますか？

・アッセンブル編集をするときは、ファーストエディットなどを行い編集 IN点の前後 に記
録部分が必要です。

・タイムコードが不連続になっているときは、CTLで編集するかタイムコードを記録しな
おしてください。

・SET UP MENUの“CF REF.”をTIME CODEに設定し、カラーフレーミング編集を
行うときは、ビデオ信号とタイムコードのカラーフレーム位相差をCONFIGで設定して
ください。

・SYNC GRADEをOFF以外に設定して編集を行うときは、必ずAG-A850の REF
VIDEO IN端子に、外部基準信号 (ブラックバースト信号) を入力してください。
カット編集システムでは、同期信号発生機の代わりにプレーヤーVTRのビデオ出力信号
で代用することもできます。(編集に入りにくいときは、プリロール時間を長くしてくだ
さい。調相時に同期信号が乱れるVTRでは、同期信号発生機の代用ができないことがあ
ります。)

・AG-A850のREF VIDEO IN端子に外部基準信号 (ブラックバースト信号) を入力し、
SYNC GRADEをACCURATEに設定して編集を行ってください。

・VTR側の9P DEVICE TYPE設定をオリジナル ID (付録D「VTR･スイッチャーの設定」
を参照) にしてください。

・CTLでの編集では、VTRの性能により2フレーム程度編集点がずれることがあります。
・プレーヤーVTRとレコーダーVTRの間に、フレームシンクロナイザーを内蔵するビデ
オスイッチャーなどを接続しているときは、機器に応じた遅延フレームを、AG-A850の
SET UP MENU“DVE DELAY”で設定してください。

・スロー編集では調相動作を行いませんので、編集精度は悪くなります。
・VTRによっては、編集点がわずかにずれることがあります。編集点を前もって補正して
から編集を行ってください。

症　　状 処　　　　　　　　方

下記の項目を点検していただき、それでもなお異常のあるときは販売店にご相談ください。

故障かな?…と思うときは (トラブルシューティング)
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･編集した画面に横縞がで
る

･再生が不安定

･マルチレコーダー編集を
行ったとき、レコーダー
VTRとスレーブVTRと
で、編集点が異なる。

･ファーストエディット
時、CF位相が合わない。

･ビデオスイッチャーが動
かない

･ワイプ番号が設定できな
い

･オーディオミキサーが動
かない

・スロー再生機能 (AT) がないVTRでスロー編集をすると、正常な映像を記録できません。

・VTRやスイッチャーに入力している外部基準信号に、適切な信号 (ブラックバースト信号
など) を入力してください。

・TBCを持たないプレーヤーVTRを使ったシステムで、レコーダーVTRの基準信号をビ
デオ入力にしているときは、プレーヤーVTRを標準再生以外 (SHTL/JOG操作や
GOTOなど) にすると、レコーダーVTRの再生画像が乱れることがあります。

・カラーフレーミング編集を行うときに、“CF REF.”をALL VTRまたは、R ONLYに設
定すると、編集点がずれることがあります。

・カラーフレーミング編集を行うときに、“CF REF.”をTIME CODEに設定していても、
レコーダーVTRとスレーブVTRの機種が異なるときや、映像とタイムコードの位相が合
っていないと、編集点がずれることがあります。

・カラーフレーミング編集ができないVTR [S-VHS (NTSC) など] を使用して、マルチレ
コーダー編集を行うときは、SET UP MENU“COLOR FRAMING”をOFFにしてく
ださい。

・S-VHS (PAL) は、カラーフレーム位相を合わせることができません。
SET UP MENUの“CF REF.”をTIME CODEに設定しないでください。

・S-VHS (NTSC) やAU-650 (MⅡ) は、CFロックができないため、カラーフレーム位
相を合わせることができません。

・他社のVTRを使用してファーストエディットを行うときは、カラーフレーム位相が合わ
ないことがあります。VTRに位相を合わせる機能があるときは、VTR自身の操作でファー
ストエディット (フォーマット) を行ってください。

・ビデオスイッチャーの内部設定はされていますか？
(スイッチャーのマニュアルまたは、「付録D VTR･スイッチャーの設定」を参照)

・AG-A850とビデオスイッチャーとの接続 (9Pリモートコントロールケーブル) を確認
してください。
・EDITOR ENABLEスイッチがあるときは、ENABLEに設定してください。
・SET UPのPORT STATUSで、ビデオスイッチャーを接続しているPORTがSW’ER
になっていますか？

・SET UPのSW’ER MODELは、使用している機種と一致していますか？
・ビデオスイッチャーの電源を先に入れた後、AG-A850の電源を入れてみてください。

・ビデオスイッチャーにGVG100/110やVPS-300を接続しているとき、ワイプ番号
“0”のパターンを選択するには、“0”のかわりに“256”と設定してください。

・オーディオミキサーの内部設定はされていますか？(ミキサーのマニュアルを参照)
・AG-A850とオーディオミキサーとの接続 (9Pリモートコントロールケーブル) を確認
してください。

・EDITOR ENABLEスイッチがあるときは、ENABLEに設定してください。
・オーディオミキサーにも、外部基準信号を入力しないと動作しない機種があります。
・SET UPのPORT STATUSで、オーディオミキサーを接続しているPORTがMIXER
になっていますか？

・SET UPのMIXER MODELは、使用している機種と一致していますか？

症　　状 処　　　　　　　　方

下記の項目を点検していただき、それでもなお異常のあるときは販売店にご相談ください。

故障かな?…と思うときは (トラブルシューティング)

お問い合わせになる前に

付
録
Ｆ
　
お
問
い
合
わ
せ
に
な
る
前
に
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･違う画像が出る
･画像が出ない

･違う音声が出る
･音声が出ない

･正常に起動しない

・映像ケーブルを確認してください。
・SET UPのSW’ER CROSSPOINTは、正しく設定されていますか？
・ビデオスイッチャー及び、レコーダーVTRの INPUTスイッチは、正しく設定されてい
ますか？

・音声ケーブルを確認してください。
・SET UPのMIXER CROSSPOINTは、正しく設定されていますか？
・オーディオミキサーまたは、スピーカーの音量を絞っていませんか？
・オーディオミキサー及び、レコーダーVTRの INPUTスイッチは、正しく設定されてい
ますか？

・LOAD機能を使って、異常なSETUPデータを読み込んだりすると、AG-A850が正常
に起動しなくなることがあります。当社サービス窓口へご相談ください。

症　　状 処　　　　　　　　方

下記の項目を点検していただき、それでもなお異常のあるときは販売店にご相談ください。

故障かな?…と思うときは (トラブルシューティング)

･SET UP MENU
“FUNCTION”の
SPECIALについて

･SET UP MENU
“COLOR FRAMING”
について

・SINGLE DIALモードに以下の機能を追加したモードです。
1.編集終了時、OUT点の頭出しをしません。
2.編集終了後、すぐにレコーダーVTRの操作ができるようにします。
3.ニューイベント編集終了時、簡易クリーンアップを行います。
(レコーダーの編集 IN点が前イベントの編集区間内にあるとき、自動的に前イベントの
編集OUT点を IN点と同じ値に修正します。)
[注意]
前イベントがA/Bロール編集やスロー編集など、単純なカット編集でないときは、ク
リーンアップを行いません。また、OUT側のスプリット点など、一部データを取り消
すことがあります。

・ご使用になるVTRにより、カラーフレーミング編集に制限があります。
カラーフレーミング編集ができないVTR

・S-VHS (NTSC)
・一部のS-VHS (PAL) [AG-7700, AG-7600]
・一部のMⅡ (NTSC) [AU-650]

カラーフレーミング編集に制限があるVTR
8 FIELDのカラーフレーミング編集はできません。また、カラーフレーミング位相
を合わせることができませんので、“CF REF.”はALL VTRまたは、R ONLYに設
定してください。

・S-VHS (PAL) [AG-7700, AG-7600を除く]
カラーフレーミング編集ができるVTR

・MⅡ (AU-650を除く) 
・DVCPRO
・D3、D5など。

項　　目 内　　　　　　　　容

補足説明

お問い合わせになる前に
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アフターサービスについて
1. 保証書ー内容のご確認と保存のお願い
保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入を確かめてお買い上げの販売店から受け取っていただき、内
容をよくお読みの後、大切に保管してください。

2. 保証期間ー1カ年
取扱説明書及び本体貼付ラベル等の注意事項に従った正常なご使用状態で、保証期間内に万一故障を生じた場合に
は、保証書記載事項に基づき販売店で「無償修理」させていただきます。
補償期間内でも次の場合には原則として有料とさせていただきます。
（イ）使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障及び損傷
（ロ）お買い上げの後の取付場所の移転、輸送、落下等による故障及び損傷
（ハ）火災、地震、水害、落雷、その他天災地変及び公害、塩害、ガス害、（硫化ガスなど）、異常電圧、指定外

の使用電圧（電圧、周波数）などによる故障及び損傷
（ニ）その他指定外の使用条件で使用された場合に生じた故障および損傷
（ホ）他の接続機器及び接続部材に起因して生じた故障及び損傷

3. 補修用性能部品の最低保有期間
本機の補修用性能部品（機能維持のために必要な部品）の最低保有期間は、製造打ち切り後約8年です。

4. 修理を依頼される前に
この取扱説明書をよくお読みの上、以上のあるときは、必ず電源プラグを抜いてから、販売店にお申し付けください。

5. ご転居・定期保守サービス等ご不明な点は、お買い上げの販売店にご相談ください。
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■操作部
この操作部を開いたままで操作説明のページを読むと便利です。
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コネクター信号について
GPI端子またはRS-232C端子を結線する場合、ケーブルの芯線と端子のピンがそれぞれ正しく対応するように結線し
てください。また、ケーブルはシールド線を使用し、シールドはプラグケースに接続してください。

ピン番号
１
２
３
４
５
６
７
８
９

信号内容
GND

RECEIVEA
TRANSMITB

TRANSMITCOMMO
NSPARE

RECEIVE COMMON
RECEIVE B
TRANSMITA
GND

ＲＳ－４２２端子 ＲＳ－２３２Ｃ端子

外部機器との接続（RS-232C推奨結線）
AG-A850では、次の図の結線をおすすめしますが、外部機器（パーソナルコンピューターなど）の仕様により、これ以
外にもいくつかの方法があります。

AG-A850 D-sub25P AG-A850 D-sub9P

１ DCD
２ RD
３ TD 
４ DTR
５ GND
６ DSR
７ RTS
８ CTS
９ --   

12345

9 8 7 6

54321

6 7 8 9

ピン番号
１
２
３
４
５
６
７
８
９

信号内容
DCD 
RD 
TD 
DTR 
GND 
DSR 
RTS 
CTS 
-- --

内線配線　番号　信号 番号　　信号
１ --   
２ TD   
３ RD   
４ RTS
５ CTS
６ DSR
７ GND
８ DCD
20  DTR

番号　　信号
１ DCD
２ RD 
３ TD 
４ DTR
５ GND
６ DSR
７ RTS
８ CTS
９ -- 

メス オス

１ DCD
２ RD
３ TD 
４ DTR
５ GND
６ DSR
７ RTS
８ CTS
９ --   

内線配線　番号　信号

インターリンクケーブル仕様



定格

VQT7120-1 F0696H6122 @

電源 ： AC100V 50/60Hz
消費電力 ： 9W

一般

は安全項目。
許容周囲温度 ：5 ℃～40℃
許容周囲湿度 ：35％～80％
外形寸法 ：424 (幅) ×107 (高さ) ×279 (奥行) mm
重量 ：3.2kg (本体のみ、ケーブル等含まず)

編集機能 方式 ：マイクロコンピュータ
メモリー容量 ：512 イベント
編集モード ：ビデオ、オーディオ1、オーディオ2、オーディオ3、オーディオ4のイ

ンサート／アッセンブル編集、カット編集、Ａ／Ｂロール編集、オーディ
オスプリット編集、カラーフレーム編集、スローモーション編集

編集リファレンス ：CTL、SMPTE タイムコード、VITC
編集精度 ：±0 フレーム (スローモーション編集を除く、タイムコード編集時)

コネクタ部 RS-422 端子 ：9P×6
RS-232C 端子 ：9P×2 (内予備×1)
GPI 端子 ：ピンジャック×2

TTLレベル出力 [LOW : 0～0.5V (10mA) HIGH : 3.0～5V (-1mA)]
MONITOR IN端子 ：BNC×1 (コンポジットビデオ信号 1.0 Vp-p ±0.2 Vp-p 75Ω)
MONITOR OUT端子 ：BNC×1 (コンポジットビデオ信号 1.0 Vp-p ±0.2 Vp-p 75Ω)
REF VIDEO IN端子 ：BNC×1、75Ω ON/OFF 

(コンポジットビデオ信号 1.0 Vp-p ±0.2 Vp-p 75Ω)
(MONITOR IN/OUT端子, REF VIDEO IN端子 のテレビジョン方式は、
内部設定で NTSC/PAL 変更可能)

制御系 接続可能VTR台数 ：5台 (内 RECORDER : 1～3 台)
接続可能VTR ：9Pリモートコネクターを持つVTRなど

M II ：AU-W35H/W33H/W32H/66H/65(H)/63(H)/62(H)/
665/660/650/640/630/620 シリーズ

S-VHS ：AG-DS850/DS840/DS555/DS545/DS550/DS540/
7750(H)/7650(H)

DVCPRO ：AJ-D750/D650/D640/LT75
D-5 ：AJ-D580
D-3 ：AJ-D350/D351/D360
DISK ：LQ-D5500
(機種により、編集精度やスローモーション編集など編集機能に、制限を受ける
ことがあります。)
(その他の対応可能機種については、販売店にご相談ください。)

接続可能スイッチャー ：9Pリモートコネクターを持つビデオスイッチャーなど
WJ-MX50, GVG-100/110

(その他の対応可能機種については、販売店にご相談ください。)
接続可能ミキサー ：9Pリモートコネクターを持つオーディオミキサーなど

PAM300, D/ESAM200, 03D+03DVEK
(その他の対応可能機種については、販売店にご相談ください。)

付属品 ：電源コード ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1 本

別売品 ：9Pリモートコントロールケーブル ･ ･ ･ AU-C5 (5 m)

本マニュアルで記載した会社名や製品名は、各社の商標または登録商標です。

松下電器産業株式会社　システム事業グループ
j 571-8503 大阪府門真市松葉町 2番 15号　　i (06) 6901－1161


